
 

 

 

 

近江八幡市の文化振興 

（令和３年度版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 

近江八幡市 

（音楽振興事業「お出かけ演奏会」） 



 

 

目 次 

 

 

第１章 文化振興基本計画の概要 

 １．文化振興基本計画について・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 ２．文化振興基本計画の体系・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 ３．計画の進行管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 ４．事業評価方法について(事後評価)・・・・・・・・・・・・・５ 

 ５．事業一覧(令和２年度実施事業）・・・・・・・・・・・・・・６ 

 

第２章 事業評価報告 

 １．事業評価結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 ２．事業実施状況(令和２年度)・・・・・・・・・・・・・・・２４ 

 

（参考資料） 

 １．近江八幡文化振興条例・・・・・・・・・・・・・・・・・５３ 

 ２．令和３年度近江八幡市文化振興審議会委員名簿・・・・・・５６ 

 ３．令和３年度近江八幡市文化振興基本計画 

進捗管理プロジェクト委員名簿・・・・・・５７ 

 

 

 

 

 

 



1 
 

第１章 文化振興基本計画の概要 

 

 １．文化振興基本計画について 

現代社会は、価値観の多様化やグローバル化、少子高齢化や高度情報化の進行、環境

問題の深刻化や自然災害の多発など、人々の暮らしや都市を取り巻く状況は大きく変化

し、先行き不透明な時代といわれています。また、新型コロナウイルス感染症の流行は

我々の行動変容を余儀なくし、新しい生活様式を生み出しました。こうしたなか、人々

はこれまで以上に、単なる物質的な豊かさだけでなく、精神的なゆとりや豊かさを求め、

文化に対する関心を寄せています。生きがいのある市民の暮らしと温かいふれあい、豊

かな地域社会の形成に、近江八幡市の文化特性を活かしていくことがますます期待され

ています。 

  国の動きとしては、平成１３年に文化芸術政策の指針を定めた「文化芸術振興基本法」

が制定されました。また平成２４年には、実演芸術の水準向上を図った「劇場・音楽堂

等活性化法」が成立し、公共劇場の使命を、教育機関、福祉機関との連携、地域コミュ

ニティの活性化などに求めています。さらに、平成２９年に「文化芸術振興基本法」が

改正され成立した「文化芸術基本法」は、文化芸術そのものの振興に加え、観光、まち

づくり、国際交流、福祉、教育、産業など関連分野の政策と有機的に連携させることな

どを盛り込みました。また同時に、社会包摂の概念を提示し、共生社会形成に向けた方

法を示しており、このことは平成３０年の「障害者文化芸術活動推進法」成立にもつな

がっています。 

  本市では、合併前の旧安土町において、昭和６０年３月に「安土町文化条例」が制定

され、また、旧近江八幡市においては、平成１９年３月に「近江八幡市文化振興基本計

画」が策定され文化施策を推進してきました。 

合併後の平成２６年３月には、「近江八幡市文化振興条例」が制定され、文化の振興に

関する基本理念を定め、市および市民の役割を明らかにするとともに、文化の振興に関

する施策の基本となる事項を定めることにより、文化振興施策を総合的かつ計画的に推

進し、個性豊かで活力ある地域の文化生活に寄与することとしています。 

この条例に基づき、平成２８年３月に、平成２８（２０１６）年度から令和７（２０

２５年度）までの１０年間を計画の期間とする『近江八幡市文化振興基本計画』を策定

しました。文化振興基本計画では、本市の有する多様な文化資源を活かして豊かな文化

的都市景観を形成しながら、歴史的文化遺産を守り、地域産業の振興や文化活動の担い

手の育成に資する、４つの基本理念を掲げ、その理念に基づき６つの基本方針を定めて

います。 
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２．文化振興基本計画の体系  

 

 

 

基本目標     基本施策           具体的取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

（第14 条） 

（第７条、第11 条） 

（第10 条、第12 条） 

Ⅱ 

歴
史
的
文
化
遺
産
の
保
存
と
継
承 

Ⅰ 

文
化
的
都
市
景
観
の
形
成 

１.伝統文化の保存と継承 

２.文化財の保存と活用 

①歴史的遺産、伝統文化の継承と発展 

②豊かな自然環境の活用 

③人的資源の発掘と連携 

①地域に根ざした文化活動の継承と活用 

②歴史や生活文化の理解のための地域人材の活用 

③伝統文化の担い手の育成 

④ふるさとに愛着心を持てる仕組みづくり 

①伝統的建造物群保存地区の保存・活用 

②無形文化財の保存 

③埋蔵文化財の保護・保存と活用 

④市民と行政相互の協働による文化財の保存活用の

推進 

⑤体験学習等の文化財を学び親しむ機会の充実 

３.地域文化の継承と発展 

１.文化的な環境・景観の

保全と継承 

２.歴史、文化と調和のとれ

たまちづくり 

①環境保全対策 

②風景計画 

①歴史・文化環境の保存・整備 

②食文化の継承と振興 

③地域の文化資源を活用した文化芸術活動の推進 

Ⅲ 

文
化
交
流
と
地
域
産
業
の
振
興 

１.文化交流の促進 
①海外の姉妹都市との文化交流の促進 

②夫婦都市である富士宮市等との文化交流の促進 

①近江八幡版DMO の推進 

②西の湖の環境を活かした自然循環モデルの推進 

③沖島と湖魚文化（料理）を活用した取り組み 

④市の歴史文化を活かしたロケツーリズムの推進 

 

２.地域資源を活かした産業

や観光の振興 

近江八幡市文化振興基本計画 
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基本目標     基本施策            具体的取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.文化を創造する人材の

育成 

２.文化によるまちづくり 

①後継者育成の仕組みづくりと指導者の育成 

②子どもたちの文化創造体験の拡充 

③地域文化振興の担い手の育成 

①市民の企画・立案・運営による文化芸術の振興 

②地域の文化団体による文化活動の推進 

③学校教育における文化活動の充実 

④医療機関、福祉施設等との連携 

⑤東京オリンピック・パラリンピック開催に向けた取り組

み 

 

１.文化施設の有効活用 

 

①文化会館の利用促進 

②行政の文化振興体制の明確化と連携体制の整備 

③施設・設備の充実等 

④県・近隣市町との交流・連携 

２.市民との協働 

 

①市民文化活動への支援の拡充 

②市民が主役の文化振興の仕組みづくり 

③市民参画・協働型事業の充実 

・ 

２.文化の情報の収集と発信 

①文化情報の収集・発信 

②文化団体に関する情報の発信 

③文化団体の交流の場の確保 

④文化情報のネットワークづくり 

⑤近江八幡市出身文化人・芸術家の把握と連携 

⑥図書館資料と専門職員の充実 

１.多様な文化活動の推進 

①市民主導の文化芸術活動の育成 

②地域間交流・世代間交流等による新たな文化の創造 

③体験や参加、参画機会の充実 

④文化芸術に接する機会の拡充 

⑤誰もが文化活動に参加できる環境づくり 

⑥顕彰の実施 

⑦文化会館の積極的な利用 

Ⅳ 

文
化
芸
術
創
造
都
市
の
創
造 

Ⅴ 

文
化
活
動
の
担
い
手
の
育
成 

Ⅵ 

協
働
の
仕
組
み
づ
く
り 

（第９条、第15 条） 

（第13 条） 

（第８条、第16 条） 
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 ３．計画の進行管理 

 

  近江八幡市文化振興基本計画の推進にあたっては、市や市民、文化団体、地域団体、

文化人、アーティスト等それぞれによる主体的かつ活発な活動を促進しながら連携を図

り、協働によって取り組んでいきます。 

  また、市の文化施策については、個別事業の進捗管理を中心に、関係各部局間が連携・

調整を図り、効率的・体系的に施策を推進するものとし、「評価・検証・審議」を通して、

文化振興基本計画との整合性を図りながら、文化振興推進のための施策を総合的に展開

していきます。このため、次の組織により計画の実効性を高めていくこととしています。 

 

【文化振興審議会】 

  学識経験者、文化振興に関して識見を有する市民等で組織し、本市における文化施策

全般についての審議を行う「文化振興審議会」において、社会情勢等も踏まえた幅広い

視野や観点から、文化振興基本計画の各施策・事業の進捗管理や評価、事業提案等を行

います。 

 

 【文化振興基本計画進捗管理プロジェクト委員会】 

  市の文化関連事業実施課職員の中から構成する、計画の進捗管理を行うための委員会

で、各課が実施した文化関連事業について点検・評価を行います。 

 

 【庁内体制および事務局】 

  市の総合政策部文化観光課に文化振興審議会および文化振興基本計画進捗管理プロジ

ェクト委員会の事務局を置き、庁内関係各課との連絡調整を行い、文化振興関連施策の

進捗管理や点検評価について企画調整を行います。 
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 ４．事業評価方法について（事後評価）  

 

  文化振興基本計画進捗管理プロジェクト委員会では、市の文化関連事業実施課が前年

度に実施した事業について自己評価した結果を客観的に点検・評価し、文化振興基本計

画の基本施策から見た事務事業評価を行いました。また、プロジェクト委員会で評価し

た結果を、文化振興審議会で幅広い観点から審議し、その結果を取りまとめました。 

 

【基本施策からみた事業評価】 

  文化振興基本計画では、４つの基本理念に基づき６つの基本目標を設定しています。

基本目標にはそれぞれ基本施策と具体的取組があり、これらの体系に基づき各事業は実

施されていますが、基本施策の立場から事業の貢献度、進捗状況等を評価し、文化振興

の面から見た事業間の優先度を判定し総合的に評価しました。 

  プロジェクト委員会および文化振興審議会では、基本施策として各事業から相対的に

力を入れて取り組む必要がある事務事業を重点事業（今年度は「子どもに関連する事業」

を抜粋）として評価し、その結果を記載しています。なお、未選出事業であっても、今

後、事業縮小、廃止を検討する性格の評価ではありません。 

 

 ※事業評価結果は、最終的に市の方針として決定されるものではありませんが、市とし

て現状をふまえ、今後どのように取り組むべきか方向性を見出すための重要な情報とし

て位置付けています。したがって、市ではこの情報を事業実施課が有効に活用し、文化

振興基本計画との整合に努めるものとします。 

 

 

 

 

 

 文化活動を行うことが市民の権利であることに鑑み、市民が等しく文化活動に参加できる

環境の整備が図られなければならない。 

 市民一人ひとりの自主性及び創造性が尊重されなければならない。 

 文化の多様性が尊重されるとともに、地域における多様な文化の共生が図られるよう配慮

されなければならない。 

 先人たちの営みによって築かれた文化が市民共有の財産としてわかちあわれ、次代に引き

継がれるよう配慮されねばならない。 

基本理念 



基本目標 基本施策 具体的取組 № 事業名 担当課
文化の

区分（※）
重点
事業

1 びわ湖をきれいにする運動
近江八幡市水産協議会（事務局：
農業振興課）

都市文化
（環境）

2
伝統的建造物群保存地区保存事業
重要文化的景観保存活用事業

文化観光課（文化財保護G）
都市文化
（景観）

3 環境保全対策事業 環境課 都市文化

②風景計画 4 風景計画区域内における行為の制限 都市計画課
都市文化
（景観）

5 河川管理事業 管理調整課
都市文化
（環境）

6 選択無形文化財保存事業 文化観光課（文化財保護G） 都市文化

②食文化の継承と振興 7 水郷ブランド農産物認証制度 農業振興課 都市文化

③地域の文化資源を活用した文化
芸術活動の推進

8 安土文芸の郷指定管理事業
文化観光課（安土町文芸の郷振興
事業団）

都市文化 ●

9
ふるさと文化育成事業（地域まちづくり
支援交付金事業）

各学区まちづくり協議会（まちづ
くり協働課）

市民文化
都市文化

10 文化団体活動支援事業 文化観光課（文化振興G）
市民文化
都市文化

②歴史や生活文化の理解のための
地域人材の活用

11 人生伝承塾 生涯学習課 都市文化 ●

③伝統文化の担い手の育成 再 選択無形文化財保存事業（６の再掲） 文化観光課（文化財保護G） 都市文化

④ふるさとに愛着心を持てる仕組
みづくり

12 やまのこ・たんぼのこ体験学習 学校教育課
都市文化
市民文化

●

13 茶道体験 幼児課
市民文化
（生活）

●

14
図書館運営事業（地域資料のデジタル
化）

図書館 都市文化

15 安土城天主信長の館　自主文化事業
文化観光課（安土町文芸の郷振興
事業団）

市民文化
都市文化

②豊かな自然環境の活用 16 西の湖ヨシ灯り展の開催支援 環境課 都市文化

③人的資源の発掘と連携 再 人生伝承塾（１1の再掲） 生涯学習課 都市文化 （●）

①伝統的建造物群保存地区の保
存・活用

再
伝統的建造物群保存地区保存事業（２の
再掲）

文化観光課（文化財保護G）
都市文化
（景観）

17 ライティングプロジェクト事業 文化観光課（観光振興G）
都市文化
（景観）

18 指定文化財保存事業 文化観光課（文化財保護G）
都市文化
（景観）

19 埋蔵文化財発掘調査事業 文化観光課（文化財保護G） 都市文化

20 市史編纂事業 文化観光課（文化財保護G） 都市文化

④市民と行政相互の協働による文
化財の保存活用の推進

21 旧伊庭家住宅施設維持管理事業 文化観光課（文化財保護G） 都市文化

⑤体験学習等の文化財を学び親し
む機会の充実

22 歴史文化資産普及啓発事業 文化観光課（文化財保護G） 都市文化 ●

23 国際交流事業 まちづくり協働課 都市文化

24 朝鮮通信使関連推進事業 文化観光課（文化財保護G） 都市文化

25
広域観光および友好都市交流事業（富士
宮市親善訪問）

文化観光課（観光振興G） 都市文化

26 夫婦都市児童相互交流事業 学校教育課 都市文化 ●

①近江八幡版ＤＭＯの推進 27 観光ブランディング事業 文化観光課（観光振興G） 都市文化

②西の湖の環境を活かした自然循
環モデルの推進

③沖島と湖魚文化（料理）を活用
した取り組み

28 沖島離島振興事業 企画課
市民文化
都市文化

④市の歴史文化を活かしたロケ
ツーリズムの推進

29 VR安土城事業 文化観光課（文化財保護G） 都市文化

　市民文化 …

　都市文化 …

Ⅲ　文化交流
と地域産業の
振興

１．文化交流
の促進

①海外の友好都市との文化交流の
促進

②夫婦都市である富士宮市等との
文化交流の促進

２．地域資源
を活かした産
業や観光の振
興

市民が創出する文化。年齢、性別、国籍や体力・障がいの有無にかかわらず、すべての人にアートに触れる権利があり、その権利を
保障していこうとするもの。公平・平等・緻密がコンセプト。大きく分けて茶道、華道その他生活に係る生活文化と、音楽や美術等
の芸術文化がある。

単なるハードとしての空間設備や環境整備だけでなく、総体として（八幡堀、安土城跡等の）観光資源なども含む。人間同士のつな
がりを重視し選択的・集中的戦略的に行うべき政策。環境形成に関するもの、景観形成に関するものなどがある。

Ⅱ　歴史的文
化遺産の保存
と継承

1．伝統文化
の保存と継承

①歴史的遺産、伝統文化の継承と
発展

2．文化財の
保存と活用

②無形文化財の保存

③埋蔵文化財の保護・保存と活用

Ⅰ　文化的都
市景観の形成

１．文化的な
環境・景観の
保全と継承

①環境保全対策

２．歴史、文
化と調和のと
れたまちづく
り

①歴史・文化環境の保存・整備

３．地域文化
の継承と発展

①地域に根ざした文化活動の継承
と活用

５．事業一覧 （令和２年度実施事業）
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基本目標 基本施策 具体的取組 № 事業名 担当課
文化の

区分（※）
重点
事業

①市民主導の文化芸術活動の育成 再 文化団体活動支援事業（１0の再掲） 文化観光課（文化振興G） 市民文化

②地域間交流・世代間交流等によ
る新たな文化の創造

30 多文化共生推進事業 まちづくり協働課
都市文化
市民文化

再 茶道体験（１３の再掲） 幼児課
市民文化
（生活）

（●）

31 市民文化祭共催事業 文化会館 市民文化

32 各学区文化祭
各学区まちづくり協議会（まちづ
くり協働課）

市民文化

33 音楽振興事業 文化観光課（文化振興G） 市民文化 ●

34 ブックスタート事業 図書館 市民文化 ●

35 図書館運営事業（おはなし会） 図書館 市民文化 ●

36 図書館運営事業（ブックトーク） 図書館 市民文化

37 図書館運営事業（図書館見学） 図書館 市民文化

38 図書館運営事業（職場体験等） 図書館 市民文化 ●

再 茶道体験（１３の再掲） 幼児課
市民文化
（生活）

（●）

39 文化会館自主文化事業 文化会館 市民文化 ●

40 中央公民館講座 生涯学習課 市民文化

41 市民大学講座 生涯学習課 市民文化

42 やよいコンサート
総合医療センター
総務課

市民文化
（音楽）

43 絵画展示
総合医療センター
総務課

市民文化
（美術）

44 左義長まつり写真コンクール 文化観光課（観光振興G）
市民文化
都市文化

45
図書館運営事業（歴史講座、コンサート
の開催）

図書館 市民文化 ●

再 安土文芸の郷指定管理事業（8の再掲）
文化観光課（安土町文芸の郷振興
事業団）

市民文化 （●）

46
関連施設における自主事業（資料館、旧
西川家住宅、かわらﾐｭｰｼﾞｱﾑ、特別史跡
安土城跡ガイダンス施設）

文化観光課（指定管理）
都市文化
市民文化

47
関連施設における自主事業（安土城郭資
料館、白雲館）

文化観光課（指定管理）
都市文化
市民文化

48 市美術展覧会 文化観光課（文化振興G）
市民文化
（美術）

49 人権フェスティバル 人権・市民生活課 市民文化

50 人権尊重のまちづくり市民講座 人権・市民生活課 市民文化

51 人権尊重のまちづくり推進員事業 人権・市民生活課 市民文化

再 市民文化祭共催事業（３1の再掲） 文化会館 市民文化

52 図書館運営事業（貸館） 図書館 市民文化

53 文化会館管理事業（貸館） 文化会館 市民文化

54 障害者福祉事務事業 障がい福祉課 市民文化

55
市民共生センター運営事業（地域共生型
サークルづくり）

障がい福祉課（市民共生セン
ター）

市民文化

56
市民共生センター運営事業（ふくふく
フェスタ）

障がい福祉課（市民共生セン
ター）

市民文化

⑥顕彰の実施 57 子ども文化芸術賞 文化観光課（文化振興G） 都市文化 ●

⑦文化会館の積極的な利用 再 文化会館自主文化事業（39の再掲） 文化会館 市民文化 （●）

58 広報事業 秘書広報課 市民文化

59
読書活動推進事業（館報、ホームペー
ジ）

図書館 市民文化

60 ヴォーリズ建築文化ネットワーク 文化観光課（文化財保護G） 都市文化

61 マナビィ通信 生涯学習課 市民文化

62 広報活動
各学区まちづくり協議会（まちづ
くり協働課）

市民文化

63
文化団体機関紙発行（文化団体活動支援
事業）

文化観光課（文化振興G） 市民文化

③文化団体の交流の場の確保 再 市民文化祭共催事業（３1の再掲） 文化会館 市民文化

Ⅳ　文化芸術
創造都市の創
造

1．多様な文
化活動の推進

③体験や参加、参画機会の充実

④文化芸術に接する機会の拡充

⑤誰もが文化活動に参加できる環
境づくり

2．文化の情
報の収集と発
信

①文化情報の収集・発信

②文化団体に関する情報の発信
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基本目標 基本施策 具体的取組 № 事業名 担当課
文化の

区分（※）
重点
事業

再 各学区文化祭（３2の再掲）
各学区まちづくり協議会（まちづ
くり協働課）

市民文化

再 観光ブランディング事業（２7の再掲） 文化観光課（観光振興G） 都市文化

⑤近江八幡市出身文化人・芸術家
の把握と連携

再 人生伝承塾（１1の再掲） 生涯学習課 都市文化 （●）

64 読書活動推進事業（資料収集） 図書館 市民文化

65 読書活動推進事業（雑誌スポンサー） 図書館 都市文化

66 いきいき職員育成事業 総務課 都市文化

67 パイプオルガン奏者育成事業
文化観光課（安土町文芸の郷振興
事業団）

都市文化
市民文化
（音楽）

68 青少年美術展覧会 学校教育課
市民文化
（美術）

●

再 音楽振興事業（３3の再掲） 文化観光課（文化振興G） 市民文化 （●）

③地域文化振興の担い手の育成

再 図書館運営事業（貸館）（５2の再掲） 図書館 市民文化

再 文化会館管理事業（貸館）（53の再掲） 文化会館 市民文化

再 文化団体活動支援事業（１0の再掲） 文化観光課（文化振興G） 市民文化

再 文化団体活動支援事業（１0の再掲） 文化観光課（文化振興G） 市民文化

再 各学区文化祭（３2の再掲）
各学区まちづくり協議会（まちづ
くり協働課）

市民文化

再 人生伝承塾（１1の再掲） 生涯学習課 市民文化 （●）

再
図書館運営事業（ブックトーク）（３6
の再掲）

図書館 市民文化

69
図書館運営事業（学校図書館活用支援事
業）

図書館 市民文化 ●

再 音楽振興事業（３3の再掲） 文化観光課（文化振興G）
市民文化
（音楽）

（●）

再 やよいコンサート（４2の再掲）
総合医療センター
総務課

市民文化
（音楽）

再 絵画展示（４3の再掲）
総合医療センター
総務課

市民文化
（美術）

70 市民共生センター運営事業
障がい福祉課（市民共生セン
ター）

市民文化

⑤東京オリンピック・パラリンピック
開催に向けた取り組み

①文化会館の利用促進 再 市民文化祭共催事業（３1の再掲） 文化会館 都市文化

71 近江八幡市文化振興審議会 文化観光課（文化振興G） 都市文化

72 文化振興基本計画進捗管理 文化観光課（文化振興G） 都市文化

73 図書館施設維持管理事業 図書館 都市文化

74 市民共生センター維持管理事業
障がい福祉課（市民共生セン
ター）

都市文化

75 文化関連施設維持管理（指定管理施設） 文化観光課（指定管理） 都市文化

76 文化関連施設修繕（文化会館） 文化会館 都市文化

77 信長サミット 文化観光課（観光振興G） 都市文化

78 広域観光および友好都市交流事業 文化観光課（観光振興G） 都市文化

再
ヴォーリズ建築文化ネットワーク（60の
再掲）

文化観光課（文化財保護G） 都市文化

再 図書館運営事業（貸館）（５2の再掲） 図書館 市民文化

再 文化団体活動支援事業（１0の再掲） 文化観光課（文化振興G） 市民文化

79 文化関連事業に対する後援 文化観光課（文化振興G） 市民文化

再 図書館運営事業（貸館）（５2の再掲） 図書館 市民文化

再 文化団体活動支援事業（１0の再掲） 文化観光課（文化振興G） 市民文化

③市民参画・協働型事業の充実 80 広聴事業　未来を築く提言 秘書広報課 市民文化

　　８0事業＋再掲３０事業＝１１0事業

②市民が主役の文化振興の仕組み
づくり

②地域の文化団体による文化活動
の推進

③学校教育における文化活動の充
実

④医療機関、福祉施設等との連携

Ⅵ　協働の仕
組みづくり

1．文化施設
の有効活用

②行政の文化振興体制の明確化と
連携体制の整備

③施設・設備の充実等

④県・近隣市町との交流・連携

2．市民との
協働

①市民文化活動への支援の拡充

④文化情報のネットワークづくり

⑥図書館資料と専門職員の充実

V　文化活動
の担い手の育
成

１．文化を創
造する人材の
育成

①後継者育成の仕組づくりと指導
者の育成

②子どもたちの文化創造体験の拡
充

2．文化によ
るまちづくり

①市民の企画・立案・運営による
文化芸術の振興
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第２章 事業評価報告 

１．事業評価結果 
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基本目標Ⅰ 文化的都市景観の形成 

市は、文化及び自然に配慮し、周囲の自然環境及び地域の歴史的景観と調和のとれた都市景観の形成に努

めるものとします。 

 

基本施策１．文化的な環境・景観の保全と継承（都市文化政策）４事業 

 近江八幡市の魅力ある風景を守り、次世代に引き継ぐことにより、文化的な環境・景観づくりに努めます。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①環境保全対策 

 1 びわ湖をきれいにする運動 
近江八幡市水産協議会 

（農業振興課） 
都 

 

 
2 

伝統的建造物群保存地区保存事業 

重要文化的景観保存活用事業 
文化観光課 都 

 3 環境保全対策事業 環境課 都 

②風景計画  4 風景計画区域内における行為の制限 都市計画課 都 

 

基本施策２．歴史、文化と調和のとれたまちづくり（都市文化政策・市民文化政策）４事業 

   創造性豊かな地域の特色ある資源の活用は、地域の魅力的なまちづくりにつながります。このため、地域固有

の文化資源を掘り起こすとともに、伝統に基づく食文化やものづくり技術などを活用することなどにより、歴史・

文化環境と調和のとれたまちづくりにつなげていきます。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①歴史・文化環境の保

存・整備 

 5 河川管理事業 管理調整課 都 

 6 選択無形文化財保存事業 文化観光課 都 

②食文化の継承と振興  7 水郷ブランド農産物認証制度 農業振興課 都 

③地域の文化資源を活用

した文化芸術活動の推進 
● 8 安土文芸の郷指定管理事業 

文化観光課（安土町文芸

の郷振興事業団） 

都 

市 

 

プロジェクト委員（●）・文化振興審議会委員（◎）の意見 

＜№８ 安土文芸の郷指定管理事業（ワンコインコンサート）＞ 

 就学前の子どもが入場可能なコンサートでは、「静かに鑑賞したい聴衆層と、子どもに良い音楽を聴かせた

い聴衆層の、どちらの満足度も１００％にはできない」という課題がある。子どもの泣き声に対する苦情

が出ることもあるが、奏者自身が子育て世代であり、父母の目線でコメントする等、会場全体で子育てを

している雰囲気ができつつある。 

 聴衆の鑑賞能力育成には積み重ねが重要で、発育度合いを加味したカリキュラムを組み立てることが必要

だが、老若男女が楽しめる「クラシック入門編」「楽器図鑑」として、乳幼児も入れるクラシックコンサー

トとして位置付けられている。 

 リピーターが多い事業だが、今年度は民間も含め幼稚園・保育所にもチラシを配布した効果か、コロナ禍

でも新規の客層が増えたとのこと。近隣地域にあり、子連れで出かけることが難しい、ゆっくりしたいと

いう保護者にとって、出向きやすい場ではないかと思う。 

 土曜の午前は、小・中学生は地域活動や部活動があるため、開催日時を土曜の午後か日曜にすれば、スポ

ーツ少年団や部活動を行っている小・中学生も参加しやすいのではないか。 
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 集客方法として、元々音楽に興味がある中高生の吹奏楽部等に対し、コンサートの宣伝・告知をすること

も有効ではないか。 

 500 円と安価で、乳幼児も入れるコンサートは他では実施例が少ないため、広く市民に活用してもらいた

い。若い世代へのアプローチ方法として SNSを活用する等、広報・周知方法の検討がさらに必要かと思う。 

 

基本施策３．地域文化の継承と発展（市民文化政策・都市文化政策）５事業（内再掲 1事業） 

 私たちは地域の独自のすばらしい文化の中で暮らしています。世代を越えて受け継がれてきた地域文化を絶や

すことなく後世へ伝え広げるとともに、新たな文化の創造へつなげていくことが重要です。このため、郷土の偉

人を顕彰するとともに、地域に根ざした文化活動を支援し、地域性豊かな市民文化の振興に努めます。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①地域に根ざした文化

活動の継承と活用 

 9 
ふるさと文化育成事業（地域まちづく

り支援交付金事業） 

各学区まちづくり協議会

（まちづくり協働課） 
市 

 10 文化団体活動支援事業 文化観光課 市 

②歴史や生活文化の理解

のための地域人材の活用 

● 

◎ 
11 人生伝承塾 生涯学習課 

市 

都 

③伝統文化の担い手の

育成 
 再 選択無形文化財保存事業（6 の再掲） 文化観光課 

都 

市 

④ふるさとに愛着心を

持てる仕組みづくり 
● 12 やまのこ・たんぼのこ体験学習 学校教育課 市 

 

プロジェクト委員（●）・文化振興審議会委員（◎）の意見 

＜№１１ 人生伝承塾＞ 

 講師紹介の冊子（以下冊子）を各校・園、コミュニティセンターに配付し利用してもらっている。以前は

毎年「実践事例集」を作成・配付していたが、最近は作成していないため動向がつかめていない。 

 学校には、キャリア教育、人権、昔遊び、野菜作り、地域について、地域の祭り、消防団、国際理解、料

理、和菓子、書道、信楽焼、水茎焼、楽器演奏等、各教科や総合学習の時間に、様々な分野の外部講師を

数多く地域から招聘している。外部講師は、各校にこれまで蓄積したデータがあり、その中には人生伝承

塾講師に登録されている方も含まれる。冊子は新たに講師を探す時に役立っている。 

 事業開始当初と比べ冊子の存在自体を知らない教員も増えている。また、学年ごとに毎年同じ内容の授業

を行うことがよくあり、幅が広がりにくい面もあるため、当冊子の有効活用方法について検討が必要と感

じる。 

 人生伝承塾の新規講師の登録方法は、担当から知人への依頼のため、それのみでよいのか、との思いはあ

る。一方で、子どもたちへの影響の大きさを考えると、信頼のおける、実績のある方を安心して外部講師

に呼べる利点もある。 

 講師人材の学校間での情報共有はあまりないが、教員の人事異動や、人権学習の報告書等の個別の事例集

が他地域の人材を知る機会となっている。人生伝承塾に未登録で、学校独自で把握している講師について、

学校から生涯学習課への情報提供で冊子に反映させると良いのではないか。 

 校外学習は、子どもたちにとって楽しく、学びが深まるので良い事づくめであるが、授業数の削減や新た

な学習内容の増加等、時間の確保が難しくなっている。また、近年は移動の困難さ（借用バス料金の値上

げ、自転車保険への加入必須等）もあり、学校から出るハードルはさらに上がっているため、学校まで来

ていただける事業はありがたい。 
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 学校支援メニューフェアは、昨年と今年はコロナ禍で中止であったが、実際の講義内容を教員たちに知っ

てもらえる良い機会となっている。 

 予算確保に工面しており、講師への謝礼は様々なところから集めている。 

◎  53 名の講師から選ぶとなると、幅が広すぎて選ぶ学校側も難しいのではないか。市は、「今はこうした内

容で講師をしてほしい」といった主導はしないのか。 

◎ とても良い事業。子どもがプロと出会える機会でありがたい。ただ、子どもに何か伝えたい思いを持って

いる保護者が、その機会を求めて学校に相談しても、断られることがほとんどである。 

◎ 講師レベルに差があり、内容も様々。何をどう子どもに伝えるか、授業として組み立てるのは素人では難

しい。学校との連携が不可欠であり、「やりたい」という人に簡単に頼むことは難しいのではないか。 

◎ 講師として市民に手を挙げてもらう場合、講師にふさわしくない人が教壇に立ってしまうことのないよう、

フィルタリングし、話し方の練習や講義術、人権学習、児童心理学などの研修トレーニングも行う等、セ

ーフティネットやリスクマネジメントのシステムをきちんと作っておく必要がある。善意の人であっても、

安易に「あの人は大丈夫」と採用するのは危険で、特に伝統文化を扱う場合は注意が必要である。 

◎ 神戸市では、話すための研修や、コミュニケーションの研修を受けないと、生涯学習の講師として現場に

出られない。学んだ人が教える人になり、教える人もいつか学ぶ人になる、という循環関係を作ることが

生涯学習では重要。人生伝承塾の講師は元々先生になる予定はなく、緊急で来て欲しいと頼まれた人たち

であるが、リスクマネジメントとしての人権研修や講義術等は勉強してもらう必要がある。そのための経

費を持たず、リスクマネジメントも講師個人にさせるのはおかしい。安定的に事業の持続可能性を担保す

るためにも、講師謝金や事業に必要な経費の予算化は必要である。 

◎ 講師はお金のためでなく、伝えたいという思いで協力するのだろうが、予算化することでより持続的に進

められると思う。ある程度コストがかかる前提で、文化振興を回していくという考え方をした方がよい。 

◎ 各学校でどこまでの範疇を扱うのか考察すると、たとえば伝統文化では、沖縄の「エイサー（踊り）」は現

在何種類にも区分でき、中には観光資源になっているものもある。コミュニティの伝統文化としてのエイ

サーもあれば、歴史学者も一緒に古式ゆかしき様式を守る文化財保護的なエイサーもあり、さらには踊り

や太鼓・鐘が中心の NPO 等も存在する。近江八幡でも、地域の祭りもあれば、左義長や八幡祭りなど外か

ら人を呼び込める祭りもあるが、学校単位で行う場合は、地域の伝統的な祭りを教えると良いだろう。た

だしそこにお祓いや祝詞などの神事は、宗教行事なので入れてはいけない。 

 

＜№１２ やまのこ・たんぼのこ体験学習＞ 

 この事業は、県が実施する 4 事業「うみのこ」「やまのこ」「たんぼのこ」「ホールのこ」のうちの２つ。「や

まのこ」は、本市は特別に沖島で実施していたが、台風による落石の影響で、昨年度から他市町と同様に

高取山（多賀町）で行っている。沖島の整備がほぼ完成したため、来年度からは沖島での実施に戻る予定

である。事前学習や事後学習（新聞作成等）を行い、単発で終わらせないよう配慮している。 

 「たんぼのこ」は５年生で実施し、田植えから収穫、調理して食べる体験をする。稲でなく野菜で行う学

校もある。コロナ禍では「調理して食べる」ことが難しく、収穫物を家に持ち帰り食べてもらうとしてい

る学校もある。どちらも、自然や、地域のいろいろな方、専門家と触れ合う機会となり学びは大きい。 

 「たんぼのこ」で、コロナ禍で学校での調理実習が困難なら、各家庭で持ち帰った作物を調理し、写真に

撮る、絵に描く等、調理体験や食事内容・感想を報告してもらうことで、学校での調理実習と同様の効果

が得られるのではないか。また、調理は、食育や男女共同参画の学びにもなり、将来につながり良いと思

うので、できる範囲で実施してほしい。 

 昔は田んぼや畑が近くにあり、外で遊ぶ経験も多かったので、自然に触れる機会は多々あったが、今では

そうした機会が減っている。これらの事業は子どもたちが身近に自然を感じることができ、良い体験にな
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っていると思う。 

 自分が小学 4 年生の時の荒神山の校外学習を思い出した。フィールドワークは良い思い出として今も残っ

ており、それは人生の中でも良い経験をした、ということだと思う。 

 

 

基本目標Ⅱ 歴史的文化遺産の保存と継承 

市は、地域の文化財、伝統的な行事等の歴史的文化遺産の保存及び活用並びに、伝統的な芸能の継承及び

発展を図るため、歴史的文化遺産の調査、維持管理、修復、整備及び公開に努めるとともに、伝統的な芸能

の活動の場及び鑑賞の機会の提供その他必要な措置を講ずるものとします。 

  

基本施策１．伝統文化の保存と継承（都市文化政策・市民文化政策）５事業（内再掲１事業） 

 本市には、様々な歴史的資産、伝統文化があります。また、近江八幡のアイデンティティでもある湖や緑豊か

な自然環境もあります。さらに、古くからゆかりの文化人が暮らし、現在も各分野の専門性や学識経験を持った

市民が居住されています。そしてなによりも本市を愛するすべての市民が近江八幡の文化資源といえます。これ

ら本市の持つ文化の力を発揮して、個性と活力ある地域づくりを進めていきます。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①歴史的遺産、伝統文

化の継承と発展 

● 

◎ 
13 茶道体験 幼児課 市 

 14 
図書館運営事業（地域資料のデジタル

化） 
図書館 都 

 15 
安土城天主信長の館 自主文化事業

（安土文芸の郷指定管理事業） 

文化観光課（安土町文芸

の郷振興事業団） 

都 

市 

②豊かな自然環境の

活用 

 

 
16 西の湖ヨシ灯り展の開催支援 環境課 都 

③人的資源の発掘と

連携 
（●） 再 人生伝承塾（11 の再掲） 生涯学習課 

都 

市 

 

プロジェクト委員（●）・文化振興審議会委員（◎）の意見 

＜№１３ 茶道体験＞ 

 北里幼稚園と安土幼稚園で実施している。各園所では、茶道以外にも様々な伝統文化に関する取組を行っ

ており、地域性が見られる。 

 北里幼稚園では、毎年地域の方が講師で来園する。お茶のたて方や飲み方に加え、歩き方、器の置き方等、

相手が喜ぶ振る舞い、相手を思いやる姿勢を学んでいる。 

 安土幼稚園では、お茶と一緒に出されたお菓子を「信長も食べていたお菓子」でふるまう等、地域の歴史

にも絡めた内容となっている。また安土は、幼稚園、小学校、中学校と、継続して茶道を取り入れている。 

 伝統文化は一家庭ではなかなか取り組みにくい部分があり、このように子どもたちが集まる場所で実施さ

れることは良い。 

 本市小学校でも以前行われていた時期もあるようだが、指導者の有無や金銭的負担から、現在行っている

小学校はおそらくない。高学年の歴史の授業で取り入れている学校はあるようだ。 

 茶道や華道はどうしても材料費がかかる。お菓子を食べることも含めて茶の文化なので、市内のお菓子製
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造業者から提供してもらう等、協力してもらえるとよい。 

◎ ワークショップでは、菓子職人にお菓子を作りに来てもらうことや、さらには器づくりを体験してみる等、

連携を意識するともっと立体的に楽しめるのではないか。 

◎ 茶道を通じた関連部局がもっと連携を深めると良いのではないか。 

 

基本施策２．文化財の保存と活用（都市文化政策・市民文化政策）７事業（内再掲１事業） 

 先人が情熱を注ぎ築き上げ受け継いできた数々の文化財は、私たちの心のよりどころであり大切な財産です。

そして、文化財を守りながら、さらに新たな文化の創造につなげていくことが重要です。このため、文化財保護

思想の普及と啓発を図り、数ある有形・無形の文化財を後世に引き継ぎます。また、埋蔵文化財の調査や研究に

努めます。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①伝統的建造物群保存

地区の保存・活用 
 再 

伝統的建造物群保存地区保存事業（2

の再掲） 
文化観光課 都 

②無形文化財の保存 
 17 ライティングプロジェクト事業 文化観光課 都 

 18 指定文化財保存事業 文化観光課 都 

③埋蔵文化財の保護・

保存と活用 

 19 埋蔵文化財発掘調査事業 文化観光課 都 

 
20 市史編纂事業 文化観光課 

都 

市 

④市民と行政相互の協

働による文化財の保存

活用の推進 

 21 旧伊庭家住宅施設維持管理事業 文化観光課 都 

⑤体験学習等の文化財

を学び親しむ機会の充

実 

● 22 歴史文化資産普及啓発事業 文化観光課 
都 

市 

 

プロジェクト委員（●）・文化振興審議会委員（◎）の意見 

＜№２２ 歴史文化資産普及啓発事業＞ 

 今年７月に近江八幡市文化財保存活用地域計画（以下、地域計画）が国に認定された。この地域計画は市

内の文化財を整理しまとめたもので、今後それらをどう活用するかの基本になっている。本地域計画にあ

る文化財をまちづくりに活かし、地域社会総がかりでの保存・継承を目指しており、今後さらに啓発事業

が重要となっている。 

 講座や教室での普及啓発は、昨年度はコロナ禍で実施できず。一昨年度は、「豊臣秀次について学ぶ（全３

回 参加者 100 名）」、馬淵小学校 6 年生への地域学習「千僧供古墳群や千僧供資料館の見学と土器の接合

体験」、夏休みに小学生対象で「縄文土器を作ってみよう」の体験教室を実施した。夏休みの体験教室は、

募集を市のホームページや広報、チラシ等で行ったが、人が集まらず案内方法に課題が残った。今後も子

ども対象企画として、土器復元や火おこし体験等、歴史や文化財に対する興味関心を喚起したい。 

 馬淵小学校では、今年度も千僧供古墳の見学や埴輪の復元体験、クイズでの学習等を実施し好評を得た。

馬淵学区には「クロスケ山」という、子どもたちが遊び場にしている古墳があることや、地域の資料館に

熱心な館長がいることで、郷土の歴史文化を伝える取組が継続して行われている。 

 馬淵小学校以外の学校でも、地域の文化財を用いた学びができると良い。地域計画で集まった地域の宝を

リスト化した一覧がホームページに掲載してあり、また、今年 3 月に発刊された市史第 9 巻には、各地域
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の文化財に関する記述があるためそれらを活用してほしい。子どもたちの目線で、一番身近な地域に「こ

んな文化財がある」という発見につながることから、データーベースを活用すれば良い地域学習ができる

と思う。より詳しい内容については、文化観光課職員が出向き説明することも可能である。その他、夏休

みの自由研究への支援等も検討している。 

 

 

基本目標Ⅲ 文化交流と地域産業の振興 

市は、文化の向上を図るため、国内及び海外との文化の交流の促進に必要な施策を講じるとともに、市民

の文化活動の促進に資する地域産業の振興を図るものとします。 

  

基本施策１．文化交流の促進（都市文化政策・市民文化政策）４事業 

 様々な文化が交流し合うことは、異なる文化と接することで自らの文化を再認識することとなり、新たな文化

の創造へと発展していく契機となります。そのため、海外の友好都市や国内の夫婦都市との文化交流の促進を活

性化していきます。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①海外の友好都市との

文化交流の促進 
 

23 国際交流事業 まちづくり協働課 
市 

都 

 24 朝鮮通信使関連推進事業 文化観光課 都 

②夫婦都市である富士

宮市等との文化交流の

促進 

 
25 

広域観光および友好都市交流事業（富

士宮市親善訪問） 
文化観光課 

市 

都 

● 26 夫婦都市児童相互交流事業 学校教育課 
市 

都 

 

プロジェクト委員（●）・文化振興審議会委員（◎）の意見 

＜№２６ 夫婦都市児童相互交流事業＞ 

 富士宮市では児童会代表が、本市では各学校から希望する６年生児童２～３人が参加する。平成３０年度

に５０周年を本市で迎えた。昨年度は本市での開催予定であったが、コロナ禍で中止となり、今年も 7 月

に開催予定だったが中止となった。 

 本市では休暇村近江八幡や沖島を会場に、数珠クラフトや西の湖クルーズ、キャンプファイヤー、江州音

頭等を行う。富士宮市では富士登山や、富士宮音頭を行う。子どもたちはそれまで接点のなかった夫婦都

市の人々や他校の子どもたち、地域の大人たちと交流することで成長できる。 

 本市での開催時に踊る江州音頭は、本市の子どもたちも踊り方を知らないため、事前に地域の方に習って

いる。江州音頭は、日本各地でそれぞれ異なる「盆踊り」文化のひとつであり、もっと市内の子どもたち

に知って、覚えてもらえる機会があると良い。オリンピックの閉会式においても全世界に向け紹介された

日本文化の一つであるにも関わらず、地域の夏祭りで大人が数人しか踊りに参加していない現状は寂しく

感じる。 

 沖縄では「エイサー」を小学校の運動会で踊った。滋賀県内の他市では、江州音頭をポップにしてダンス

の授業に取り入れている学校もある。よさこい祭りのように、若者が参加できるイベントにしているとこ

ろもある。既存のやり方だけでなく、新たな方法を検討しないと継承は難しいのかもしれない。 

◎ 江州音頭を知らない子どもが多い。ダンス風にする等、学校等で考えてもらい、会を作るなどしてもらっ
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てはどうか。大人も踊れない人がいるなかで、みんなが意識して、後世に残すことができるように考えて

もらえるとよい。 

 

基本施策２．地域資源を活かした産業や観光の振興（都市文化政策・市民文化政策）３事業 

 本市の魅力ある伝統文化を継承しつつ、地域資源を活かした産業や観光の振興など、様々な分野で戦略的な施

策を推進していきます。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①近江八幡版ＤＭＯの

推進  
27 観光ブランディング事業 文化観光課 都 

②西の湖の環境を活かし

た自然循環モデルの推進 
   

③沖島と湖魚文化（料理）

を活用した取り組み 
 28 沖島離島振興事業 企画課 

市 

都 

④市の歴史文化を活かし

たロケツーリズムの推進 
 29 VR 安土城事業 文化観光課 都 

 

 

基本目標Ⅳ 文化芸術創造都市の創造 

市は、文化芸術の持つ創造性を地域振興、観光・産業振興、福祉、教育等に領域横断的に活用し、市民団

体や地域の民間企業等が協働して、地域課題の解決に取り組む先駆的かつ多様な取り組みを支援するものと

します。 

  

基本施策１．多様な文化活動の推進（市民文化政策・都市文化政策）３４事業（内再掲６事業） 

  市民の文化活動は、心の豊かさや充足感を得るだけでなく、活力に満ちた社会や個性豊かな地域の形成など、

様々な形で地域などにも還元されます。そのためには、地域間や世代間の文化交流を積極的に進めるとともに、

市民誰もが多様な文化活動に参加したり、文化芸術に触れる機会を拡充する必要があります。それぞれの活動を

高め、拡げるとともに、このような文化を通じた公益的な市民活動を支援していきます。 

   また、市民が文化芸術に身近に触れる機会を充実するとともに、乳幼児・妊産婦、高齢者、障がい（児）者、

外国籍市民、また一人暮らしや引きこもりになりやすい人など、市民誰もが多種多様な文化芸術を鑑賞・創造し

たり、多彩な文化活動に身近に参加できる環境づくりを進めていきます。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①市民主導の文化芸

術活動の育成 
 再 文化団体活動支援事業（10の再掲） 文化観光課 市 

②地域間交流・世代間

交流等による新たな

文化の創造 

 30 多文化共生推進事業 まちづくり協働課 
都 

市 

③体験や参加、参画機

会の充実 

（●） 再 茶道体験（13の再掲） 幼児課 市 

 31 市民文化祭共催事業 文化会館 市 
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③体験や参加、参画機

会の充実 

 32 各学区文化祭 
各学区まちづくり協議

会（まちづくり協働課） 
市 

● 

◎ 
33 音楽振興事業 文化観光課 

市 

都 

● 34 ブックスタート事業 図書館 市 

● 

◎ 
35 図書館運営事業（おはなし会） 図書館 市 

 36 図書館運営事業（ブックトーク） 図書館 市 

 37 図書館運営事業（図書館見学） 図書館 市 

● 38 図書館運営事業（職場体験等） 図書館 市 

④文化芸術に接する

機会の拡充 

（●） 再 茶道体験（13の再掲） 幼児課 市 

● 39 文化会館自主文化事業 文化会館 市 

 40 中央公民館講座 生涯学習課 市 

 41 市民大学講座 生涯学習課 市 

 42 やよいコンサート 
総合医療センター 

総務課 
市 

 43 絵画展示 
総合医療センター 

総務課 
市 

 44 左義長まつり写真コンクール 文化観光課 
市 

都 

● 45 
図書館運営事業（歴史講座、コンサー

トの開催） 
図書館 

市 

都 

（●） 再 
関連施設における自主事業（安土文芸

の郷指定管理事業）（8 の再掲） 

文化観光課（安土町文

芸の郷振興事業団） 

市 

都 

 46 

関連施設における自主事業（資料館、

旧西川家住宅、かわらﾐｭｰｼﾞｱﾑ、特別史

跡安土城跡ガイダンス施設） 

文化観光課（指定管理） 
都 

市 

 47 
関連施設における自主事業（安土城郭

資料館、白雲館） 
文化観光課（指定管理） 

都 

市 

 48 市美術展覧会 文化観光課 市 

⑤誰もが文化活動に

参 

加できる環境づくり 

 
49 人権フェスティバル 人権・市民生活課 市 

 50 人権尊重のまちづくり市民講座 人権・市民生活課 市 

 51 人権尊重のまちづくり推進員事業 人権・市民生活課 市 

 再 市民文化祭共催事業（31の再掲） 文化会館 市 

 52 図書館運営事業（貸館） 図書館 市 

 53 文化会館管理事業（貸館） 文化会館 市 

 54 障害者福祉事務事業 障がい福祉課 都 

 
55 

市民共生センター運営事業（地域共生

型サークルづくり） 

障がい福祉課（市民共

生センター） 
市 

 56 
市民共生センター運営事業（ふくふく

フェスタ） 

障がい福祉課（市民共

生センター） 
市 
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⑥顕彰の実施 
● 

◎ 
57 子ども文化芸術賞 文化観光課 都 

⑦文化会館の積極的

な利用 
（●） 再 文化会館自主文化事業（39の再掲） 文化会館 市 

 

プロジェクト委員（●）・文化振興審議会委員（◎）意見 

＜№３３ 音楽振興事業（お出かけ演奏会）＞ 

 信長時代に日本に初めて渡来したと言われている西洋楽器のひとつの小型オルガンに、声楽と笛を加えた

３名の音楽家が学校へ出向き、音楽と地域の歴史の学習を提供している。信長時代の歴史を学ぶ 6 年生が

主な対象。昨年度はコロナ禍で楽器体験ができないため、文化財グループ職員を講師に加え、子どもたち

が身近に感じられる地元の歴史の話を行った。また、昨年度からは小学校だけでなく、幼稚園や保育所・

こども園にも出向き、生演奏による音楽の楽しさを提供する時間を作っている。 

 プロのアーティストによる演奏を体験することで、子どもの想像力や感性を刺激し、クリエイティブな人

材育成に寄与している。 

 小学校での曲目は、信長時代の音楽を選出しているが、子どもが主役なため歴史や文化にこだわらなくて

も良いのではないか。クラシックだけでなく、子どもが興味を感じる曲や、音楽授業の課題曲等をプロの

演奏で聴くことで、よりプロのアーティストの凄さを感じることができ、刺激になるのではないか。素人

目線の子どもたちが興味をそそられる音楽、授業に役立つ音楽を提供することも考えてみてはどうか。 

 文芸セミナリヨにある大きなパイプオルガンも、実際に見て聴いてもらいたい。しかし、郊外学習には費

用面や安全面で課題がある。小規模校は機動力があるが、大規模校はそうでない。島小学校ではセミナリ

ヨの隣にある安土考古博物館へ通学バスで行く郊外学習も実施しているので、動ける学校からはじめても

良いかもしれない。 

 プロのアーティスト（音楽・演劇等）の学校への派遣は、文化庁プログラムの利用も検討したが、日程が

合わず実現できなかった（全国的な取り組みで競争率が高い、開催希望時期と巡回公演の日程が合わない

等）。昔はミュージカルやオーケストラが学校へ派遣される事業が頻繁にあった。県の芸術家派遣事業を学

年単位で利用されている学校もあるが、最近は本市学校からの申請は減っている。 

◎ 県の芸術家派遣事業とも連携し、県と市とで連続性を持たせてはどうか。演目はクラシックだけでなく、

オリンピックでゲーム音楽やアニメ音楽が演奏されたように、もっと柔軟なものでもよい。 

 

 ＜№３４ ブックスタート事業＞ 

 司書がボランティアと共に乳児の健診会場へ出向き実施。３冊の絵本のなかから１冊をプレゼントし、親

子に実際に絵本の読み聞かせを行い、家庭でも同様に読み聞かせで親子が触れ合う時間を持ってもらうよ

う働きかけている。昨年度はコロナ禍の影響で読み聞かせはできず、絵本を渡し短いメッセージを伝える

にとどまった。 

 費用の問題があるかもしれないが、ファーストブックに日本語の絵本だけでなく外国の絵本を追加できる

と、日本と違う国際文化が学べて面白いのではないか。 

 外国籍市民も増えており、なるべくそれにも対応できるような本を入れようと検討している。 

 子どもたちの成長に本は大切なもの。幼少期からの読書習慣が、大人になってからも本が読める人になる

ことにつながる。 

 

＜№３５ 図書館運営事業（おはなし会）＞ 

 ボランティアの協力で月４回、近江八幡図書館と安土図書館の２館で実施。内容充実の他、ボランティア
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製作のプレゼントを渡す等、参加への意欲喚起を図っている。昨年度はコロナ禍で人数制限を行った（６

～７組→３～4 組）が、人数が少ない分きめ細かく接することができた。他に、司書が行う月２回の未就

園児と保護者向けの「おはなし会」もある。 

 子どもの読書離れは、大人のそれにも一因があると感じる。日頃家庭での読書習慣があれば、子どもも読

書に興味を持つようになると思う。親が読書に関心を持てば、子どもの絵本選びにも役立ち、おはなし会

にも人が集まるのではないか。 

 親の本への興味・関心を引き出す方法として、本を選ぶ際の参考となるよう、市の広報やＬＩＮＥ等で簡

単な本の紹介等を行ってはどうか。（子ども向けの本も紹介していくと良い） 

 図書館から遠距離の武佐こども園へは５か年計画（令和３年度が最終年）で出向き、実施している。また、

各園所からの依頼で出向く場合もある。 

 図書館に気軽に来館できない子どものために、昨年度までは２か月に１回、各園にお勧め本を１００冊貸

し出しに行く事業を行っていたが、今年度から移動図書館の制度に移行した。移動図書館では毎月、専用

の自動車で全学区コミュニティセンター（八幡・沖島を除く）及び図書館から遠い公立の園所、小・中学

校を巡回し、子どもたちが自分で読みたい本を借りることができる。小学校ではクラス毎に時間をずらす

等され、多くの児童が一人１～２冊借りていく。中学校では休み時間に希望者が借りに来る。それまで学

校図書館を利用しなかった子でも、移動図書館には興味を持ち、借りに来る子もおり、読書に興味を持つ

きっかけになっている。また、沖島には２か月に１回配送サービスを行っている。 

◎ 読み聞かせだけでなく、次は子どもたちに表現させる＝例えば絵を描く 等発展させると、次のステップ

につながるのではないか。表現の方法はどんなものでもよい。移動図書館は良いシステムだと思う。 

◎ 図書館はこの事業以外にもたくさんの事業を実施しているので、ある時期に「図書館フェア」といったお

祭りのようなことができると、そこに新しくいろいろなものが連携していくのではないかと思う。 

 

＜№３８ 図書館運営事業（職場体験等）＞ 

 図書館は、中学 2 年生全員が行う 5 日間の職業体験事業所の一つで、毎年市立中学４校から２名ずつ受け

入れを行っている。カウンターでの貸出・返却、本の修理・カバー、本棚への返却、展示コーナーの準備

や本の紹介等、図書館の仕事全般を体験してもらう。本に興味がなかった子どもも、図書館の仕事に触れ、

本に興味を持つ機会となっている。（職場体験では視野を広げることが本来目的であり、興味がない職業を

体験することもある。昨年度はコロナ禍で実施せず。）職場体験した生徒の中には、自分が紹介した本を借

りてもらえて嬉しかったことから、その経験を元に司書になった人もいる。 

 経験したことを友達にシェアすることで、さらに多くの子どもに関心をもってもらえる機会になっている。 

 中学生の職場体験の他に、小学生の図書館見学の受け入れもある。館内の案内を行ったり、貸し出し・返

却の一連の流れの説明等を行っている。 

 

＜№３９ 文化会館自主文化事業（７色の音楽会）＞ 

 市内４中学校（八幡西中、八幡東中、安土中、兄弟社中）と、市内３高校（八幡高校、八幡商業高校、兄

弟社高校）が参加しており、毎年 3 月に開催する。500 円の入場料で一般の方も聴きに来られる。昨年度

はコロナ禍のため自主事業でなく、貸館事業として６校で実施された。 

 大ホールの大舞台で大勢の観客を前に練習成果を発表でき、また、市内他校の演奏を一堂に聴くことがで

き、相互に刺激を受ける良い機会となっている。 

 文化会館は、大人の音楽サークルや、個人の練習場所として多く利用されている。この会場で毎年コンサ

ートに参加することで身近な場となり、将来的にも活動の場としてこの施設を利用し続けてもらえると良

い。 
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＜№４５ 図書館運営事業（歴史講座、コンサートの開催）＞ 

 近年コンサートは実施しておらず、主に歴史講座と子どものワークショップを中心としている。図書館に

興味がなくても、ワークショップをやってみたいという子どもが親と一緒に来ることで、その後の図書館

の利用につながることを目指している。昨年度はコロナ禍で実施できず。 

 図書館ボランティアは、現在 25 名以上が登録されており、図書館事業の様々な場面で助けてもらっている。 

 ボランティアや市民団体等と上手につながり、協力を得て事業が実施できている。 

 

＜№５７ 子ども文化芸術賞＞ 

 子どもたちの功績が、様々な場面で認められ、知られる機会があるのは良い。 

 新聞記事等で実績ある子どもたちの情報収集ができても、校内で頑張っている子どもの情報は得にくいた

め、学校から積極的に推薦してもらえるとありがたい。 

 学校毎の推薦数に差異がある。大規模校では県レベルの表彰を受ける子どもはとても多く全員を推薦しき

れない。全国レベルであれば推薦しやすい。 

 学校毎に差異が出ないようにするためには、表彰基準を一度見直すことも必要ではないか。 

◎ 幼少期の受賞が、子どもの将来にどうつながるのか興味深い。中学生位で自分の意思で修得されることに

は非常に意味があるかと思うが、あまり小さな子に大きな賞をあげて、そこに固定されてしまうのではど

うかと思う。賞の効果を検証することも必要ではないか。 

◎ やり方によってはすごく面白くなると思う。ただ、教育的な観点だけでなく、そこから外れた、イグノー

ベル賞的なものがあってもいい。役に立たないことをずっとやっているような子にも賞をあげることで、

独創性のある、子どもの幅を広げる事業になっていくように思う。例えば滋賀県の山を全部登った子など。

そうした子も賞を与えられる、それは逆に市としても PR できるのではないか。そういうやり方を是非検討

してほしい。 

◎ 民俗芸能（日本舞踊や太鼓など）の伝承をしている子（祇園祭の笛の吹き手は 1 年かけて育てている）、

名物のような子、個性のある子、カエルの研究など自分の好きなことに没頭している子なども表彰できる

と良い。 

 

基本施策２． 文化の情報の収集と発信（市民文化政策・都市文化政策）１２事業（内再掲４事業） 

 近江八幡市の文化の魅力を高め、市民の文化芸術活動が活発に行われるためには、情報の収集と発信のための

仕組づくりを行い、市民が必要とする情報を効果的に提供することが必要です。市民誰もが容易に文化情報を手

に入れることが出来るような情報流通の仕組みを構築していきます。市民文化活動における様々な情報交換が可

能になるような双方向の情報の流れを作るなど、情報によって文化活動がより一層活性化する仕組みを検討して

いきます。特に、情報通信技術の目覚ましい革新から様々な新しいメディアが開発されてきており、それらへの

対応も大きな課題として取り組みます。 

 また、本市で育った文化人、芸術家と連携、応援体制を確立することも必要です。 

   さらに、文化芸術の創造活動を支援するとともに、本市の個性的で多様な文化活動を市内で情報共有するとと

もに、市外・国外へと発信していきます。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

 

①文化情報の収集・発

信 

 

 
58 広報事業 秘書広報課 

都 

市 

 59 
読書活動推進事業（館報、ホームペー

ジ） 
図書館 市 
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①文化情報の収集・発

信 

 60 ヴォーリズ建築文化ネットワーク 文化観光課 都 

 61 マナビィ通信 生涯学習課 市 

②文化団体に関する

情報の発信 

 62 広報活動 
各学区まちづくり協議会

（まちづくり協働課） 

都 

市 

 63 
文化団体機関誌発行（文化団体活動支

援事業） 
文化観光課 市 

③文化団体の交流の

場の確保  
再 市民文化祭共催事業（31の再掲） 文化会館 市 

④文化情報のネット

ワークづくり 

 再 各学区文化祭（32の再掲） 
各学区まちづくり協議会

（まちづくり協働課） 
市 

 再 
広域観光プランディング推進事業（27

の再掲） 
文化観光課 都 

⑤近江八幡市出身文化

人・芸術家の把握と連携 
（●） 再 人生伝承塾（11 の再掲） 生涯学習課 

市 

都 

⑥図書館資料と専門

職員の充実 

 64 読書活動推進事業（資料収集） 図書館 市 

 65 読書活動推進事業（雑誌スポンサー） 図書館 都 

 

 

基本目標Ⅴ 文化活動の担い手の育成 

 市は、文化活動を担う人材及び団体を育成するために必要な施策を講じるものとします。 

 

基本施策１．文化を創造する人材の育成（都市文化政策・市民文化政策）４事業（内再掲 1事業） 

 市民が、その地域の自然や歴史などの文化に対する理解を深めるとともに、地域文化の大切さを知り、担い手

を育成していくことにより、次の世代への文化の継承だけでなく、新たな文化の創造へとつながっていきます。

年齢や経験に関わらず、一人でも多くの人に文化に関心を持ってもらい、活動に参画してもらうとともに、企画・

制作、運営や情報提供など、地域文化振興に必要な専門知識を持った市民を増やしていきます。 

 また、子どもたちが様々な文化に触れ、文化に興味を持つことは、自らの文化活動への取り組み意欲の促進に

もつながります。青少年期の文化に関する様々な体験は、生涯にわたる関心と、より深い理解の礎となります。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①後継者育成の仕組み

づくりと指導者の育成 

 66 いきいき職員育成事業 総務課 都 

 67 
パイプオルガン奏者育成事業（安土

文芸の郷指定管理事業） 

文化観光課（安土町文芸の

郷振興事業団） 

市 

都 

②子どもたちの文化創

造体験の拡充 

● 68 青少年美術展覧会 学校教育課 市 

（●） 再 音楽振興事業（33の再掲） 文化振興課 
市 

都 

③地域文化振興の担い

手の育成 
   

 



21 

 

プロジェクト委員（●）・文化振興審議会委員（◎）の意見 

＜№６８ 青少年美術展覧会＞ 

 各校・園で１～２学期に美術や図工、書写の時間に制作された作品を専門の教師陣で審査し、賞を決め展

示している。３日間と会期は短期間だが、家族連れで見に来られるため来場者は多い。特に子どもの祖父

母が楽しみにしているとのことである。昨年度はコロナ禍で、審査はしたものの展示は文化会館ではなく

各校・園所で行った。 

 会場で多彩な作品を目にすることで、刺激を受けることが多く、想像力や芸術性の向上に寄与している。 

 平日の展示もあるため、隣接する市役所で昼休み等に開催のアナウンスをしても良いのではないか。 

 

基本施策２． 文化によるまちづくり（市民文化政策）１２事業（内再掲１０事業） 

 文化行政は、文化の根付いた地域社会をつくりだすことです。このような地域社会をつくりだす主役は市民で

す。行政は市民が住みよいまち、住み続けたいと思うまちを市民と一緒になって、文化的なまちをつくることが

求められています。地域の活性化・まちづくりは、地域の文化資源を核にすることが大切です。魅力ある文化資

源を充実させ、地域や市民に目を向け、市民と協働で文化の視点に立ったまちづくりが大切です。文化芸術活動

を通して、心豊かな文化的風土を育むことが大切です。 

 また、文化と産業振興・観光などの分野とが、連携連動した文化振興施策の展開もますます重要になってきて

います。近江八幡市を訪れる人が文化的な魅力が感じられるように、文化によるまちづくりが大切です。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①市民の企画・立案・

運営による文化芸術

の振興 

 再 図書館運営事業（貸館）（52 の再掲） 図書館 市 

 
再 文化会館管理事業（貸館）（53の再掲） 文化会館 市 

 再 文化団体活動支援事業（10の再掲） 文化観光課 市 

②地域の文化団体に

よる文化活動の推進 

 再 文化団体活動支援事業（10の再掲） 文化観光課 市 

 再 各学区文化祭（32の再掲） 
各学区まちづくり協議

会（まちづくり協働課） 
市 

③学校教育における

文化活動の充実 

（●） 再 人生伝承塾（11 の再掲） 生涯学習課 市 

 
再 

図書館運営事業（ブックトーク）（36

の再掲） 
図書館 市 

● 69 
図書館運営事業（学校図書館支援事

業） 
図書館 市 

（●） 再 音楽振興事業（33の再掲） 文化観光課 市 

④医療機関、福祉施設

等との連携 

 

 

 

再 やよいコンサート（42 の再掲） 
総合医療センター 

総務課 
市 

再 絵画展示（43の再掲） 
総合医療センター 

総務課 
市 

 70 市民共生センター運営事業 
障がい福祉課（市民共生

センター） 
市 

⑤東京オリンピック・パラリン

ピック開催に向けた取り組み 
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プロジェクト委員（●）・文化振興審議会委員（◎）の意見 

＜№６９ 図書館運営事業（学校図書館支援事業）＞ 

 学校図書館の司書と連携し行っている事業。学校図書館はスペースが限られているため、市立図書館と互

いに足りないところを補い合うことを目的としている。 

 昔のイメージとは違い最近の学校図書館では、古い本（図鑑等）の除冊と、新しい図書の購入を積極的に

行っており、漫画から新刊までバラエティ豊かに蔵書がそろっている。 

 本に興味のある子ども以外で、休み時間や放課後にわざわざ学校図書館に本を借りに来る子どもは少なか

ったが、移動図書館で本に興味を持った子どもが、学校図書館にも借りに来るようになり、学校図書館と

市立図書館がうまく連携でき効果が図れているように思う。 

 

 

基本目標Ⅵ 協働の仕組みづくり 

 市は、市民が自主的かつ主体的に行う文化活動の充実を図るため、市民、芸術家等、事業者、教育機関等・

福祉関係団体・医療関係機関及び市との間における様々な協働が活発に行われるように、協働の仕組づくり

及び場の整備等を行うものとします。 

 

基本施策１．文化施設の有効活用（都市文化政策・市民文化政策）１０事業（内再掲２事業） 

 文化振興基本条例に基づき策定される本基本計画を推進していくためには、市民と市がそれぞれ役割を認識し、

協働により市民文化の創造を実現することが大切です。県・近隣市町との連携を視野に入れ、行政における推進

体制の整備を行うとともに、文化会館をはじめとする既存の施設の維持管理に努め、市民による自主的かつ主体

的な文化活動が行える環境づくりを目指します。 

 また、文化会館については、これまで貸館を中心として良質な文化活動の提供を推進してきましたが、周辺市

の文化施設の整備が進み、施設利用が伸び悩んでいる側面があるため、今後は市民に身近な存在として積極的に

利活用してもらえる環境の整備に努めます。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①文化会館の利用促進  再 市民文化祭共催事業（31の再掲） 文化会館 市 

②行政の文化振興体制の

明確化と連携体制の整備 
 

71 近江八幡市文化振興審議会 文化観光課 都 

 72 文化振興基本計画進捗管理 文化観光課 都 

③施設・設備の充実等 

 73 図書館施設維持管理事業 図書館 市 

 74 市民共生センター維持管理事業 
障がい福祉課（市民共生

センター） 
都 

 75 文化関連施設維持管理（指定管理施設） 文化観光課 都 

 
76 文化関連施設修繕（文化会館） 文化会館 都 

④県・近隣市町との交

流・連携 

 77 信長サミット 文化観光課 都 

 
78 広域観光および友好都市交流事業 文化観光課 都 

 再 
ヴォーリズ建築文化ネットワーク（60

の再掲） 
文化観光課 都 
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基本施策２．市民との協働（市民文化政策・都市文化政策）６事業（内再掲４事業） 

 市民の文化活動は、心の豊かさや充足感を得るだけでなく、活力に満ちた社会や個性豊かな地域の形成など、

様々な形で地域などにも還元されます。市民個人や団体の活動はその活動だけにとどまることなく、他の団体等

との交流や市民一般への干渉や体験の機会を持ったり、障がい者など文化との接触に困難を伴う市民に積極的に

支援するなど、公益的な活動への広がりも見せてきています。それぞれの活動を高め、拡げるとともに、このよ

うな文化を通じた公益的な市民活動を支援していきます。 

基本施策に対する取組（●は重点事業として注目するもの、◎は審議会で審議されたもの） 

取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①市民文化活動への支

援の拡充 

 再 図書館運営事業（貸館）（52 の再掲） 図書館 市 

 再 文化団体活動支援（10 の再掲） 文化観光課 市 

 79 文化関連事業に対する後援 文化観光課 都 

②市民が主役の文化振

興の仕組みづくり 

 再 図書館運営事業（貸館）（52 の再掲） 図書館 市 

 再 文化団体活動支援（10 の再掲） 文化観光課 市 

③市民参画・協働型事

業の充実 
 80 広聴事業 未来を築く提言 秘書広報課 都 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．事業実施状況（令和２年度） 
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に

向
け

た
事

業
に

よ
り

、
文

化
的

景
観

の
保

全
に

努
め

た
。

・
環

境
ま

ち
づ

く
り

活
動

団
体

と
連

携
、

協
働

し
な

が
ら

、
市

域
各

地
で

の
継

続
し

た
環

境
保

全
活

動
に

取
り

組
ん

だ
。
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②
　
風
景
計
画

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

4
風

景
計

画
区

域
内

に
お

け

る
行

為
の

制
限

都
市

計
画

課

区
域

内
の

風
景

を
保

全
・
創

出
し

て
い

く
た

め
に

、

７
つ

の
ゾ

ー
ン

に
分

け
、

風
景

形
成

基
準

を
定

め
、

建
築

物
等

の
外

観
の

変
更

と
な

る
行

為
に

対
し

て
、

制
限

を
し

て
い

る
。

風
景

計
画

区
域

内
に

お
け

る
行

為
の

届
け

出
件

数

【
実

績
】
1
4
1
件

（
水

郷
風

景
計

画
：
2
3
件

、
伝

統
的

風
景

計
画

：
6
4
件

、
歴

史

文
化

風
景

計
画

：
2
9
件

、

全
市

計
画

：
2
5
件

）

届
出

制
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

住

民
の

想
い

を
尊

重
さ

れ
る

と
、

調

和
が

と
れ

て
い

な
い

建
物

が
建

築
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

市
域

を
7

つ
の

風
景

ゾ
ー

ン
に

区
分

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
に

応
じ

た
市

民
の

自
主

的
な

風
景

づ
く

り
を

推
進

し
、

風
景

を
生

か
し

た
誇

り

あ
る

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

素
晴

ら
し

い
風

景
、

風

景
資

産
を

守
り

、
育

て
、

次
世

代

へ
継

承
し

て
い

く
。

　
２
　
歴
史
、
文
化
と
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
①
　
歴
史
・
文
化
環
境
の
保
存
・
整
備

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

5
河

川
管

理
事

業
管

理
調

整
課

八
幡

堀
の

水
量

管
理

（
施

設
は

滋
賀

県
）
、

樹
木

の
剪

定
・
遊

歩
道

石
畳

等
の

修
繕

樹
木

剪
定

等
の

維
持

管

理
、

八
幡

堀
ポ

ン
プ

清
掃

及
び

県
と

の
調

整
、

八
幡

堀
水

門
の

調
整

【
実

績
】
剪

定
・
修

繕
1
4
3

千
円

、
ポ

ン
プ

周
辺

清
掃

2
8
6
千

円
、

ポ
ン

プ
使

用
電

気
代

6
3
5
千

円

適
正

な
維

持
管

理
を

す
る

た
め

に
は

相
当

な
経

費
が

か
か

る
。

事
業

を
継

続
し

、
維

持
管

理
に

努
め

る
。

6
選

択
無

形
文

化
財

保
存

事

業
文

化
観

光
課

左
義

長
ま

つ
り

、
八

幡
ま

つ
り

、
篠

田
の

花
火

の
保

存
伝

承
活

動
を

行
う

保
存

団
体

に
対

し
て

、
補

助

金
を

交
付

す
る

こ
と

に
よ

り
支

援
を

行
う

。

助
成

団
体

数

【
目

標
】
3
件

【
実

績
】
3
件

拡
充

。
無

形
民

俗
文

化
財

の
後

継
者

不
足

は
、

今
後

も
保

存
伝

承
を

行
う

上
で

大
き

な
課

題
で

あ
り

、
後

継
者

育
成

活
動

に
つ

な
が

る
支

援
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

国
選

択
無

形
民

俗
文

化
財

「
近

江

八
幡

の
火

祭
り

」
の

中
で

、
県

指
定

無
形

民
俗

文
化

財
の

左
義

長
ま

つ

り
、

県
選

択
無

形
民

俗
文

化
財

の
八

幡
ま

つ
り

及
び

篠
田

の
花

火
を

、
継

続
実

施
す

る
こ

と
で

後
継

者
育

成
を

図
り

、
民

俗
文

化
財

を
後

世
に

伝
え

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

コ
ロ

ナ
対

策
に

よ
る

活
動

の
縮

小
や

自
粛

が
あ

っ
た

た
め

、
若

年

層
へ

の
文

化
・
技

術
の

伝
承

活
動

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
と

は
言

え
な

い
状

況
で

あ
る

。

今
後

の
世

の
中

の
情

勢
に

合
わ

せ
て

保
存

団
体

へ
の

支
援

を
行

う
こ

と
が

大
切

で
あ

る
と

考
え

る
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

八
幡

堀
の

水
量

管
理

、
樹

木
の

剪

定
管

理
、

遊
歩

道
石

畳
等

の
管

理

（
対

象
地

域
:1

級
河

川
八

幡
川

）

利
用

者
か

ら
の

通
報

、
自

主
パ

ト
ロ

ー
ル

を
す

る
な

か
で

陥
没

箇

所
等

を
発

見
し

た
際

、
観

光
客

や
利

用
客

が
転

倒
さ

れ
な

い
よ

う

早
急

に
対

応
し

た
。

ま
た

、
樹

木
等

も
適

正
に

維
持

管
理

で
き

た
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

本
市

の
風

景
づ

く
り

に
関

す
る

施
策

の
基

本
と

な
る

事
項

を
総

合
的

に
定

め
る

こ
と

に
よ

り
、

市
、

市
民

、
事

業

者
等

が
連

携
、

協
働

し
、

近
江

八
幡

の
魅

力
あ

る
風

景
を

守
り

、
は

ぐ
く

み
、

次
世

代
に

引
き

継
ぐ

営
み

を
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

風
景

形
成

基
準

に
適

合
す

る
建

築
物

等
と

な
る

よ
う

働
き

か
け

を

行
い

、
区

域
内

の
重

慶
の

保
全

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。
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②
　
食
文
化
の
継
承
と
振
興

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

7
水

郷
ブ

ラ
ン

ド
農

産
物

認
証

制
度

農
業

振
興

課

近
江

八
幡

市
内

の
水

環
境

等
に

配
慮

し
、

基
準

を

満
た

し
た

農
産

物
を

認
証

す
る

こ
と

で
、

農
産

物

の
ブ

ラ
ン

ド
化

を
図

る
と

と
も

に
、

水
郷

地
域

の
保

全
に

つ
な

げ
る

。
ま

た
、

認
証

し
た

農
産

物
か

ら
検

体
を

抽
出

し
、

残
留

農
薬

検
査

を
実

施
す

る
こ

と

で
安

心
な

農
産

物
の

普
及

に
つ

な
げ

る
。

承
認

面
積

【
目

標
】
1
0
0
.0

ｈ
ａ

【
実

績
】
6
9
.0

ｈ
ａ

自
然

環
境

の
変

化
に

よ
る

異
常

気
象

の
影

響
も

あ
り

、
減

農
薬

に
よ

る
病

害
虫

の
発

生
や

、
減

化
学

肥
料

に
よ

る
収

穫
量

等
へ

の
影

響
が

出
る

場
合

も
あ

る
た

め
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
安

定
生

産
の

で
き

る
生

産
体

制
の

構
築

が
必

要
で

あ
る

。

滋
賀

県
・
JA

等
と

協
議

・
連

携
を

図
り

、
よ

り
制

度
の

効
果

を
高

め
、

安
定

生
産

と
ブ

ラ
ン

ド
化

を

図
る

。

　
　
③
　
地
域
の
文
化
資
源
を
活
用
し
た
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

8
安

土
文

芸
の

郷
指

定
管

理

事
業

文
化

観
光

課
（
安

土

町
文

芸
の

郷
振

興
事

業
団

）

文
化

、
芸

術
の

振
興

を
は

か
る

た
め

の
事

業
に

関

す
る

こ
と

／
体

育
の

振
興

及
び

健
康

の
増

進
を

は

か
る

た
め

の
事

業
に

関
す

る
こ

と
／

安
土

文
化

の

振
興

普
及

に
関

す
る

こ
と

／
国

際
感

覚
を

醸
成

す

る
た

め
の

事
業

に
関

す
る

こ
と

／
観

光
及

び
地

場

産
業

の
振

興
に

関
す

る
こ

と
／

各
施

設
の

使
用

に

関
す

る
こ

と
。

①
ワ

ン
コ

イ
ン

コ
ン

サ
ー

ト

②
は

つ
ら

つ
コ

ン
サ

ー
ト

③
ク

ラ
シ

ッ
ク

コ
ン

サ
ー

ト

④
共

済
事

業
（
コ

ロ
ナ

禍
で

中
止

）

⑤
歴

史
講

座

⑥
ﾐｭ

ｰ
ｼ

ﾞｯ
ｸ
ﾌ

ｪ
ｽ

ﾃ
ｨﾊ

ﾞﾙ
（
参

加
型

）

⑦
リ

ト
ミ

ッ
ク

教
室

⑧
能

楽
教

室

⑨
バ

ル
ー

ン
ア

ー
ト
教

室
（
コ

ロ
ナ

禍
で

中
止

）

⑩
貸

館

安
土

文
芸

の
郷

公
園

各
施

設
に

お
い

て
、

気
軽

に
鑑

賞
で

き
る

コ
ン

サ
ー

ト
や

オ

ル
ガ

ン
教

室
、

歴
史

文
化

関
連

等
の

自
主

事
業

を
行

う
。

【
実

績
】
左

記
の

文
化

芸
術

等
に

係
る

事
業

を
実

施
し

た
。

①
乳

幼
児

も
入

れ
る

コ
ン

サ
ー

ト
だ

が
、

す
べ

て
の

来
場

者
に

理
解

い
た

だ
く

こ
と

が
難

し
く

、

時
々

苦
情

が
あ

る
。

③
高

校
生

以
下

の
チ

ケ
ッ

ト
代

を
低

額
に

設
定

し
て

い
る

が
、

入
場

者
は

少
な

い
。

⑤
学

生
料

金
を

設
け

て
い

る
が

、
参

加
者

の
ほ

と
ん

ど

が
5
0
代

以
上

で
参

加
者

に
偏

り

が
あ

る
。

⑦
教

室
の

安
全

面
か

ら
募

集
人

数
が

頭
打

ち
し

て
い

る
。

⑧
認

知
度

が
低

い
た

め
、

周
知

の
工

夫
が

必
要

。
評

価
を

得
ら

れ
る

発
表

の
場

の
設

定
が

課
題

。
⑩

コ
ロ

ナ
禍

で
利

用
者

が
激

減
し

た
。

事
業

継
続

。
今

後
も

様
々

な
層

の
市

民
に

身
近

に
文

化
芸

術
に

触
れ

る
場

を
提

供
す

る
。

事
業

の
効

果

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

市
民

の
文

化
、

芸
術

及
び

体
育

の

振
興

並
び

に
健

康
の

増
進

を
は

か

る
と

と
も

に
、

国
内

外
と

の
交

流
の

輪

を
広

げ
る

と
と

も
に

、
創

造
的

文
化

活
動

と
生

涯
教

育
の

推
進

に
資

す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

で
中

止
と

な
っ

た
事

業
も

あ
っ

た

が
、

以
下

の
事

業
に

よ
り

文
化

芸
術

の
振

興
を

図
っ

た
。

①
ワ

ン
コ

イ
ン

コ
ン

サ
ー

ト
　

5
回

②
は

つ
ら

つ
コ

ン
サ

ー
ト
　

4
回

③
ク

ラ
シ

ッ
ク

コ
ン

サ
ー

ト
　

2
回

⑤
歴

史
講

座
　

1
回

⑥
ミ

ュ
ー

ジ
ッ

ク
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

（
参

加
型

）
　

1
回

⑦
リ

ト
ミ

ッ
ク

教
室

　
5
回

⑧
能

楽
教

室
　

5
6
日

⑩
貸

館
等

利
用

者
数

　
セ

ミ
ナ

リ
ヨ

：
7
,4

5
0
人

、
体

育
施

設

3
3
,5

1
0
人

、
信

長
の

館
入

館
者

数
：
4
2
,2

5
8
人

市
内

で
生

産
さ

れ
た

農
産

物
の

ブ
ラ

ン
ド

化
を

図
る

と
と

も
に

、
近

江
八

幡

市
の

美
し

い
水

郷
風

景
を

守
る

。

市
内

で
生

産
さ

れ
た

農
産

物
の

ブ
ラ

ン
ド

化
を

図
る

と
と

も
に

、
近

江
八

幡
市

の
美

し
い

水
郷

風
景

を
守

る
こ

と
に

寄
与

し
た

。

事
業

の
目

的
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３
　
地
域
文
化
の
継
承
と
発
展

　
　
①
　
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
の
継
承
と
活
用

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

9

ふ
る

さ
と

文
化

育
成

事
業

（
地

域
ま

ち
づ

く
り

支
援

交

付
金

事
業

）

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協

議
会

（
ま

ち
づ

く
り

協

働
課

）

各
学

区
に

お
い

て
、

歴
史

講
座

や
文

化
祭

、
生

涯

学
習

講
座

等
の

開
催

や
サ

ー
ク

ル
団

体
へ

の
助

成
等

、
地

域
の

文
化

資
源

を
活

用
し

た
取

り
組

み

を
行

い
、

地
域

の
伝

統
・
文

化
お

よ
び

郷
土

芸
能

の
振

興
を

図
る

。

す
べ

て
の

学
区

で
「
ふ

る
さ

と
文

化
育

成
」
の

事
業

や

活
動

、
啓

発
が

行
わ

れ
る

こ

と
。

【
目

標
】
1
1
学

区

【
実

績
】
1
1
学

区

今
後

も
広

く
住

民
周

知
や

新
た

な
取

組
等

も
検

討
す

る
な

ど
、

常
に

検
証

・
評

価
や

見
直

し
を

行
い

な
が

ら
、

住
民

理
解

・
意

識

醸
成

が
高

ま
る

よ
う

な
事

業
を

検
討

・
実

施
し

て
い

く
。

令
和

3

年
度

に
お

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
拡

大
の

リ
ス

ク
を

下
げ

る
取

り
組

み
を

行
い

、
事

業
の

完
全

な
中

止
と

な
ら

な
い

よ
う

努

め
る

。

1
0

文
化

団
体

活
動

支
援

事
業

文
化

観
光

課

市
文

化
団

体
連

合
会

お
よ

び
②

市
内

文
化

芸
術

団
体

の
事

業
に

対
し

、
補

助
金

を
交

付
し

地
域

で

の
文

化
芸

術
活

動
の

活
性

化
を

図
る

。

②
は

公
募

し
、

応
募

の
あ

っ
た

団
体

の
事

業
に

つ

い
て

、
文

化
振

興
審

議
会

に
お

け
る

審
査

を
通

し

て
、

採
択

団
体

と
補

助
金

額
を

決
定

・
交

付
す

る
。

双
方

補
助

対
象

経
費

の
2
分

の
1
を

補
助

す
る

。

①
補

助
金

交
付

団
体

数

②
文

化
団

体
へ

の
補

助
金

の
総

額

【
目

標
】
①

4
、

②
2
,2

5
0
千

円 【
実

績
】
①

1
、

②
6
9
3
（
交

歓
研

修
会

は
R

4
に

延
期

）

市
内

の
文

化
芸

術
団

体
の

活

性
化

を
図

り
、

市
民

へ
の

多
彩

な
文

化
芸

術
メ

ニ
ュ

ー
を

提
供

す
る

た
め

、
事

業
を

継
続

す
る

。

　
　
②
　
歴
史
や
生
活
文
化
の
理
解
の
た
め
の
地
域
人
材
の
活
用

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

1
1

人
生

伝
承

塾
生

涯
学

習
課

人
生

伝
承

塾
の

講
師

を
冊

子
で

紹
介

し
、

各
校

園

で
の

授
業

づ
く

り
の

支
援

を
図

る
。

人
生

伝
承

塾
新

規
登

録
者

数 【
目

標
】
2

【
実

績
】
2
（
現

在
の

登
録

者
数

5
3
）

事
業

継
続

。
講

師
の

充
実

を
図

り
幅

広
い

分
野

の
選

択
肢

を
設

定
す

る
た

め
、

人
材

発
掘

の
方

法
を

検
討

す
る

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

モ
ノ

作
り

の
伝

統
や

日
本

が
こ

れ
ま

で
培

っ
て

き
た

技
術

や
精

神
等

を
持

つ
地

域
人

材
や

企
業

、
団

体
等

が

出
前

講
座

や
見

学
受

入
等

を
通

じ

て
生

き
方

・
知

恵
や

技
能

を
児

童
・

生
徒

に
伝

え
る

こ
と

を
通

し
て

、
地

域

人
材

の
活

用
を

図
る

と
共

に
、

児

童
・
生

徒
へ

技
術

や
精

神
の

継
承

を

図
る

。

内
容

の
充

実
に

努
め

る
必

要
は

あ
る

が
、

H
3
0
の

メ
ニ

ュ
ー

フ
ェ

ア
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

9
割

の
小

学
校

・
中

学
校

で
活

用
が

あ
る

た
め

満
足

い
た

だ
け

て
い

る
と

考
え

る
。

R
2
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、

メ
ニ

ュ
ー

フ
ェ

ア
は

実
施

し
て

い

な
い

。

各
学

区
の

特
性

に
応

じ
た

歴
史

文

化
や

地
域

資
源

を
後

世
に

継
承

し

て
い

く
た

め
、

地
域

ま
ち

づ
く

り
を

支

援
す

る
交

付
金

に
よ

り
地

域
に

根
ざ

し
た

文
化

活
動

の
継

承
と

活
用

を
行

う
。

各
学

区
の

地
域

特
性

を
活

か
し

た
各

種
事

業
に

取
り

組
ま

れ
て

い
て

、
文

化
祭

な
ど

は
例

年
大

盛
況

で
あ

る
。

し
か

し
、

令
和

2
年

度
に

お
い

て
は

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
多

く
の

事

業
が

中
止

、
ま

た
は

規
模

を
縮

小
し

て
の

開
催

と
な

っ
た

。
ま

た
、

事
業

内
容

に
よ

っ
て

は
参

加
者

の
固

定
化

、
定

着
化

も
あ

り
、

新

た
な

参
加

者
へ

の
拡

大
が

望
ま

れ
る

。

①
文

化
団

体
連

合
会

へ
の

支
援

を

通
し

て
、

地
域

で
の

活
発

な
文

化
芸

術
活

動
を

推
進

し
、

市
民

が
生

き
生

き
と

し
た

、
活

力
あ

る
地

域
づ

く
り

に

寄
与

す
る

。

②
補

助
金

の
交

付
に

よ
り

市
内

の
文

化
団

体
が

行
う

文
化

芸
術

活
動

を

支
援

す
る

こ
と

で
、

市
の

文
化

芸
術

の
発

展
に

寄
与

す
る

。

①
【
近

江
八

幡
市

文
化

団
体

連
合

会
】

　
・
講

演
会

、
体

験
ま

つ
り

、
ミ

ニ
文

化
祭

（
安

土
町

文
化

協
会

）

等
の

開
催

や
、

機
関

誌
「
文

化
の

な
か

ま
」
「
塔

映
」
の

発
行

　
・
市

民
文

化
祭

、
安

土
地

域
自

治
区

文
化

祭
、

ミ
ニ

文
化

祭

（
近

江
八

幡
市

文
化

協
会

）
等

は
コ

ロ
ナ

禍
で

中
止

。

　
コ

ロ
ナ

禍
で

中
止

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

事
業

も
多

か
っ

た
が

、
可

能
な

限
り

事
業

を
通

し
て

、
普

段
の

活
動

の
成

果
発

表
の

場
、

文

化
芸

術
発

信
の

場
と

し
て

、
市

の
文

化
芸

術
の

振
興

に
寄

与
で

き
た

。

②
【
ま

ち
づ

く
り

芸
術

振
興

事
業

補
助

金
交

付
団

体
】

　
・
3
団

体
か

ら
の

申
請

が
あ

る
も

、
コ

ロ
ナ

禍
で

す
べ

て
中

止
さ

れ
た

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果
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③
　
伝
統
文
化
の
担
い
手
の
育
成

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
選

択
無

形
文

化
財

保
存

事

業
文

化
観

光
課

　
　
④
　
ふ
る
さ
と
に
愛
着
心
を
持
て
る
仕
組
み
づ
く
り

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

1
2

や
ま

の
こ

・
た

ん
ぼ

の
こ

体

験
学

習
学

校
教

育
課

（
や

ま
の

こ
体

験
学

習
）

市
内

小
学

４
年

生
が

実
際

に
森

林
に

入
り

、
木

や

草
花

な
ど

に
ふ

れ
、

森
林

に
興

味
や

関
心

を
持

つ
。

森
林

で
の

体
験

を
通

し
て

森
林

の
働

き
や

重

要
性

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

（
た

ん
ぼ

の
こ

体
験

学
習

）

「
食

の
教

育
」
と

食
を

生
み

出
す

「
農

の
教

育
」
を

一
体

的
に

進
め

る
た

め
に

、
学

校
教

育
の

現
場

だ

け
で

な
く

、
家

庭
、

学
校

、
地

域
が

一
体

と
な

っ
て

子
ど

も
た

ち
と

関
わ

り
、

具
体

的
に

農
業

を
通

じ
て

身
体

・
心

を
学

ん
で

い
く

。

①
や

ま
の

こ
参

加
校

数

②
た

ん
ぼ

の
こ

参
加

校
数

【
目

標
】
①

1
2
校

、
②

1
3
校

【
実

績
】
①

8
校

、
②

1
3
校

事
業

継
続

。
活

動
内

容
の

充
実

を
図

る
。

や
ま

の
こ

は
沖

島

フ
ィ

ー
ル

ド
の

安
全

性
が

懸
念

さ
れ

た
た

め
、

令
和

2
年

度
か

ら

高
取

山
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

行
っ

て

い
る

。
沖

島
フ

ィ
ー

ル
ド

が
整

備

さ
れ

た
の

ち
は

、
安

全
を

確
認

の
上

、
従

前
の

沖
島

で
実

施
し

た
い

。

Ⅱ
　
歴
史
的
文
化
遺
産
の
保
存
と
継
承

　
１
　
伝
統
文
化
の
保
存
と
継
承

　
　
①
　
歴
史
的
遺
産
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
発
展

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

1
3

茶
道

体
験

幼
児

課

お
茶

席
に

必
要

な
茶

道
具

の
使

い
方

や
、

茶
道

の
歴

史
な

ど
に

つ
い

て
話

を
聞

く
。

厳
か

な
雰

囲

気
の

中
で

お
茶

席
な

ら
で

は
の

挨
拶

や
作

法
を

体

験
す

る
。

お
茶

や
お

菓
子

を
運

ん
だ

り
、

い
た

だ
い

た
り

す
る

。

引
き

続
き

実
施

【
実

績
】

園
児

9
4
人

職
員

1
5
人

地
域

住
民

他
5
人

コ
ロ

ナ
禍

で
の

開
催

は
3
密

に

対
す

る
配

慮
が

必
要

で
従

来
通

り
の

内
容

で
は

難
し

い
。

新
し

い

生
活

の
仕

方
に

応
じ

た
実

施
方

法
を

模
索

し
、

課
題

解
決

・
目

標
達

成
に

向
け

て
は

、
茶

道
体

験
だ

け
で

な
く

そ
の

他
の

伝
統

文
化

に
触

れ
る

機
会

に
つ

い
て

も
実

施
に

向
け

て
検

討
す

る
中

で
、

幼
児

の
体

験
を

保
障

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

茶
道

に
親

し
ん

だ
と

い
わ

れ
る

織
田

信
長

由
来

の
近

江
八

幡
の

子
ど

も

が
、

地
域

の
方

を
講

師
に

迎
え

、
お

茶
会

を
経

験
す

る
こ

と
で

、
地

域
の

文
化

に
触

れ
、

ふ
る

さ
と

に
愛

着
を

持
つ

こ
と

に
つ

な
げ

る
。

地
域

の
方

に
来

て
い

た
だ

き
、

改
ま

っ
た

雰
囲

気
の

中
で

お
茶

会

を
す

る
と

い
う

こ
と

が
、

貴
重

な
体

験
と

な
り

豊
か

な
経

験
に

つ
な

が
っ

た
。

ま
た

、
継

続
し

て
実

施
し

て
い

る
こ

と
で

保
護

者
の

方
に

も
体

験
の

実
施

に
期

待
を

寄
せ

る
声

が
集

ま
っ

て
い

る
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
や

ま
の

こ
体

験
学

習
）
次

代
を

担
う

子
ど

も
た

ち
が

、
森

林
を

は
じ

め
と

す

る
環

境
お

よ
び

、
近

江
八

幡
市

の
地

理
的

特
色

や
産

業
へ

の
理

解
と

関

心
を

深
め

る
と

と
も

に
、

人
と

豊
か

に

関
わ

る
力

を
育

む
た

め
、

学
校

教
育

の
一

環
と

し
て

、
琵

琶
湖

や
琵

琶
湖

を
取

り
巻

く
森

林
環

境
を

生
か

し
た

体
験

型
の

学
習

を
行

う
。

（
た

ん
ぼ

の
こ

体
験

学
習

）
地

域
の

農
家

の
皆

さ
ん

の
協

力
を

得
て

、
人

の
心

を
癒

す
も

の
づ

く
り

を
農

業
教

育
フ

ァ
ー

ム
と

し
て

展
開

す
る

こ
と

で
、

田
畑

を
教

室
に

し
て

、
知

恵
や

心
を

育
む

地
域

ぐ
る

み
の

学
校

づ
く

り
を

目
指

す
。

た
ん

ぼ
の

こ
体

験
学

習
で

は
、

様
々

な
活

動
を

通
し

て
、

五
感

を

使
っ

て
自

然
と

触
れ

合
う

こ
と

が
で

き
た

。
田

植
え

か
ら

稲
刈

り
ま

で
を

行
い

、
実

際
に

食
べ

る
こ

と
で

、
食

べ
物

を
大

切
に

し
よ

う
と

い
う

意
識

が
芽

生
え

た
。

や
ま

の
こ

体
験

学
習

は
、

コ
ロ

ナ
禍

で
実

施
で

き
な

か
っ

た
学

校

が
あ

る
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

6
参

照
）
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 番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

1
4

図
書

館
運

営
事

業
（
地

域

資
料

の
デ

ジ
タ

ル
化

）
図

書
館

図
書

館
お

よ
び

市
所

蔵
の

デ
ジ

タ
ル

化
し

た
貴

重
資

料
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
公

開
。

総
ア

ク
セ

ス
数

【
目

標
】
1
1
0
,0

0
0

【
実

績
】
2
8
1
,1

7
0

図
書

館
の

貴
重

資
料

の
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

公
開

を
通

し

て
、

近
江

八
幡

市
の

文
化

資
源

を
広

く
周

知
し

利
活

用
し

て
も

ら

え
る

よ
う

啓
発

を
行

う
。

1
5

安
土

城
天

主
信

長
の

館

自
主

文
化

事
業

（
安

土
文

芸
の

郷
指

定
管

理
事

業
）

文
化

観
光

課
（
安

土

町
文

芸
の

郷
振

興
事

業
団

）

『
夏

休
み

こ
ど

も
歴

史
塾

』
を

、
当

初
7
月

に
4
日

間

計
画

し
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の

影
響

で
夏

休
み

が
短

縮
さ

れ
た

事
も

あ
り

、
8
月

に

3
日

間
追

加
開

催
し

た
。

小
学

生
か

ら
中

学
生

を

対
象

と
し

て
、

「
信

長
忍

者
隊

」
と

し
て

“
安

土
城

の

ひ
み

つ
を

探
る

”
を

テ
ー

マ
に

、
Ｖ

Ｒ
映

像
か

ら
の

ク

イ
ズ

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

操
作

体
験

、
館

内
展

示
物

の

案
内

な
ど

を
行

っ
た

。
『
タ

イ
ム

ス
リ

ッ
プ

ツ
ア

ー
』

で
は

、
閑

散
期

と
な

る
1
2
月

の
毎

週
土

曜
日

に

「
操

作
編

」
「
案

内
編

」
を

開
催

し
た

。
「
操

作
編

」

で
は

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

操
作

の
構

造
上

1
日

1
組

限
定

で
行

っ
た

。
「
案

内
編

」
で

は
、

ヴ
ァ

ー
チ

ャ
ル

リ
ア

リ
テ

ィ
の

特
殊

映
像

の
中

で
散

策
し

解
説

を
行

っ

た
。

入
館

者
の

満
足

度
（
ア

ン

ケ
ー

ト
中

「
良

か
っ

た
」
＋

や
や

良
か

っ
た

」
の

割
合

）

【
目

標
】
9
0
％

【
実

績
】
9
7
％

今
後

も
、

『
こ

ど
も

歴
史

塾
』
や

『
タ

イ
ム

ス
リ

ッ
プ

ツ
ア

ー
』
を

継

続
し

て
開

催
す

る
予

定
で

あ

る
。

通
常

上
映

の
合

間
で

行
う

事
業

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も

午
前

中
や

閑
散

期
を

中
心

に

開
催

す
る

。
マ

ニ
ュ

ア
ル

操
作

は
機

械
操

作
に

慣
れ

た
職

員

で
な

い
と

難
し

く
、

解
説

案
内

役

と
連

携
し

て
の

作
業

と
な

る
こ

と

か
ら

準
備

日
数

が
必

要
で

あ

る
。

　
　
②
　
豊
か
な
自
然
環
境
の
活
用

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

1
6

西
の

湖
ヨ

シ
灯

り
展

の
開

催

支
援

環
境

課

西
の

湖
ヨ

シ
灯

り
展

実
行

委
員

会
よ

り
、

西
の

湖
の

ヨ
シ

を
素

材
に

し
た

オ
ブ

ジ
ェ

「
ヨ

シ
灯

り
」
の

作
成

を
県

内
各

地
に

呼
び

か
け

、
幅

広
い

年
代

層
か

ら

作
品

を
募

集
し

展
示

し
た

。

①
出

品
数

、
②

来
場

者
数

【
目

標
】
①

4
5
0
点

、
②

2
,0

0
0
人

【
実

績
】
①

3
0
7
点

、
②

1
,2

0
0
人

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
登

録
湿

地
で

あ
る

西
の

湖
の

賢
明

な
利

用
を

図
る

と
と

も
に

、
ヨ

シ
群

落
を

は

じ
め

と
し

た
自

然
の

素
晴

ら
し

さ

を
次

世
代

に
引

き
継

ぐ
た

め
、

継
続

し
て

事
業

を
実

施
す

る
。

　
　
③
　
人
的
資
源
の
発
掘
と
連
携

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

人
生

伝
承

塾
生

涯
学

習
課

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
登

録
湿

地
で

あ
る

西
の

湖
及

び
そ

の
周

辺
の

ヨ
シ

群
落

の
保

全
に

向
け

た
啓

発
を

行
う

。

ヨ
シ

の
群

生
地

で
あ

り
、

地
域

固
有

の
自

然
が

見
ら

れ
、

文
化

的

に
重

要
な

自
然

環
境

と
な

っ
て

い
る

西
の

湖
で

ヨ
シ

灯
り

展
を

開

催
す

る
こ

と
で

、
次

世
代

を
担

う
子

ど
も

た
ち

を
中

心
に

、
環

境
保

全
の

重
要

性
に

つ
い

て
考

え
て

も
ら

う
機

会
と

な
っ

た
。

安
土

城
天

主
信

長
の

館
に

設
置

さ

れ
て

い
る

「
Ｖ

Ｒ
安

土
城

シ
ア

タ
ー

」

の
バ

ー
チ

ャ
ル

リ
ア

リ
テ

ィ
映

像
の

機
能

を
生

か
し

て
、

市
民

の
市

民
の

文
化

・
芸

術
の

振
興

を
図

る
。

夏
休

み
こ

ど
も

歴
史

塾
…

7
日

間
実

施
計

画
、

3
日

間
の

参
加

者

数
：
7
組

1
7
名

(4
日

間
は

夏
休

み
短

縮
の

た
め

参
加

者
無

し
）

タ
イ

ム
ス

リ
ッ

プ
ツ

ア
ー

…
操

作
編

―
4
日

間
：
4
組

1
5
名

（
各

日
1

組
限

定
）
、

案
内

編
―

4
日

間
：
4
9
名

（
各

日
2
0
名

）

タ
イ

ム
ス

リ
ッ

プ
ツ

ア
ー

ア
ン

ケ
ー

ト
―

3
3
名

回
答

、
よ

か
っ

た
2
5

名
、

や
や

良
か

っ
た

7
名

、
未

記
入

1
名

参
加

人
数

が
限

ら
れ

る
が

、
Ｖ

Ｒ
の

構
造

上
、

通
常

の
上

映
時

間

の
合

間
の

3
0
分

間
で

行
う

事
業

と
し

て
は

、
最

大
限

の
内

容
で

あ

る
。

参
加

者
か

ら
は

Ｖ
Ｒ

映
像

の
リ

ア
ル

さ
や

城
・
城

下
町

の
様

子

が
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

い
な

ど
、

好
評

な
意

見
が

多
数

で
あ

る
。

貴
重

書
の

劣
化

、
変

質
へ

の
対

応
と

と
も

に
、

貴
重

書
を

後
世

に
残

し
、

ま

た
広

く
活

用
し

て
い

く
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

自
由

に
情

報
を

手
に

入
れ

ら
れ

る
昨

今
、

当

市
が

保
管

し
て

い
る

資
料

を
公

開
し

、
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
時

間
・
場

所
を

問
わ

ず
閲

覧
で

き
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
た

、
小

学
校

で

の
ふ

る
さ

と
学

習
で

も
多

く
活

用
さ

れ
た

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

1
1
参

照
）
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２
　
文
化
財
の
保
存
と
活
用

　
　
①
　
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
保
存
・
活
用

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

伝
統

的
建

造
物

群
保

存
地

区
保

存
事

業
文

化
観

光
課

　
　
②
　
無
形
文
化
財
の
保
存

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

1
7

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

文
化

観
光

課

『
八

幡
堀

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

』
の

実
施

に
向

け
た

、
基

本

設
計

、
実

証
実

験
及

び
詳

細
設

計
を

行
っ

た
。

ま
た

、
実

際
の

照
明

効
果

を
確

認
す

る
た

め
の

実

証
実

験
も

併
せ

て
行

っ
た

。

八
幡

堀
界

隈
の

観
光

入
込

客
数

【
目

標
】
－

【
実

績
】
－

工
事

期
間

に
お

け
る

周
辺

事
業

者
と

住
民

へ
の

配
慮

。

夜
間

に
お

け
る

工
事

現
場

周
辺

の
交

通
安

全
対

応
。

1
8

指
定

文
化

財
保

存
事

業
文

化
観

光
課

文
化

財
を

適
切

に
保

全
し

、
後

世
に

伝
え

て
い

く

た
め

に
は

、
文

化
財

が
破

損
等

を
し

た
場

合
、

そ

の
都

度
速

や
か

に
所

有
者

が
保

存
修

理
等

を
行

う

必
要

が
あ

り
、

こ
の

保
存

修
理

等
に

対
し

て
補

助

金
を

交
付

す
る

こ
と

に
よ

り
支

援
を

行
う

。

令
和

2
年

度
は

、
重

要
文

化
財

　
願

福
寺

木
造

薬

師
如

来
坐

像
美

術
工

芸
品

保
存

修
理

事
業

、
同

願
福

寺
木

造
薬

師
如

来
坐

像
防

災
施

設
事

業
、

同
　

長
命

寺
本

堂
他

放
水

銃
Ｂ

Ｏ
Ｘ

修
理

事
業

、

同
　

浄
厳

院
木

造
阿

弥
陀

如
来

坐
像

防
犯

対
策

事
業

、
同

　
浄

厳
院

本
堂

風
鐸

修
理

事
業

、
県

指

定
文

化
財

　
西

川
家

住
宅

主
屋

他
1
棟

保
存

修

理
事

業
、

同
　

沙
沙

貴
神

社
権

殿
保

存
修

理
事

業
、

同
　

本
願

寺
八

幡
別

院
避

雷
針

修
理

事
業

、

市
指

定
文

化
財

　
長

光
寺

ハ
ナ

ノ
キ

保
存

対
策

事
業

の
9
件

に
対

し
て

補
助

金
交

付
に

よ
る

支
援

を
行

っ
た

。

助
成

団
体

数

【
目

標
】
8
団

体

【
実

績
】
9
団

体

事
業

継
続

。
今

後
も

破
損

等
に

よ
り

修
理

の
必

要
な

文
化

財
保

存
修

理
事

業
に

対
し

、
補

助
金

の
交

付
に

よ
る

支
援

を
継

続
す

る
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

昭
和

2
5
年

に
「
文

化
財

保
護

法
」
が

施
行

さ
れ

、
第

3
条

に
お

い
て

地
方

公
共

団
体

の
任

務
と

し
て

、
文

化
財

の
保

存
が

適
切

に
行

わ
れ

る
よ

う
に

努
め

る
こ

と
が

定
め

ら
れ

た
。

本
市

の

お
い

て
も

、
「
近

江
八

幡
市

文
化

財

保
護

条
例

」
を

定
め

、
文

化
財

の
保

存
の

た
め

の
措

置
を

講
じ

、
も

っ
て

文

化
資

産
の

向
上

に
資

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

経
年

劣
化

に
よ

る
修

理
事

業
と

と
も

に
、

防
災

・
防

犯
設

備
の

整

備
事

業
に

対
応

し
、

文
化

財
の

適
切

な
保

存
を

行
う

こ
と

が
で

き

た
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

2
参

照
）

当
市

は
京

阪
神

、
中

京
圏

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
が

良
い

た
め

、
滞

在
時

間
の

短
い

通
過

型
観

光
地

と
な

っ
て

お

り
、

滞
在

時
間

の
短

さ
や

宿
泊

者
数

の
少

な
さ

か
ら

、
観

光
客

数
に

対
す

る
地

元
経

済
効

果
の

低
さ

が
大

き
な

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
そ

の
解

決
に

向
け

、
昼

間
は

一
定

の
観

光
客

で

賑
わ

う
八

幡
堀

と
そ

の
界

隈
を

、
最

新
の

照
明

技
術

や
芸

術
性

を
加

味

し
た

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

(演
出

照
明

)に
よ

り
、

昼
と

は
趣

の
違

う
魅

力
的

な
夜

間
景

観
を

提
供

し
、

観
光

客
の

長
時

間
滞

在
や

宿
泊

客
の

増
加

等
、

夜

間
の

賑
わ

い
を

創
出

し
、

地
域

経
済

へ
の

波
及

効
果

を
高

め
、

観
光

都
市

と
し

て
の

魅
力

の
向

上
を

図
り

、
併

せ
て

八
幡

堀
を

良
好

な
姿

の
ま

ま
、

次
世

代
へ

継
承

し
て

い
け

る
よ

う
環

境
保

存
意

識
の

醸
成

を
図

る
。

今
年

度
は

、
八

幡
堀

に
ふ

さ
わ

し
い

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

の
デ

ザ
イ

ン
設

計
を

行
っ

た
だ

け
で

あ
り

、
事

業
効

果
は

、
次

年
度

以
降

、
実

際

に
ラ

イ
ト
ア

ッ
プ

を
実

施
す

る
こ

と
で

確
認

し
て

い
く

。
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③
　
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
・
保
存
と
活
用

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

1
9

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
事

業
文

化
観

光
課

記
録

保
存

の
た

め
の

発
掘

調
査

を
実

施
す

る
。

ま

た
、

発
掘

調
査

を
実

施
し

た
遺

跡
に

つ
い

て
、

整

理
調

査
を

実
施

し
、

調
査

成
果

の
報

告
書

を
刊

行

す
る

。

①
遅

延
な

き
発

掘
調

査
の

実
施

、
②

発
掘

調
査

報
告

書
の

刊
行

、
③

発
掘

調
査

成
果

の
報

告
会

【
目

標
】
①

－
、

②
2
冊

、
③

１
回

【
実

績
】
①

7
5
件

、
②

1
冊

、

③
0
回

調
査

と
報

告
書

作
成

に
時

間
が

と
ら

れ
、

十
分

な
普

及
啓

発
ま

で
進

め
る

こ
と

が
で

き
て

お
ら

ず
、

今
後

は
調

査
で

出
土

し
た

遺
物

の
展

示
や

成
果

の
報

告

会
な

ど
、

埋
蔵

文
化

財
の

普
及

啓
発

事
業

を
実

施
す

る
。

2
0

市
史

編
纂

事
業

文
化

観
光

課

近
江

八
幡

市
史

編
纂

大
綱

に
基

づ
き

、
地

域
の

資
料

を
調

査
・
記

録
し

『
近

江
八

幡
の

歴
史

』
全

9

巻
を

刊
行

し
て

い
く

。

ま
た

、
刊

行
し

た
『
近

江
八

幡
の

歴
史

』
の

啓
発

事

業
を

行
う

。

①
『
近

江
八

幡
の

歴
史

』

（
第

9
巻

）
印

刷
製

本
、

②

講
座

対
応

数

【
目

標
】
①

2
0
0
0
冊

、
②

5

件 【
実

績
】
①

2
0
0
0
冊

、
②

5

件

収
集

し
た

資
料

情
報

に
つ

い

て
、

事
業

終
了

後
の

活
用

方
法

や
、

市
史

編
纂

の
準

備
と

し
て

行
っ

て
き

た
地

域
資

料
の

調
査

継
続

に
つ

い
て

、
方

針
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

　
　
④
　
市
民
と
行
政
相
互
の
協
働
に
よ
る
文
化
財
の
保
存
活
用
の
推
進

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

2
1

旧
伊

庭
家

住
宅

施
設

維
持

管
理

事
業

文
化

観
光

課
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

建
築

で
あ

る
旧

伊
庭

家
住

宅
を

市
指

定
の

文
化

財
と

し
て

保
存

・
管

理
し

公
開

を
す

る
。

年
間

入
館

者
数

【
目

標
】
前

年
度

と
同

数

(1
,8

7
8
人

)以
上

【
実

績
】
1
,0

4
2
人

行
政

単
独

で
長

期
的

に
保

存
・

管
理

を
行

う
こ

と
は

困
難

で
あ

る

た
め

、
オ

レ
ガ

ノ
を

は
じ

め
と

し

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
等

と
の

連

携
、

協
力

が
よ

り
重

要
に

な
る

。

ま
た

、
施

設
の

維
持

費
と

い
う

側

面
を

考
慮

す
れ

ば
、

入
館

料
を

徴
収

す
る

こ
と

も
有

効
で

あ
る

。

入
館

者
数

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

は
毎

年
の

目
標

で
あ

り
、

重
要

な
こ

と
で

あ
る

が
、

将
来

的
に

旧

伊
庭

家
住

宅
が

地
域

に
有

益
と

な
る

よ
う

な
保

存
活

用
を

目
指

す
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

市
指

定
文

化
財

旧
伊

庭
家

住
宅

の

保
存

活
用

を
行

い
、

文
化

財
に

対
す

る
市

民
の

理
解

と
関

心
を

深
め

る
。

今
年

度
の

目
標

は
前

年
度

以
上

の
入

館
者

数
の

増
加

で
あ

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
り

来
館

者
が

減

少
し

た
た

め
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

開
発

事
業

に
よ

り
埋

蔵
文

化
財

の
破

壊
、

損
失

を
防

ぐ
た

め
、

記
録

保
存

等
の

保
護

策
を

講
ず

る
必

要
が

あ

り
、

文
化

財
保

護
法

に
基

づ
き

、
埋

蔵
文

化
財

の
発

掘
調

査
を

実
施

す

る
。

開
発

に
伴

い
破

壊
さ

れ
る

埋
蔵

文
化

財
に

つ
い

て
、

本
調

査
1
1

件
を

含
む

発
掘

調
査

7
5
件

を
実

施
し

、
埋

蔵
文

化
財

の
記

録
保

存
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

過
年

度
の

調
査

を
整

理
し

た
発

掘
調

査
報

告
書

を
1
冊

刊
行

し
、

調
査

成
果

の
公

表
を

行
え

た
。

本
市

に
は

、
先

人
の

歴
史

､文
化

を

今
に

伝
え

る
多

数
の

古
文

書
・
書

跡
・
絵

画
・
彫

刻
・
建

造
物

な
ど

非

常
に

豊
か

な
歴

史
文

化
資

産
が

残
っ

て
い

る
が

、
市

域
の

歴
史

を
ま

と

め
た

刊
行

物
が

無
か

っ
た

た
め

。

地
域

の
歴

史
に

関
す

る
様

々
な

団
体

で
『
近

江
八

幡
の

歴
史

』

の
記

載
内

容
が

引
用

さ
れ

た
り

、
地

域
の

歴
史

に
関

す
る

問
い

合

わ
せ

に
つ

い
て

『
近

江
八

幡
の

歴
史

』
掲

載
内

容
の

紹
介

で
納

得
い

た
だ

く
こ

と
が

多
く

、
市

史
刊

行
に

お
け

る
情

報
発

信
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

は
一

定
の

効
果

は
あ

っ
た

と
考

え
る

。
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⑤
　
体
験
学
習
等
の
文
化
財
を
学
び
親
し
む
機
会
の
充
実

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

2
2

歴
史

文
化

資
産

普
及

啓
発

事
業

文
化

観
光

課
歴

史
文

化
講

座
の

実
施

。
歴

史
文

化
に

興
味

を

持
て

る
よ

う
な

体
験

学
習

の
実

施
。

①
歴

史
文

化
講

座
の

実

施
、

②
体

験
学

習
の

実
施

【
目

標
】
①

3
回

、
②

1
回

【
実

績
】
①

－
、

②
－

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

活

用
な

ど
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス

の
感

染
拡

大
の

対
策

を
と

り
な

が
ら

、
歴

史
文

化
資

産
の

普
及

啓
発

を
行

う
方

法
を

検
討

す

る
。

Ⅲ
　
文
化
交
流
と
地
域
産
業
の
振
興

　
１
　
文
化
交
流
の
促
進

　
　
①
　
海
外
の
友
好
都
市
と
の
文
化
交
流
の
促
進

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

2
3

国
際

交
流

事
業

ま
ち

づ
く

り
協

働
課

海
外

友
好

都
市

と
の

親
善

交
流

促
進

と
こ

れ
ら

の

国
際

交
流

事
業

を
、

財
団

法
人

近
江

八
幡

市
国

際
協

会
と

の
協

働
に

よ
り

実
施

・
充

実
を

図
る

。

①
国

際
交

流
を

深
め

る
た

め
の

講
座

等
の

開
催

、
②

姉
妹

都
市

等
か

ら
の

使
節

団
の

受
入

対
応

、
親

善
使

節
団

の
派

遣
の

支
援

・
補

助
、

③
市

内
在

住
の

外
国

籍
住

民
と

の
交

流
を

深
め

る
交

流
会

の
開

催

【
目

標
】
全

て
1
回

以
上

【
実

績
】
①

0
回

、
②

1
回

、

③
0
回

友
好

姉
妹

都
市

を
知

っ
て

い
た

だ
く

た
め

の
事

業
や

、
姉

妹
都

市
等

か
ら

の
使

節
団

の
受

入
対

応
、

ま
た

親
善

使
節

団
の

派
遣

の
支

援
や

国
際

交
流

を
深

め
る

た
め

、
継

続
し

て
事

業
を

行
う

。

2
4

朝
鮮

通
信

使
関

連
推

進
事

業
文

化
観

光
課

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
朝

鮮
通

信
使

縁
地

連
絡

協
議

会
（
縁

地
連

）
に

加
入

し
協

議
会

活
動

の
支

援
と

事
業

協

力
（
通

信
使

の
意

義
の

啓
発

や
日

韓
友

好
親

善

の
支

援
等

）
及

び
ユ

ネ
ス

コ
世

界
の

記
憶

（
世

界

記
憶

遺
産

）
登

録
を

契
機

と
し

た
事

業
の

実
施

す

る
。

令
和

2
年

度
は

、
縁

地
連

だ
よ

り
№

2
4
に

朝
鮮

通
信

使
の

饗
応

料
理

や
ユ

ネ
ス

コ
「
世

界
の

記

憶
」
に

登
録

さ
れ

た
「
朝

鮮
通

信
使

に
関

す
る

記

録
」
の

う
ち

、
「
八

幡
町

絵
図

（
近

江
国

蒲
生

郡
八

幡
町

惣
絵

図
）
」
と

「
李

邦
彦

詩
書

」
な

ど
を

掲
載

し
て

い
る

、
平

成
2
9
年

度
に

作
成

し
た

「
近

江
八

幡
歴

史
浪

漫
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

」
及

び
令

和

元
年

度
に

作
成

し
た

小
・
中

学
生

向
け

地
域

探
検

サ
イ

ト
「
近

江
八

幡
ま

ち
探

検
」
の

紹
介

記
事

を
掲

載
す

る
こ

と
で

、
市

域
に

残
る

通
信

使
の

記
録

発

信
を

行
っ

た
。

朝
鮮

通
信

使
の

歴
史

的
意

義
を

普
及

啓
発

す
る

た

め
、

関
連

す
る

イ
ベ

ン
ト
に

参
画

し
、

Ｐ
Ｒ

を
行

う
。

【
目

標
】
2
回

【
実

績
】
1
回

ユ
ネ

ス
コ

世
界

の
記

憶
（
世

界

の
記

憶
遺

産
）
の

登
録

を
契

機

に
、

今
後

も
さ

ら
に

朝
鮮

通
信

使

の
歴

史
的

意
義

を
広

く
周

知

し
、

地
域

資
源

を
活

用
し

た
取

り

組
み

を
展

開
す

る
。

市
内

に
も

朝
鮮

人
街

道
と

し
て

足
跡

を
残

す
「
朝

鮮
通

信
使

」
の

歴
史

に

基
づ

き
、

当
時

の
文

化
や

国
家

間
の

善
隣

友
好

の
精

神
を

後
世

に
伝

え
、

地
域

資
源

と
し

て
ま

ち
づ

く
り

に
活

用
し

よ
う

と
、

通
信

使
に

縁
を

も
つ

、

全
国

の
自

治
体

等
と

連
携

す
る

朝

鮮
通

信
使

縁
地

連
絡

協
議

会
（
現

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
）
に

平
成

1
1
年

度
か

ら

加
入

し
た

。

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
朝

鮮
通

信
使

縁
地

連
絡

協
議

会
（
縁

地
連

）
の

活
動

を
通

し
て

、
当

時
の

文
化

や
国

家
間

の
善

隣
友

好
の

精
神

を
後

世
に

伝
え

、
地

域
資

源
と

し
て

ま
ち

づ
く

り
に

活
用

し
よ

う
と

通
信

使
に

縁
を

も
つ

、
全

国
の

自
治

体
等

と
連

携
を

一
定

図
る

こ
と

が

で
き

た
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

多
く

の
市

民
に

国
際

姉
妹

都
市

の

文
化

や
歴

史
、

現
地

の
人

々
に

触

れ
る

こ
と

の
意

義
や

、
姉

妹
都

市
で

あ
る

こ
と

の
誇

り
を

広
く

周
知

・
理

解

し
て

も
ら

う
。

事
業

実
施

に
よ

り
、

更
に

友
好

姉
妹

都
市

を
知

っ
て

い
た

だ
き

国

際
交

流
を

図
る

た
め

の
普

及
啓

発
に

取
り

組
め

て
い

る
。

ま
た

、

国
際

姉
妹

都
市

と
の

交
流

事
業

に
よ

り
、

文
化

的
、

行
政

的
、

経

済
的

効
果

を
も

た
ら

す
と

い
え

る
。

具
体

的
に

は
、

青
年

の
国

際

対
応

能
力

の
育

成
や

多
文

化
共

生
社

会
へ

の
施

策
を

得
る

こ
と

が
出

来
る

。
ま

た
、

観
光

客
誘

致
等

に
つ

な
げ

る
こ

と
も

不
可

能

で
は

な
い

。
特

に
、

国
際

的
な

信
頼

関
係

を
築

き
相

互
理

解
を

深

め
る

こ
と

は
、

国
際

平
和

に
寄

与
す

る
た

め
に

必
要

で
あ

る
と

考

え
る

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

近
年

の
少

子
高

齢
化

や
過

疎
化

の

進
行

す
る

社
会

の
中

、
市

民
が

歴
史

文
化

や
文

化
財

へ
の

理
解

を
深

め
、

ま
た

よ
り

身
近

に
感

じ
る

こ
と

で
、

文

化
財

の
保

存
、

活
用

を
行

い
、

ま
ち

づ
く

り
に

活
か

す
こ

と
が

望
ま

れ
て

い

る
。

そ
の

た
め

、
市

内
の

歴
史

文
化

に
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

た
め

の
講

座

や
体

験
学

習
な

ど
を

実
施

す
る

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の

感
染

拡
大

に
よ

り
、

事
業

の
実

施
を

で
き

な
か

っ
た

。
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②
　
夫
婦
都
市
で
あ
る
富
士
宮
市
等
と
の
文
化
交
流
の
促
進

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

2
5

広
域

観
光

お
よ

び
友

好
都

市
交

流
事

業
（
富

士
宮

市

親
善

訪
問

）

文
化

観
光

課

「
富

士
と

琵
琶

湖
を

結
ぶ

会
」
へ

夫
婦

都
市

交
流

事
業

を
委

託
し

、
同

会
が

継
続

し
て

実
施

す
る

富

士
宮

市
親

善
訪

問
事

業
と

し
て

、
富

士
宮

市
へ

の

訪
問

と
市

民
同

士
の

交
流

を
行

う
。

富
士

宮
市

親
善

訪
問

「
富

士
登

山
」
事

業
の

一
般

参

加
者

数

【
目

標
】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

一
般

募
集

は
中

止
。

【
実

績
】
－

単
な

る
友

好
親

善
だ

け
で

な
く

、

多
分

野
に

わ
た

る
都

市
間

交
流

の
歴

史
と

培
っ

て
き

た
両

市
の

絆
の

深
さ

を
本

市
市

民
ら

へ
伝

え
る

意
味

を
も

つ
が

、
市

民
団

体
事

業
と

し
て

自
主

的
な

実
施

を
求

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

2
6

夫
婦

都
市

児
童

相
互

交
流

事
業

学
校

教
育

課

２
泊

３
日

の
宿

泊
型

体
験

学
習

令
和

２
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
拡

大

予
防

の
た

め
、

中
止

し
た

。

参
加

校
数

【
目

標
】
1
2
校

【
実

績
】
－

事
業

継
続

。
市

立
小

学
校

１
２

校
よ

り
参

加
者

を
募

り
、

両
市

の

代
表

者
と

し
て

交
流

を
行

う
。

お

互
い

の
市

の
こ

と
を

伝
え

合
い

、

学
び

合
う

活
動

を
実

施
す

る
こ

と
で

一
層

の
交

流
と

、
両

市
を

愛
す

る
心

情
の

育
成

を
目

指

す
。

　
２
　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
や
観
光
の
振
興

　
　
①
　
近
江
八
幡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
推
進

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

2
7

観
光

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
事

業
文

化
観

光
課

・
観

光
振

興
推

進
員

（
会

計
年

度
任

用
職

員
）
１

名
の

配
置

…
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

業
務

に
従

事

・
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（
観

光
ま

ち
づ

く
り

）
１

名
の

配
置

…
観

光
地

域
づ

く
り

法
人

（
D

M
O

）
の

活
動

支
援

・
近

江
八

幡
市

観
光

ま
ち

づ
く

り
検

討
会

議
の

開

催
…

持
続

可
能

な
観

光
ま

ち
づ

く
り

及
び

観
光

地

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
に

つ
い

て
、

有
識

者
や

関
係

者

に
よ

る
会

議
を

設
置

①
来

訪
者

の
来

訪
経

験
件

数
（
２

回
以

上
）
の

割
合

、

②
来

訪
者

の
満

足
度

（
総

合
満

足
度

）

【
実

績
】
①

6
6
.7

％
、

②

8
8
.6

％

観
光

地
と

し
て

の
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン

グ
は

、
地

域
の

関
係

者
が

一
体

と
な

っ
て

推
進

す
べ

き
も

の
で

あ

り
、

そ
の

舵
取

り
役

と
し

て
観

光

地
域

づ
く

り
法

人
（
D

M
O

)の
役

割
が

期
待

さ
れ

る
。

D
M

O
が

そ

の
役

割
を

発
揮

で
き

る
よ

う
、

そ

の
体

制
強

化
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

支
援

が
必

要
で

あ
る

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

市
内

に
は

観
光

資
源

や
事

業
者

が

数
多

く
存

在
す

る
も

の
の

、
そ

れ
ら

の

優
位

性
を

活
か

し
て

、
地

域
外

の
資

金
や

人
材

を
呼

び
込

む
と

い
う

持
続

的
な

地
域

経
済

の
活

性
化

に
結

び

つ
い

て
い

な
い

。
こ

れ
ら

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

活
か

し
て

、
当

市
の

観
光

地
と

し
て

の
競

争
力

を
更

に
高

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
行

政
や

観
光

事
業

者
が

協
力

し
て

、
当

市
な

ら
で

は
の

観
光

資
源

を
磨

き
上

げ
、

そ
の

魅
力

を
発

信
す

る
「
観

光
地

ブ
ラ

ン

デ
ィ

ン
グ

」
に

取
り

組
む

。

－

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

両
市

の
交

流
の

歴
史

と
絆

の
深

さ
を

本
市

市
民

ら
へ

伝
え

る
と

と
も

に
、

自

ら
の

文
化

を
再

認
識

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
夫

婦
都

市
で

あ
る

富
士

宮
市

と
の

文
化

交
流

の
促

進
を

図
る

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

事
業

規
模

は
縮

小
さ

れ
た

も
の

の
、

夫
婦

都
市

親
善

事
業

と
し

て
第

６
４

回

夫
婦

都
市

親
善

交
流

訪
問

（
令

和
２

年
７

月
２

８
日

（
火

）
）
を

実

施
し

た
。

本
市

は
役

員
、

事
務

局
よ

り
計

４
名

が
富

士
宮

市
を

訪

問
し

、
親

善
交

流
を

行
っ

た
。

夫
婦

都
市

提
携

を
結

ん
で

い
る

富

士
宮

市
と

近
江

八
幡

市
の

小
学

生

が
、

豊
か

な
自

然
や

歴
史

に
恵

ま
れ

た
中

で
、

２
泊

３
日

の
活

動
を

通
し

て

お
互

い
の

親
交

を
深

め
、

健
全

な
青

少
年

の
育

成
を

図
る

と
と

も
に

、
両

市

間
の

友
好

を
深

め
、

両
市

の
今

後
の

発
展

に
寄

与
す

る
。

令
和

２
年

度
は

実
施

で
き

な
か

っ
た

が
、

本
事

業
は

お
互

い
の

市

に
つ

い
て

伝
え

合
う

中
で

両
市

の
良

さ
を

感
じ

る
と

同
時

に
、

ふ

る
さ

と
近

江
八

幡
の

良
さ

を
再

確
認

す
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
て

い

る
。
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②
　
西
の
湖
の
環
境
を
活
か
し
た
自
然
循
環
モ
デ
ル
の
推
進

　
　
③
　
沖
島
と
湖
魚
文
化
（料
理
）
を
活
用
し
た
取
り
組
み

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

2
8

沖
島

離
島

振
興

事
業

企
画

課

沖
島

町
離

島
振

興
推

進
協

議
会

が
実

施
し

た
下

記
の

事
業

に
対

し
、

滋
賀

県
と

協
調

し
て

補
助

金

を
交

付
し

た
。

・
空

き
家

利
活

用
事

業

・
沖

島
P
R

事
業

・
来

島
者

受
入

環
境

整
備

事
業

・
沖

島
フ

ァ
ン

ク
ラ

ブ
「
も

ん
て

」
事

業

・
里

山
整

備
事

業

沖
島

や
湖

魚
文

化
の

P
R

出
展

数
（
協

議
会

）

【
目

標
】
3
回

【
実

績
】
0
回

離
島

振
興

や
漁

業
振

興
な

ど

様
々

な
取

り
組

み
を

行
っ

て
き

た
が

、
依

然
と

し
て

止
ま

ら
な

い

人
口

減
少

と
高

齢
化

の
進

行
、

主
要

産
業

で
あ

る
漁

業
従

事
者

の
減

少
が

大
き

な
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

一
方

で
、

観
光

客
は

年
々

増
加

し
て

お
り

、
交

流
か

ら

定
住

に
繋

げ
て

い
く

取
組

み

と
、

島
の

主
要

産
業

で
あ

る
漁

業
の

振
興

、
高

齢
者

が
安

心
し

て
最

期
ま

で
島

で
暮

ら
せ

る
取

り
組

み
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
空

き
家

の
増

加
や

建
物

の
老

朽
化

が
課

題
と

な
っ

て
お

り
、

沖
島

特
有

の
街

並
み

を
残

す
取

り
組

み
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

④
　
市
の
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

2
9

Ｖ
Ｒ

安
土

城
事

業
文

化
観

光
課

ヴ
ァ

ー
チ

ャ
ル

リ
ア

リ
テ

ィ
に

よ
り

仮
想

空
間

で
再

現
さ

れ
、

映
像

に
入

り
込

ん
だ

よ
う

な
臨

場
感

を
体

験
で

き
る

V
R

安
土

城
を

出
版

社
や

テ
レ

ビ
局

な
ど

多
く

の
メ

デ
ィ

ア
で

利
用

し
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

、
利

用
実

績
を

増
加

さ
せ

、
全

国
に

当
市

の
魅

力
を

発

信
す

る
き

っ
か

け
と

す
る

。
ま

た
、

V
R

と
G

P
S
を

連

携
さ

せ
せ

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト
で

当
時

の
風

景
を

現
地

で
体

感
で

き
る

ス
ト
リ

ー
ト
ミ

ュ
ー

ジ

ア
ム

ア
プ

リ
の

運
用

に
よ

り
、

当
ア

プ
リ

新
規

利
用

者
の

獲
得

を
目

指
す

と
共

に
既

存
の

ア
プ

リ
利

用

者
及

び
観

光
客

の
満

足
度

を
増

加
さ

せ
る

。

①
メ

デ
ィ

ア
等

に
お

け
る

V
R

安
土

城
の

利
用

額
の

前
年

比
増

加
。

②
ス

ト
リ

ー

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
の

新
ス

ポ
ッ

ト
増

加
。

【
目

標
】
①

利
用

額

1
0
0
,0

0
0
円

以
上

を
維

持

す
る

。
　

②
前

年
度

以
上

【
実

績
】
①

8
4
2
,3

6
0
円

（
前

年
度

1
0
3
,5

1
0
円

）
、

②
１

件
（
前

年
度

5
件

）

凸
版

印
刷

や
関

連
事

業
者

、
自

治
体

間
の

全
国

的
な

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
に

よ
り

、
P
R

を
行

い
利

用

者
・
観

光
客

数
の

増
加

に
つ

な

げ
る

。
ま

た
、

V
R

に
関

し
て

も
多

く
の

城
下

街
で

運
用

さ
れ

て
お

り
、

ス
ト
リ

ー
ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
と

同
様

に
観

光
客

の
増

加
に

寄

与
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

平
成

2
3
年

度
に

市
内

観
光

地
へ

の

誘
客

や
市

民
の

文
化

資
産

に
対

し

て
意

識
の

醸
成

を
図

り
、

新
た

な
観

光
資

源
と

し
て

活
用

す
る

た
め

に
、

V
R

安
土

城
の

制
作

を
行

っ
た

。
平

成

2
9
年

度
に

は
さ

ら
に

、
周

遊
ル

ー
ト

の
構

築
の

た
め

ス
ト
リ

ー
ト
ミ

ュ
ー

ジ

ア
ム

の
運

用
を

開
始

し
た

。

V
R

の
メ

デ
ィ

ア
等

に
お

け
る

使
用

が
、

テ
レ

ビ
放

送
や

歴
史

雑
誌

等
で

掲
載

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

た
め

、
広

範
囲

へ
の

P
R

効
果

は
期

待
で

き
る

。

凸
版

印
刷

や
関

連
事

業
者

と
の

さ
ら

な
る

連
携

や
、

V
R

及
び

ス
ト

リ
ー

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
を

運
営

し
て

い
る

自
治

体
と

協
力

し
、

こ
れ

ら

の
事

業
の

一
層

の
P
R

等
が

必
要

で
あ

る
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

2
0
1
3
年

7
月

に
沖

島
が

離
島

振
興

対
策

実
施

地
域

に
指

定
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
、

同
年

1
0
月

に
島

民
主

体
で

島
お

こ
し

を
進

め
る

た
め

、
沖

島
町

離
島

振
興

推
進

協
議

会
が

設
立

さ

れ
た

。
こ

の
団

体
の

活
動

を
官

民
連

携
で

推
し

進
め

る
た

め
、

滋
賀

県
と

協
調

し
て

団
体

事
業

へ
の

助
言

・
支

援
及

び
活

動
費

を
補

助
し

て
い

る
。

島
を

訪
れ

る
観

光
客

数
は

、
昨

年
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

減
少

し
た

が
、

平
成

２
５

年
の

約
１

万
３

千
人

か
ら

令
和

元
年

に
は

約
２

万
5
千

人
の

観
光

客
が

沖
島

を
訪

れ
て

お
り

交
流

人
口

が
拡

大
し

て
い

る
。
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 Ⅳ
　
文
化
芸
術
創
造
都
市
の
創
造

　
１
　
多
様
な
文
化
活
動
の
推
進

　
　
①
　
市
民
主
導
の
文
化
芸
術
活
動
の
育
成

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

文
化

団
体

活
動

支
援

事
業

文
化

観
光

課

　
　
②
　
地
域
間
交
流
・
世
代
間
交
流
等
に
よ
る
新
た
な
文
化
の
創
造

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

3
0

多
文

化
共

生
推

進
事

業
ま

ち
づ

く
り

協
働

課

外
国

人
住

民
と

と
も

に
暮

ら
し

や
す

く
豊

か
な

地
域

社
会

を
形

成
し

、
多

文
化

共
生

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

取
組

、
施

策
を

推
進

す
る

。

①
多

文
化

共
生

推
進

の
取

組
等

の
開

催
（
講

座
、

サ
ロ

ン
、

つ
ど

い
等

）
、

②
市

行

政
窓

口
外

国
語

通
訳

、
翻

訳
業

務

【
目

標
】
①

3
回

以
上

、
②

-

件
、

6
0
件

以
上

【
実

績
】
①

1
回

、
②

1
,8

5
8

件
、

7
9
件

多
文

化
共

生
推

進
に

係
る

実

施
事

業
の

マ
ン

ネ
リ

化
及

び
参

加
者

の
固

定
化

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

内
容

の
見

直
し

や
、

参
加

者
の

拡
大

が
必

要
。

引
き

続
き

（
公

財
）
近

江
八

幡

市
国

際
協

会
へ

啓
発

事
業

や

通
訳

、
翻

訳
業

務
を

委
託

し
、

外
国

人
住

民
を

含
む

市
民

に

向
け

た
普

及
啓

発
を

図
り

、
暮

ら

し
や

す
い

多
文

化
共

生
の

ま
ち

づ
く

り
に

取
り

組
む

。

　
　
③
　
体
験
や
参
加
、
参
画
機
会
の
充
実

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

茶
道

体
験

幼
児

課

3
1

市
民

文
化

祭
共

催
事

業
文

化
会

館
大

ホ
ー

ル
舞

台
で

芸
能

発
表

を
行

う
。

小
ホ

ー
ル

と
他

の
部

屋
で

、
成

果
物

の
展

示
を

行
う

。

参
加

者
数

【
目

標
】
大

ホ
ー

ル
9
0
0
人

＊
2
回

【
実

績
】
－

よ
り

多
く

の
市

民
の

参
加

が
得

ら

れ
る

よ
う

、
内

容
等

を
工

夫
す

る
。

3
2

各
学

区
文

化
祭

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協

議
会

（
ま

ち
づ

く
り

協

働
課

）

日
ご

ろ
の

サ
ー

ク
ル

活
動

の
発

表
の

場
を

提
供

し
、

学
区

民
が

文
化

活
動

の
成

果
・
発

表
を

楽
し

む
と

と
も

に
、

文
化

活
動

に
対

す
る

参
画

意
欲

を

促
す

。

す
べ

て
の

学
区

で
文

化

祭
・
文

化
活

動
発

表
会

が

行
わ

れ
る

こ
と

。

【
目

標
】
1
1
学

区

【
実

績
】
コ

ロ
ナ

禍
の

た

め
、

4
学

区
で

の
み

規
模

縮

小
の

う
え

実
施

。
他

学
区

は
代

替
事

業
を

実
施

。

今
後

も
広

く
住

民
周

知
や

新
た

な
取

組
等

も
検

討
す

る
な

ど
、

常
に

検
証

・
評

価
や

見
直

し
を

行
い

な
が

ら
、

住
民

理
解

・
意

識

醸
成

が
高

ま
る

よ
う

な
事

業
を

検
討

し
、

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く

。
令

和
3
年

度
に

お
い

て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
の

リ
ス

ク

を
下

げ
る

取
り

組
み

を
行

い
、

事

業
の

完
全

な
中

止
と

な
ら

な
い

よ
う

努
め

る
。

市
内

文
化

団
体

活
動

の
成

果
を

発

表
す

る
場

を
提

供
す

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
防

止
の

た
め

中
止

。

各
学

区
が

文
化

活
動

の
拡

充
を

図

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
活

動
の

成
果

・

発
表

の
場

づ
く

り
と

し
て

文
化

祭
を

開
催

。

各
学

区
で

趣
向

を
凝

ら
し

た
文

化
祭

が
行

わ
れ

て
お

り
、

例
年

盛

況
で

あ
る

。
令

和
2
年

度
に

お
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、

７
学

区
が

文
化

祭
を

中
止

、
４

学
区

が
規

模
を

縮

小
し

て
展

示
の

み
の

開
催

を
行

っ
た

。
し

か
し

、
多

く
の

学
区

で
花

火
の

打
ち

上
げ

や
文

化
講

座
の

開
催

、
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

な
ど

の

代
替

事
業

を
開

催
し

、
地

域
の

活
性

化
を

促
し

た
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

1
3
参

照
）

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

今
後

、
新

た
な

外
国

人
材

の
受

け
入

れ
に

よ
り

、
外

国
人

住
民

人
口

は
増

え
、

ま
た

長
期

在
住

で
定

住
化

す
る

外
国

人
住

民
が

増
え

つ
つ

あ
る

。
外

国
人

住
民

と
と

も
に

暮
ら

し
や

す
く

豊

か
な

地
域

社
会

を
形

成
す

る
た

め
、

多
文

化
共

生
の

ま
ち

づ
く

り
に

向
け

た
取

組
、

施
策

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
人

が
集

ま
る

事
業

の
開

催
は

困
難

で
あ

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
関

連
の

多
く

の
問

い
合

わ
せ

に
対

応
（
通

訳
業

務
・

翻
訳

業
務

）
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

ま
た

、
広

報
紙

の
概

略
版

（
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

・
英

語
・
や

さ
し

い
日

本
語

）
の

発
行

や
、

市
国

際
協

会
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
に

よ
り

情
報

の
発

信
に

努
め

た
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

1
0
参

照
）
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 番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

3
3

音
楽

振
興

事
業

文
化

観
光

課

【
お

出
か

け
演

奏
会

】

子
ど

も
た

ち
の

間
近

で
響

き
を

体
感

出
来

る
距

離

感
で

、
本

物
の

楽
器

や
音

楽
に

触
れ

る
時

間
を

創

出
す

る
。

令
和

2
年

度
は

、
市

内
1
1
校

（
園

）
に

お

い
て

1
2
公

演
を

実
施

し
た

。
特

に
小

学
校

6
年

生

に
対

し
て

は
、

1
6
世

紀
に

安
土

桃
山

時
代

に
安

土
に

渡
来

し
た

楽
器

や
音

楽
の

歴
史

に
つ

い
て

、

古
楽

器
（
声

楽
・
フ

ル
ー

ト
・
ポ

ル
タ

テ
ィ

ー
フ

オ
ル

ガ
ン

）
の

演
奏

を
通

し
て

ふ
る

さ
と

学
習

を
行

っ

た
。

（
市

内
子

ど
も

セ
ン

タ
ー

等
へ

の
出

張
演

奏
に

つ
い

て
も

、
依

頼
公

演
と

し
て

対
応

し
た

。
）

【
キ

ッ
ズ

オ
ル

ガ
ン

教
室

・
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

探
険

隊
】
令

和
2
年

度
に

つ
い

て
は

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
開

催
中

止
。

お
出

か
け

演
奏

会
①

公
演

数
、

②
ア

ン
ケ

ー
ト
＝

や
や

勉
強

と
な

っ
た

、
勉

強
と

な
っ

た
（
普

通
以

上
）
の

回

答
率

、

キ
ッ

ズ
オ

ル
ガ

ン
教

室
・
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

探
険

隊
③

実
施

回
数

、
④

参
加

人
数

【
目

標
】
①

1
0
回

、
②

6
0
％

、
③

5
＋

2
回

、
④

1
5
0
人

【
実

績
】
①

1
2
回

、
②

9
5
％

、
③

－
、

④
－

　
予

算
確

保
を

含
め

、
コ

ロ
ナ

禍

で
の

実
施

方
法

を
模

索
し

な
が

ら
、

継
続

開
催

を
目

標
と

す
る

。

教
育

現
場

に
お

け
る

受
け

入
れ

時
間

の
縮

小
が

課
題

。

3
4

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
事

業
図

書
館

親
子

で
絵

本
を

読
む

楽
し

さ
を

メ
ッ

セ
ー

ジ
と

し
て

伝
え

、
希

望
者

に
は

図
書

館
の

利
用

カ
ー

ド
の

作

成
を

行
う

。

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

現
在

は

フ
ァ

ー
ス

ト
ブ

ッ
ク

の
手

渡
し

を
行

う
こ

と
で

対
応

。

①
実

施
回

数
、

②
赤

ち
ゃ

ん
絵

本
の

貸
出

冊
数

、
③

4

ゕ
月

児
健

診
時

の
登

録
率

【
目

標
】
①

2
3
回

、
②

前
年

比
1
0
0
％

以
上

、
③

前
年

比
1
0
0
％

以
上

【
実

績
】
①

2
5
回

、
②

2
8
,5

2
6
冊

（
前

年
度

比

9
0
％

）
、

③
未

実
施

絵
本

を
楽

し
む

き
っ

か
け

づ
く

り

と
し

て
継

続
し

て
実

施
し

、
新

型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
策

を
最

優
先

し
た

う
え

で
、

事

業
実

施
職

員
の

研
修

及
び

、
乳

幼
児

親
子

向
け

サ
ー

ビ
ス

（
お

は
な

し
会

等
）
の

充
実

を
図

る
。

3
5

図
書

館
運

営
事

業
（
お

は

な
し

会
）

図
書

館

近
江

八
幡

図
書

館
の

お
は

な
し

室
で

、
月

４
回

開

催
（
８

月
の

み
３

回
）
。

乳
幼

児
向

け
の

絵
本

２
冊

の
読

み
聞

か
せ

や
、

手
遊

び
・
わ

ら
べ

う
た

な
ど

を

親
子

で
楽

し
ん

で
も

ら
う

。
５

回
参

加
す

る
と

プ
レ

ゼ

ン
ト
を

渡
し

た
り

、
季

節
の

手
づ

く
り

の
お

も
ち

ゃ
を

渡
す

な
ど

、
参

加
し

た
く

な
る

よ
う

な
工

夫
を

行
っ

て
い

る
。

令
和

２
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
に

よ
る

休
館

、
事

業
中

止
の

た
め

、
8

月
に

再
開

と
な

っ
た

。
予

約
制

で
１

回
に

つ
き

１
組

の
み

参
加

す
る

形
を

と
っ

た
た

め
、

参
加

者
は

減

少
し

た
が

、
１

対
１

の
き

め
細

や
か

な
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
安

心
し

て
参

加
で

き
る

環
境

づ
く

り
を

行
っ

た
。

①
お

は
な

し
会

参
加

者

数
、

②
赤

ち
ゃ

ん
絵

本
の

貸
出

冊
数

【
目

標
】
①

前
年

度
よ

り

増
、

②
前

年
度

よ
り

増

【
実

績
】
①

1
5
7
人

（
前

年

度
比

2
9
％

）
、

②
2
8
,5

2
6

冊
（
前

年
度

比
9
1
％

）

事
業

継
承

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

を
最

優
先

し
た

う
え

で
、

で
き

る
限

り
参

加

し
て

も
ら

え
る

方
法

を
検

討
す

る
。

赤
ち

ゃ
ん

の
健

や
か

な
成

長
を

応
援

し
、

家
庭

で
読

書
を

楽
し

む
き

っ
か

け
づ

く
り

と
す

る
。

市
内

の
全

4
ゕ

月
児

と
そ

の
保

護
者

６
７

６
組

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
検

診
が

遅
れ

た
Ｒ

１
年

度
の

繰
越

５

７
人

を
含

む
）
に

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

伝
え

フ
ァ

ー
ス

ト
ブ

ッ
ク

を
手

渡
す

こ
と

が
で

き
た

。

赤
ち

ゃ
ん

絵
本

の
貸

出
冊

数
は

前
年

度
か

ら
２

，
８

９
６

冊
減

（
-

９
%
）
と

な
っ

た
。

4
カ

月
児

健
診

時
の

登
録

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
実

施
し

な
か

っ
た

。

幼
い

頃
か

ら
絵

本
に

親
し

む
こ

と
で

、

生
涯

に
わ

た
る

読
書

習
慣

を
身

に
つ

け
る

。
ま

た
、

４
ヶ

月
健

診
時

の
ブ

ッ

ク
ス

タ
ー

ト
か

ら
継

続
し

た
乳

幼
児

へ

の
読

書
支

援
を

行
う

。

絵
本

を
読

ん
で

も
ら

う
こ

と
が

楽
し

い
こ

と
だ

と
い

う
こ

と
を

、
親

子
で

実
感

で
き

る
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
ど

ん
な

絵
本

が
あ

る
の

か
、

ど
の

よ
う

な
絵

本
が

良
い

の
か

、
と

い
っ

た
こ

と
も

学
ぶ

場
と

な
っ

て
い

る
。

平
成

２
８

年
度

　
近

江
八

幡
図

書
館

５
１

３
人

　
　

安
土

図
書

館
３

２
６

人
　

合
計

８
３

９
人

平
成

２
９

年
度

　
近

江
八

幡
図

書
館

５
０

３
人

　
　

安
土

図
書

館
２

５
６

人
　

合
計

７
５

９
人

平
成

３
０

年
度

　
近

江
八

幡
図

書
館

４
１

３
人

　
　

安
土

図
書

館
１

６
１

人
　

合
計

５
７

４
人

平
成

３
１

年
（
令

和
元

）
年

度
　

近
江

八
幡

図
書

館
３

５
６

人
　

安

土
図

書
館

１
７

８
人

　
合

計
５

３
４

人

令
和

２
年

度
　

近
江

八
幡

図
書

館
１

５
７

人
　

安
土

図
書

館
は

休

止

豊
か

な
芸

術
体

験
を

通
じ

て
得

ら

れ
育

ま
れ

る
情

緒
豊

か
な

感
性

や
創

造
性

は
、

豊
か

な
地

域
社

会
を

築
く

未
来

世
代

を
育

成
す

る

こ
と

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

プ
ロ

の
演

奏
家

を
学

校
へ

派
遣

す
る

事
業

と
し

て
「
お

出
か

け
演

奏
会

」

を
、

ま
た

、
当

市
の

特
色

を
打

ち

出
し

た
文

化
事

業
と

し
て

、
県

最

大
の

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
を

活
用

し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、

「キ
ッ

ズ
オ

ル
ガ

ン
教

室
」
「
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

探
険

隊
」を

行
う
。

【
お

出
か

け
演

奏
会

】

  
 市

内
こ

ど
も

2
園

2
公

演
、

幼
稚

園
4
園

4
公

演
、

小
学

校
5
校

6

公
演

の
計

1
1
校

（
園

）
1
2
公

演
を

実
施

。
地

域
に

造
詣

を
深

め
る

「
ふ

る
さ

と
学

習
」
と

し
て

、
歴

史
や

音
楽

、
芸

術
へ

の
興

味
喚

起

を
促

す
効

果
が

図
れ

た
。

【
キ

ッ
ズ

オ
ル

ガ
ン

教
室

・
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

探
険

隊
】

　
　

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
開

催
中

止
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果
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 番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

3
6

図
書

館
運

営
事

業
（
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
）

図
書

館

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
、

様
々

な
ジ

ャ
ン

ル
か

ら
選

ん
だ

お
す

す
め

本
８

冊
前

後
を

紹
介

す
る

。
市

内
の

公

立
の

小
学

校
３

年
生

か
ら

中
学

校
１

年
生

を
対

象

に
各

ク
ラ

ス
に

お
い

て
授

業
時

間
（
１

時
間

程
度

）

実
施

す
る

。

①
実

施
率

、
②

対
象

年
齢

の
貸

出
冊

数
の

増
加

＊
１

０
歳

～
１

２
歳

の
み

抽

出
可

能

【
目

標
】
①

市
内

対
象

校
の

1
0
0
％

、
②

前
年

度
比

1
0
0
％

以
上

【
実

績
】
①

中
止

、
②

中
止

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
を

優
先

し
た

う
え

で
、

実

施
す

る
。

3
7

図
書

館
運

営
事

業
（
図

書

館
見

学
）

図
書

館

市
内

公
立

小
学

校
３

年
生

を
対

象
に

館
内

で
図

書
館

に
つ

い
て

説
明

し
、

ミ
ニ

お
は

な
し

会
を

聞

い
て

も
ら

う
。

そ
の

後
館

内
で

閲
覧

、
本

を
借

り
る

体
験

を
し

て
も

ら
う

。

実
施

の
割

合

【
目

標
】
市

内
公

立
小

学

校
1
0
0
％

【
実

績
】

8
3
％

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
策

を
十

分
に

講
じ

た
う

え
で

、
実

施
す

る
。

3
8

図
書

館
運

営
事

業
（
職

場

体
験

等
）

図
書

館

平
日

の
４

日
間

、
カ

ウ
ン

タ
ー

で
の

貸
出

返
却

処

理
、

本
棚

へ
の

返
本

作
業

、
本

の
修

理
、

展
示

・

館
報

の
作

成
な

ど
、

図
書

館
の

仕
事

の
全

般
を

体

験
し

て
も

ら
う

。

実
施

率

【
目

標
】
依

頼
校

の
1
0
0
％

【
実

績
】
未

実
施

今
後

も
積

極
的

に
受

け
入

れ

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の

感
染

状
況

を
み

な
が

ら
、

受
け

入
れ

を
検

討
す

る
。

　
　
④
　
文
化
芸
術
に
接
す
る
機
会
の
拡
充

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

茶
道

体
験

幼
児

課

3
9

文
化

会
館

自
主

文
化

事
業

文
化

会
館

①
オ

ン
タ

イ
ム

う
た

ご
え

コ
ン

サ
ー

ト
（
ポ

ッ
プ

ス
を

中
心

と
し

た
、

観
客

も
一

緒
に

歌
う

参
加

型
の

コ
ン

サ
ー

ト
）

②
劇

団
四

季
フ

ァ
ミ

リ
ー

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

。
演

目
未

定
。

③
近

江
笑

人
寄

席
（
社

会
人

落
語

「
泉

笑
会

」
に

よ
る

寄
席

）

④
桂

米
朝

一
門

会
（
開

館
以

来
継

続
し

て
い

る
桂

米
朝

一
門

の
落

語
会

）

⑤
米

村
で

ん
じ

ろ
う

サ
イ

エ
ン

ス
シ

ョ
ー

⑥
７

色
の

音
楽

会
（
市

内
の

中
学

、
高

校
（
7
校

）

の
吹

奏
楽

部
の

合
同

演
奏

会
）

チ
ケ

ッ
ト
販

売
枚

数

【
目

標
】
①

6
5
0
、

②
8
0
0
、

③
3
0
0
、

④
9
0
0
、

⑤
-
、

⑥

7
0
0

【
実

績
】
①

-
、

②
-
、

③
-
、

④
-
、

⑤
-
、

⑥
-

①
継

続
。

コ
ロ

ナ
感

染
状

況
に

よ
り

ス
タ

イ
ル

を
再

考
す

る
。

②
劇

団
と

内
容

・
日

程
等

を
調

整
し

て
継

続
。

③
事

業
継

続

④
米

朝
事

務
所

と
日

程
や

内

容
等

を
調

整
し

て
継

続
。

⑤
色

々
な

ジ
ャ

ン
ル

の
講

演
を

企
画

す
る

。

⑥
事

業
継

続

（
№

1
3
参

照
）

①
市

民
へ

生
の

音
楽

に
触

れ
る

機

会
の

提
供

／
②

生
の

舞
台

芸
術

を

鑑
賞

す
る

機
会

を
つ

く
る

／
③

④
伝

統
芸

能
で

あ
る

落
語

に
生

で
触

れ
る

機
会

を
提

供
し

、
市

民
の

文
化

に
対

す
る

意
識

高
揚

に
寄

与
す

る
。

／
⑤

子
ど

も
た

ち
の

科
学

に
対

す
る

意
識

高
揚

を
目

的
に

、
親

子
で

楽
し

め
る

サ
イ

エ
ン

ス
シ

ョ
ー

の
公

演
を

行
う

。

／
⑥

市
内

の
中

学
校

、
高

等
学

校

の
吹

奏
楽

部
の

成
果

発
表

の
場

を

提
供

し
、

市
民

の
文

化
に

対
す

る
意

識
高

揚
に

寄
与

す
る

。

①
、

②
、

③
、

⑥
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

防
止

の
た

め
中

止
、

④
新

型

コ
ロ

ナ
参

戦
防

止
の

観
点

か
ら

、
自

主
事

業
で

は
な

く
貸

館
事

業

と
し

て
実

施
。

⑤
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

予
防

の
た

め
次

年
度

に
延

期
。

図
書

館
の

仕
事

を
体

験
し

、
働

く
こ

と

の
意

義
や

図
書

館
へ

の
理

解
を

深

め
る

。

毎
年

、
市

内
公

立
中

学
校

か
ら

２
年

生
の

職
場

体
験

の
依

頼
が

あ
り

、
こ

こ
数

年
は

１
校

に
つ

き
２

名
受

け
入

れ
て

い
る

。

令
和

２
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め

実
施

せ
ず

。
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

読
書

離
れ

を
始

め
る

小
学

３
年

生
か

ら
中

学
１

年
生

が
、

読
書

へ
の

興
味

関
心

を
抱

き
、

読
書

の
楽

し
み

を

知
っ

て
も

ら
う

。

ブ
ッ

ク
ト
ー

ク
後

は
、

紹
介

し
た

本
を

借
り

に
図

書
館

へ
来

る
子

ど

も
が

増
え

、
「
読

ん
で

み
た

い
」
と

い
う

積
極

的
な

読
書

意
欲

を
生

み
出

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

。
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

子
ど

も
た

ち
に

読
ん

で
ほ

し
い

本
を

届
け

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

令
和

２
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

中

止
し

た
が

、
毎

年
対

象
学

年
全

ク
ラ

ス
に

お
い

て
実

施
し

た
い

。

図
書

館
の

役
割

や
利

用
の

仕
方

を

学
び

、
本

や
図

書
館

へ
の

理
解

、
関

心
を

高
め

る
。

毎
年

、
市

内
公

立
小

学
校

の
３

年
生

全
生

徒
が

来
館

し
て

い
た

が
、

令
和

２
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
拡

大
の

た
め

、
２

校
が

辞
退

、
未

実
施

と
な

っ
た

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果
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 番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

4
0

中
央

公
民

館
講

座
生

涯
学

習
課

令
和

2
年

度
は

、
2
月

初
旬

の
「
宮

ヶ
浜

水
鳥

観
察

会
」
の

一
回

を
行

っ
た

。
北

津
田

町
に

お
住

い
の

山
口

龍
三

先
生

を
中

心
と

し
た

「
チ

ー
ム

む
べ

な

る
か

な
」
が

案
内

・
講

話
を

行
っ

た
。

観
察

会
用

の

資
料

に
つ

い
て

、
昨

年
度

一
新

し
た

。

①
人

権
映

画
上

映
と

交
流

会
開

催
回

数
、

②
名

画
上

映
会

開
催

回
数

、
③

そ
の

他 【
目

標
】
①

1
1
回

、
②

3
回

【
実

績
】
①

-
、

②
-
、

③
水

鳥
観

察
会

1
回

事
業

継
続

。
よ

り
多

く
の

市
民

（
学

区
ご

と
の

開
催

で
は

学
区

民
）
に

周
知

し
、

参
加

し
て

も
ら

う
た

め
の

方
法

内
容

（
テ

ー
マ

等
）
を

検
討

し
実

行
す

る
。

4
1

市
民

大
学

講
座

生
涯

学
習

課

令
和

2
年

度
は

、
対

面
式

に
よ

る
市

民
大

学
講

座

は
全

て
中

止
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
講

座
を

計
5

回
実

施
し

た
。

佐
竹

章
吾

氏
「
近

江
商

人
１

」
「
近

江
商

人
２

」

烏
野

茂
治

氏
「
朝

鮮
通

信
使

と
近

江
八

幡
１

」
「
朝

鮮
通

信
使

と
近

江
八

幡
2
」

山
口

龍
三

氏
「
近

江
八

幡
市

で
見

ら
れ

る
水

鳥
た

ち
」

①
開

催
回

数
、

②
参

加
者

数 【
目

標
】
①

6
回

、
②

3
6
0
人

以
上

【
実

績
】
①

オ
ン

ラ
イ

ン
動

画
5
本

事
業

継
続

。
よ

り
多

く
の

市
民

に

周
知

し
、

参
加

し
て

も
ら

う
た

め

の
方

法
内

容
（
テ

ー
マ

等
）
を

検

討
し

実
行

す
る

。

4
2

や
よ

い
コ

ン
サ

ー
ト

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

総
務

課

当
院

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

ホ
ー

ル
に

あ
る

ベ
ー

ゼ
ン

ド
ル

フ
ァ

ー
の

グ
ラ

ン
ド

ピ
ア

ノ
（
故

・
浅

野
弥

生
氏

　
寄

贈
）
で

コ
ン

サ
ー

ト
を

実
施

し
、

ご
来

院
さ

れ
た

全

て
の

人
々

に
希

望
と

勇
気

を
与

え
、

心
を

癒
す

豊

か
な

時
間

を
分

か
ち

合
い

ま
す

。

コ
ン

サ
ー

ト
実

施
回

数

【
目

標
】
2
回

【
実

績
】
1
回

コ
ン

サ
ー

ト
の

開
催

が
、

外
来

診

療
や

入
退

院
支

援
業

務
の

時

間
帯

と
重

な
る

た
め

、
音

量
等

の
配

慮
が

必
要

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

の
感

染
予

防
対

策
を

し
っ

か
り

講
じ

な
が

ら
、

今
後

も
継

続
的

な
活

動
と

し

て
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

近
江

八
幡

市
が

め
ざ

す
生

涯
学

習

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、

学
び

を
と

お
し

た
人

づ
く

り
を

担
う

こ
と

を
目

的

と
し

た
理

念
と

し
て

、
「
ふ

る
さ

と
へ

の

愛
着

と
誇

り
か

ら
　

学
び

が
生

か
さ

れ

つ
な

が
る

楽
し

み
が

創
る

　
元

気
な

ま
ち

　
近

江
八

幡
　

～
郷

土
愛

が
紡

ぐ
近

江
八

幡
の

生
涯

学
習

社
会

～
」

と
定

め
て

い
ま

す
。

こ
れ

を
達

成
す

る

た
め

、
市

民
が

学
ぶ

場
と

し
て

の
「
市

民
大

学
講

座
」
を

開
講

し
て

い
る

。

最
初

の
「
近

江
商

人
」
が

一
番

視
聴

回
数

が
多

く
、

３
２

７
回

で

あ
っ

た
。

一
番

最
後

の
「
近

江
八

幡
市

で
見

ら
れ

る
水

鳥
」
が

、
そ

れ
に

次
ぐ

１
６

０
回

で
あ

っ
た

。
ホ

ー
ル

型
で

実
際

に
市

民
の

方
に

来
て

も
ら

う
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

全
部

で
7
0
0
回

を
超

え
る

視

聴
回

数
が

あ
り

（
5
/
1
4
現

在
）
、

例
年

の
来

場
者

数
よ

り
も

多
く

の

方
に

見
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

2
0
0
5
年

1
0
月

、
若

く
し

て
お

亡
く

な

り
に

な
ら

れ
た

故
・
浅

野
弥

生
氏

の

ご
遺

族
よ

り
、

音
楽

を
こ

よ
な

く
愛

さ

れ
た

弥
生

氏
の

遺
志

を
尊

重
し

て

ベ
ー

ゼ
ン

ド
ル

フ
ァ

ー
の

グ
ラ

ン
ド

ピ

ア
ノ

が
寄

贈
さ

れ
ま

し
た

。
こ

の
ピ

ア

ノ
を

用
い

て
「
や

よ
い

コ
ン

サ
ー

ト
≪

音
楽

の
花

束
≫

」
を

開
催

し
、

ご
来

院
さ

れ
た

全
て

の
人

々
に

希
望

と
勇

気
を

与
え

、
心

を
癒

す
豊

か
な

時
間

を
分

か
ち

合
い

ま
す

。

演
奏

会
後

の
聴

衆
の

様
子

（
満

足
そ

う
な

表
情

、
演

奏
者

に
感

謝
の

言
葉

を
述

べ
ら

れ
る

等
）
や

、
出

演
者

か
ら

も
、

「
ま

た
是

非

出
演

し
た

い
」
と

の
ご

感
想

を
頂

戴
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

や
よ

い
コ

ン
サ

ー
ト
に

対
し

て
よ

い
評

価
を

い
た

だ
い

て
い

る
と

感
じ

て
い

ま

す
。

か
つ

て
は

、
学

区
ご

と
に

「
公

民
館

」

が
市

に
よ

っ
て

設
置

さ
れ

、
事

業
の

実
施

を
行

っ
て

き
た

。
現

在
は

、
各

学
区

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

に
よ

り
、

学

区
コ

ミ
セ

ン
に

お
い

て
各

種
事

業

（
講

座
・
講

演
・
学

習
会

・
体

験
教

室

等
々

）
を

実
施

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う

な
事

業
実

施
形

態
は

、
よ

り
地

域
に

密
着

し
た

課
題

を
学

べ
る

が
、

市
民

全
体

の
共

通
の

学
習

の
観

点
で

は

十
分

な
対

応
が

で
き

て
い

な
い

。
そ

こ
で

、
そ

の
点

を
カ

バ
ー

す
べ

く
、

市

の
中

央
公

民
館

事
業

と
し

て
本

事

業
を

実
施

し
て

い
る

。

社
会

教
育

委
員

さ
ん

や
、

親
子

で
参

加
さ

れ
る

方
が

お
ら

れ
た

。

満
足

度
は

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

、
大

変
好

評
で

あ
っ

た
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果
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 番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

4
3

絵
画

展
示

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

総
務

課

医
療

セ
ン

タ
ー

2
階

の
周

回
通

路
の

壁
面

を
市

内

の
絵

画
愛

好
者

グ
ル

ー
プ

「
八

美
会

」
の

絵
画

常

設
展

示
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

提
供

す
る

。
展

示
作

品

は
、

①
モ

チ
ー

フ
は

季
節

感
の

あ
る

風
景

や
静

物

と
す

る
。

②
危

険
防

止
の

た
め

、
額

の
ガ

ラ
ス

を
入

れ
な

い
。

③
絵

の
題

名
は

明
る

い
題

名
と

す
る

な
ど

、
医

療
機

関
で

の
展

示
で

あ
る

こ
と

に
配

慮
さ

れ
た

作
品

を
４

半
期

ご
と

に
入

れ
替

え
て

い
た

だ

い
て

い
る

。

-

周
回

通
路

と
い

う
特

性
か

ら
絵

画
の

展
示

に
限

定
さ

れ
る

が
、

当
院

と
し

て
も

継
続

し
た

展
示

を
続

け
て

い
た

だ
き

た
い

。

4
4

左
義

長
ま

つ
り

写
真

コ
ン

ク
ー

ル
文

化
観

光
課

左
義

長
ま

つ
り

の
写

真
を

広
く

募
集

し
、

審
査

会

に
お

い
て

優
秀

作
品

と
な

っ
た

も
の

に
つ

い
て

は

市
内

の
観

光
施

設
に

お
い

て
展

示
及

び
表

彰
を

行
う

。
ま

た
、

応
募

作
品

に
つ

い
て

は
左

義
長

ま

つ
り

の
チ

ラ
シ

や
ポ

ス
タ

ー
な

ど
に

も
活

用
さ

れ

る
。

①
応

募
者

数
、

②
過

去
3

年
間

で
申

込
み

実
績

の
無

い
新

規
応

募
者

数

【
目

標
】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

S
N

S
を

活
用

し
た

募
集

や
対

象

範
囲

の
拡

大
（
そ

の
他

の
ま

つ

り
・
風

景
）
な

ど
、

新
た

な
取

り
組

み
の

検
討

を
行

う
。

4
5

図
書

館
運

営
事

業
（
歴

史

講
座

、
コ

ン
サ

ー
ト
の

開
催

）
図

書
館

地
域

に
根

差
し

た
歴

史
や

文
学

に
関

す
る

講
演

会
や

展
示

を
開

催
す

る
。

ま
た

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

を
通

し
て

、
子

ど
も

た
ち

に
絵

本
の

楽
し

さ
や

物
づ

く
り

の
喜

び
を

体
験

を
通

し
て

知
っ

て
も

ら
う

。

新
規

図
書

館
利

用
登

録
者

数
増

加

【
目

標
】
前

年
度

比
1
0
0
％

以
上

【
実

績
】

7
0
.3

％
（
1
,4

2
9
人

、
前

年

度
2
,0

3
3
人

）

他
団

体
と

協
力

、
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

継
続

し
て

い
く

。

再
掲

安
土

文
芸

の
郷

指
定

管
理

事
業

文
化

観
光

課
（
安

土

町
文

芸
の

郷
振

興
事

業
団

）

4
6

関
連

施
設

に
お

け
る

自
主

事
業

（
資

料
館

、
旧

西
川

家

住
宅

、
か

わ
ら

ﾐｭ
ｰ

ｼ
ﾞｱ

ﾑ
、

特
別

史
跡

安
土

城
跡

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
）

文
化

観
光

課
（
指

定

管
理

）

各
施

設
の

事
業

目
的

に
沿

っ
た

指
定

管
理

者
の

企
画

に
よ

る
自

主
事

業
を

行
う

。

①
自

主
事

業
の

実
施

回
数

（
資

料
館

、
旧

西
川

家
住

宅
、

か
わ

ら
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
）
、

②
入

館
者

数
（
ガ

イ

ダ
ン

ス
施

設
）

【
目

標
】
①

（
資

料
館

）
1
7

回
、

（
旧

西
川

家
住

宅
）

4
回

、
（
か

わ
ら

ﾐｭ
ｰ

ｼ
ﾞｱ

ﾑ
）

7
回

、
②

6
,5

0
0
人

【
実

績
】
①

（
資

料
館

）

7
回

、
（
旧

西
川

家
住

宅
）
2

回
、

（
か

わ
ら

ﾐｭ
ｰ

ｼ
ﾞｱ

ﾑ
）
7

回
、

②
5
,8

3
9
人

現
状

維
持

。
よ

り
多

く
の

人
に

来

館
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

周
知

方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

地
域

の
文

化
財

や
自

然
を

未
来

へ

語
り

伝
え

て
い

く
。

ま
た

、
親

子
で

絵

本
を

楽
し

み
、

物
づ

く
り

の
楽

し
さ

を

体
験

し
て

も
ら

う
。

令
和

２
年

度
は

、
未

実
施

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

防

止
の

た
め

） （
№

8
の

再
掲

）

入
院

生
活

と
い

う
非

日
常

の
生

活
を

過
ご

さ
れ

て
い

る
入

院
患

者
様

を
は

じ
め

、
外

来
患

者
様

、
患

者
の

ご
家

族
様

な
ど

多
く

の
方

々
に

絵
画

を
鑑

賞
し

て
い

た
だ

く
こ

と
の

で
き

る
癒

し

の
空

間
を

提
供

す
る

。

当
院

が
直

接
実

施
し

て
い

る
事

業
で

は
な

い
が

、
病

気
や

怪
我

の
治

療
の

た
め

に
来

院
、

入
院

し
て

お
ら

れ
る

患
者

様
や

ご
家

族
が

足
を

止
め

て
、

絵
画

を
見

入
ら

れ
る

な
ど

、
入

院
治

療
や

闘

病
生

活
と

い
う

非
日

常
の

生
活

の
中

で
も

、
心

を
和

ら
げ

、
癒

し
と

な
る

機
会

が
提

供
で

き
て

い
る

。

近
江

八
幡

市
を

代
表

す
る

火
祭

り
の

ひ
と

つ
と

し
て

左
義

長
ま

つ
り

の
歴

史
、

文
化

を
継

承
す

る
と

と
も

に
、

地

域
の

活
性

化
や

市
民

の
充

足
感

の

獲
得

に
繋

が
る

文
化

芸
術

を
身

近

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
観

点
か

ら
中

止
と

な
っ

た
。

（
資

料
館

）
郷

土
文

化
の

向
上

な
ら

び
に

教
育

お
よ

び
学

術
の

発
展

に

資
す

る
た

め
に

、
資

料
の

収
集

、
展

示
お

よ
び

貸
館

等
を

行
う

。

（
旧

西
川

家
住

宅
）
保

存
、

公
開

す

る
こ

と
に

よ
り

市
民

文
化

の
向

上
に

資
す

る
た

め
に

展
示

を
行

う
。

（
か

わ
ら

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

）
教

育
、

文

化
、

観
光

等
の

振
興

を
図

る
た

め

に
、

資
料

の
収

集
、

展
示

お
よ

び
貸

館
等

を
行

う
。

（
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

）
文

化
の

向
上

お
よ

び
観

光
客

等
の

利
便

性
の

確

保
。

・
資

料
館

に
あ

っ
て

は
、

新
た

な
試

み
と

し
て

、
八

幡
堀

か
ら

資
料

館
で

町
の

歴
史

を
学

ぶ
事

業
を

行
っ

た
（
参

加
者

９
人

）
。

・
か

わ
ら

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

に
あ

っ
て

は
、

企
画

展
を

７
回

実
施

。
県

内
各

地
の

鬼
瓦

や
飾

り
瓦

を
紹

介
す

る
企

画
展

を
行

っ
た

（
か

わ

ら
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
所

蔵
の

瓦
も

展
示

）
。

・
各

施
設

と
も

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
も

あ

り
、

入
館

者
が

大
幅

に
減

少
し

た
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果
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 番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

4
7

関
連

施
設

に
お

け
る

自
主

事
業

（
安

土
城

郭
資

料
館

、

白
雲

館
）

文
化

観
光

課
（
指

定

管
理

）

各
施

設
の

設
置

目
的

に
沿

っ
て

、
指

定
管

理
者

（
一

般
社

団
法

人
近

江
八

幡
観

光
物

産
協

会
）
が

貸
館

及
び

自
主

事
業

を
行

う
。

①
自

主
事

業
収

入
（
2
施

設
合

計
）
、

②
入

館
者

数

（
２

施
設

合
計

）
、

【
目

標
】
①

6
,5

0
0
千

円
、

②
5
7
,0

0
0
人

【
実

績
】
①

5
,4

3
6
千

円
、

②
3
0
,0

5
4

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

減
少

し
た

入
館

者
数

の
回

復
、

客
単

価
の

向
上

を
図

る
。

4
8

市
美

術
展

覧
会

文
化

観
光

課

美
術

家
を

委
員

と
し

た
市

美
術

展
覧

会
委

員
会

を

開
催

し
企

画
の

詳
細

を
決

定
。

平
面

、
立

体
、

工

芸
、

書
、

写
真

の
５

部
門

に
お

い
て

、
各

審
査

員
に

よ
る

審
査

後
、

入
選

作
品

を
５

日
間

文
化

会
館

で

展
示

。
特

に
優

れ
た

作
品

に
対

し
特

選
、

準
特

選
、

奨
励

賞
等

の
賞

を
決

定
し

、
表

彰
す

る
。

さ
ら

に
、

作
品

鑑
賞

会
を

行
う

。

①
出

品
数

、
②

来
場

者

数
、

③
ア

ン
ケ

ー
ト
に

よ
る

満
足

度

【
目

標
】
①

3
0
0
点

、
②

1
2
0
0
人

、
③

8
0
％

【
実

績
】
－

事
業

継
続

。
よ

り
多

く
の

市
民

に

周
知

し
、

参
加

し
て

も
ら

う
た

め

の
方

法
を

検
討

す
る

。
ま

た
コ

ロ

ナ
禍

で
も

開
催

で
き

る
よ

う
、

内

容
を

工
夫

す
る

。

　
　
⑤
　
誰
も
が
文
化
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

4
9

人
権

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
人

権
・
市

民
生

活
課

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

中

止

①
参

加
者

数
、

②
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

参
加

者

の
満

足
度

【
実

績
】
①

－
、

②
－

市
民

協
働

の
趣

旨
か

ら
市

民
参

画
の

実
行

委
員

会
形

式
で

開

催
し

て
き

た
が

、
令

和
３

年
度

か

ら
、

近
江

八
幡

市
人

権
尊

重
の

ま
ち

づ
く

り
推

進
協

議
会

（
市

人

推
協

）
へ

開
催

業
務

を
委

託

し
、

引
き

続
き

市
民

主
体

の
企

画
・
啓

発
事

業
と

し
て

実
施

し

た
い

。
開

催
手

法
の

マ
ン

ネ
リ

化
等

の
要

因
で

参
加

者
数

の

伸
び

悩
み

、
固

定
化

が
あ

り
、

新
た

な
手

法
を

取
り

入
れ

、
よ

り

広
い

年
齢

層
へ

の
啓

発
を

行
い

た
い

。

人
権

問
題

の
解

決
に

向
け

た
啓

発

活
動

と
と

も
に

、
相

互
理

解
に

向
け

た
交

流
を

進
め

る
こ

と
で

、
人

権
意

識
の

向
上

を
図

る
。

－

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
白

雲
館

）
明

治
建

築
の

原
型

を
保

存
し

､伝
統

文
化

の
保

存
と

継
承

お

よ
び

地
域

文
化

の
普

及
振

興
を

図

り
、

多
く

の
人

々
が

ふ
れ

あ
い

文
化

を
生

み
出

す
力

を
育

む
と

と
も

に
観

光
お

よ
び

物
産

の
振

興
を

図
り

地
域

の
活

力
を

増
進

さ
せ

る
。

（
安

土
城

郭
資

料
館

）
主

に
中

世
か

ら
近

世
に

お
け

る
城

郭
に

関
す

る
資

料
お

よ
び

安
土

城
の

ひ
な

形
を

展

示
し

、
地

域
文

化
の

普
及

振
興

と
観

光
振

興
を

図
る

。

○
白

雲
館

多
く

の
利

用
者

が
あ

る
こ

と
に

加
え

て
、

安
価

で
の

利
用

が
可

能

で
観

光
案

内
所

や
多

目
的

ト
イ

レ
が

あ
る

な
ど

利
便

性
が

高
い

こ

と
。

明
治

の
建

築
物

（
登

録
文

化
財

）
を

使
っ

て
展

示
出

来
る

こ

と
。

年
末

年
始

を
除

い
て

無
休

開
館

で
あ

る
こ

と
等

。

○
安

土
城

郭
資

料
館

何
度

来
館

し
て

も
新

し
い

展
示

や
情

報
・
土

産
を

入
手

で
き

る
。

顧
客

満
足

度
は

9
0
％

以
上

。

市
民

に
対

し
日

常
の

創
作

活
動

発

表
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

よ

り
一

層
の

創
作

意
欲

の
向

上
を

図

り
、

市
の

美
術

文
化

の
発

展
を

め
ざ

す
。

ま
た

展
覧

会
を

通
し

て
市

民
に

芸
術

文
化

を
身

近
に

鑑
賞

し
親

し

む
機

会
を

提
供

し
、

市
民

文
化

の
向

上
を

図
る

。

出
品

者
に

と
っ

て
は

創
作

活
動

発
表

の
場

で
あ

り
、

有
識

者
に

よ

る
審

査
を

受
け

講
評

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

入
賞

者
は

、
評

価
・

表
彰

さ
れ

る
こ

と
で

今
後

の
活

動
の

励
み

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

鑑
賞

者
に

と
っ

て
は

、
身

近
な

場
所

で
様

々
な

美
術

作
品

に
触

れ
る

こ
と

の
で

き
る

機
会

と
な

っ
て

お
り

、
鑑

賞
会

は
直

接
美

術
家

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
得

ら
れ

る
貴

重
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

。

平
成

２
９

年
度

　
出

品
数

3
0
9
名

、
来

場
者

数
1
,1

2
6
名

平
成

３
０

年
度

　
出

品
数

2
9
2
名

、
来

場
者

数
9
2
0
名

平
成

３
１

（
令

和
元

）
年

度
　

出
品

者
2
0
9
名

、
来

場
者

数
9
1
7
名

（
令

和
2
年

度
は

コ
ロ

ナ
禍

で
中

止
）



41 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

5
0

人
権

尊
重

の
ま

ち
づ

く
り

市

民
講

座
人

権
・
市

民
生

活
課

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

中

止

①
参

加
者

数
、

②
参

加
者

の
満

足
度

【
実

績
】
①

－
、

②
－

事
業

継
続

。
多

く
の

方
に

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
企

画
、

周

知
方

法
に

つ
い

て
検

討
を

行

う
。

5
1

人
権

尊
重

の
ま

ち
づ

く
り

推

進
員

事
業

人
権

・
市

民
生

活
課

推
進

員
対

象
の

事
前

研
修

会
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

中
止

し
た

。

各
自

治
会

主
催

の
「
人

権
尊

重
の

ま
ち

づ
く

り
懇

談
会

」
（
ま

ち
懇

）
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

防
止

対
策

の
可

否
に

よ
り

、
懇

談
や

人
権

学
習

資

料
の

配
布

・
回

覧
に

よ
る

学
習

を
依

頼
し

た
。

自
治

会
に

お
け

る
懇

談
会

の
開

催
率

【
目

標
】
8
5
％

【
実

績
】
懇

談
以

外
の

学
習

等
実

施
自

治
会

が
多

数
あ

り
、

不
明

事
業

継
続

。
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
推

進
員

の
事

前
研

修
や

、
人

権
尊

重
の

ま
ち

づ
く

り
懇

談
会

を
よ

り
充

実
し

た
内

容
と

す
る

た

め
の

新
た

な
手

法
を

検
討

す

る
。

地
域

で
の

人
権

学
習

の
必

要
性

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
た

だ
き

、
ま

ち
懇

の
未

実
施

の
自

治
会

に
対

し
て

積
極

的
に

働
き

か
け

、
懇

談
会

実
施

率
を

高
め

て
い

く
。

再
掲

市
民

文
化

祭
共

催
事

業
文

化
会

館

5
2

図
書

館
運

営
事

業
（
貸

館
）

図
書

館

市
民

お
よ

び
団

体
を

対
象

に
、

図
書

館
内

の
集

会

施
設

を
文

化
芸

術
団

体
や

生
涯

学
習

団
体

に
貸

し
出

す
こ

と
で

読
書

普
及

や
文

化
芸

術
振

興
に

結

び
付

け
る

。

①
貸

館
実

績
件

数
、

②
図

書
館

延
べ

利
用

者
数

【
目

標
】
①

1
6
0
件

、
②

1
0
8
,0

0
0
人

【
実

績
】
①

5
0
件

、
②

9
6
,6

6
4
人

今
後

も
、

感
染

予
防

策
を

講
じ

た
う

え
で

貸
館

業
務

を
継

続
し

、

市
民

の
文

化
活

動
の

推
進

に

努
め

る
。

5
3

文
化

会
館

管
理

事
業

（
貸

館
）

文
化

会
館

大
・
小

ホ
ー

ル
を

は
じ

め
と

し
た

館
内

各
施

設
の

貸
出

し
。

年
間

利
用

者
数

【
目

標
】
9
5
,0

0
0
人

【
実

績
】
2
6
,4

0
2
人

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の

影
響

あ
り

）

安
全

で
快

適
な

施
設

お
よ

び
設

備
等

の
管

理
・
運

営
を

行
う

。

（
№

3
1
参

照
）

市
民

の
心

豊
か

な
文

化
活

動
の

推

進
に

寄
与

す
る

こ
と

。
図

書
館

集
会

施
設

の
有

効
活

用
に

よ
り

、
図

書
館

利
用

者
の

増
加

を
図

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
に

よ
り

、
貸

館
件

数
、

貸
館

人

数
と

も
に

減
少

し
た

が
、

市
民

の
心

豊
か

な
文

化
活

動
に

つ
な

が

る
と

考
え

る
。

令
和

２
年

度
　

①
貸

館
件

数
（
5
0
件

　
う

ち
料

金
発

生
0
件

0
円

）

②
貸

館
利

用
人

数
(3

2
1
人

）

令
和

元
年

度
　

①
貸

館
件

数
（
1
2
8
件

　
う

ち
料

金
発

生
1
1
件

4
7
,7

6
0
円

）
　

②
貸

館
利

用
人

数
(2

,9
1
1
人

）

平
成

３
０

年
度

　
①

貸
館

件
数

（
1
4
0
件

　
う

ち
料

金
発

生
1
0
件

6
0
,9

1
0
円

）
　

②
貸

館
利

用
人

数
(3

,5
7
2
人

）

－

市
民

の
文

化
芸

術
や

文
化

団
体

等

の
活

動
の

場
を

提
供

す
る

。

大
・
小

ホ
ー

ル
を

中
心

に
、

市
民

が
生

の
文

化
芸

術
を

体
験

で
き

る
場

を
提

供
し

、
併

せ
て

各
種

サ
ー

ク
ル

等
の

活
動

の
場

を
提

供

し
、

文
化

芸
術

活
動

の
振

興
を

図
る

。

人
権

啓
発

と
と

も
に

、
市

民
の

相
互

理
解

に
向

け
た

交
流

を
進

め
る

こ
と

で
、

人
権

意
識

の
向

上
を

図
る

。

他
の

啓
発

事
業

と
開

催
時

期
を

変

え
て

実
施

し
、

人
権

啓
発

の
機

会
を

広
げ

て
い

る
。

自
治

会
単

位
の

人
権

学
習

を
勧

め

る
た

め
、

各
自

治
会

推
薦

に
よ

る

「
人

権
尊

重
の

ま
ち

づ
く

り
推

進
員

」

を
委

嘱
す

る
。

各
自

治
会

で
は

、
推

進
員

を
中

心
に

「
人

権
尊

重
の

ま
ち

づ
く

り
懇

談
会

」
（
ま

ち
懇

）
を

実
施

し

て
い

た
だ

く
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

同
推

進
員

対
象

の
事

前
研

修
会

の
中

止
や

「
人

権
尊

重
の

ま
ち

づ
く

り
懇

談
会

」
（
ま

ち
懇

）
開

催
が

困
難

に

な
る

な
ど

、
多

難
で

は
あ

っ
た

が
、

ま
ち

懇
で

は
多

く
の

自
治

会
で

資
料

の
回

覧
や

配
布

に
よ

る
懇

談
に

代
わ

る
手

法
に

よ
り

学
習

の
機

会
を

も
ち

、
今

ま
で

参
加

の
少

な
か

っ
た

青
年

層
な

ど
へ

の

啓
発

も
実

施
で

き
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

十
分

な
啓

発
が

で
き

た
と

は
い

え
ず

、
ま

ち
懇

開
催

の
た

め
の

環
境

整
備

や
、

新
た

な
啓

発

学
習

の
手

法
を

提
案

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果
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 番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

5
4

障
害

者
福

祉
事

務
事

業
障

が
い

福
祉

課

障
が

い
者

が
行

う
文

化
活

動
や

講
演

会
等

の
後

援
、

市
広

報
や

H
P
に

よ
る

情
報

提
供

を
行

い
、

障

が
い

者
へ

の
理

解
を

深
め

る
た

め
の

支
援

を
行

う
。

【
実

績
】
後

援
 3

件

広
報

・
Ｈ

Ｐ
に

つ
い

て
は

、

毎
月

ス
ポ

ー
ツ

大
会

や
養

成
講

座
、

相
談

会
、

各
種

講
演

会
等

の
開

催
に

つ
い

て
は

掲
載

し
て

い
る

。

障
が

い
者

支
援

の
た

め
、

文
化

活
動

や
講

演
会

等
に

つ
い

て

は
市

の
後

援
を

行
う

と
と

も
に

、

市
広

報
や

H
P
に

お
い

て
市

民

に
広

く
情

報
を

提
供

し
周

知
す

る
な

ど
、

今
後

も
継

続
し

て
事

業

に
取

り
組

む
。

5
5

市
民

共
生

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

（
地

域
共

生
型

サ
ー

ク

ル
づ

く
り

）

障
が

い
福

祉
課

（
市

民

共
生

セ
ン

タ
ー

）

講
座

の
開

催
の

べ
3
回

・
折

り
紙

教
室

　
2
回

・
寄

せ
植

え
教

室
　

1
回

①
講

座
実

施
数

、
②

講
座

参
加

者
数

【
目

標
】
①

7
0
回

、
②

3
5
0

人 【
実

績
】
①

3
回

、
②

3
2
人

高
齢

者
及

び
障

が
い

者
（
児

）

の
利

用
拡

大
を

図
る

た
め

広

報
、

H
P
、

チ
ラ

シ
等

に
よ

る
告

知
を

行
う

。
手

指
の

消
毒

や

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
の

確

保
な

ど
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

拡
大

防
止

に
徹

底

す
る

。

5
6

市
民

共
生

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

（
ふ

く
ふ

く
フ

ェ
ス

タ
）

障
が

い
福

祉
課

（
市

民

共
生

セ
ン

タ
ー

）

「
共

に
生

き
、

共
に

支
え

る
」
を

テ
ー

マ
に

、
ダ

ン
ス

や
手

話
歌

の
発

表
、

自
彊

術
の

普
及

や
発

達
障

が
い

・
知

的
障

が
い

に
関

す
る

講
演

を
行

う
。

ま

た
、

当
セ

ン
タ

ー
で

活
動

中
の

団
体

が
手

掛
け

た
、

絵
画

や
絵

手
紙

、
書

道
等

の
作

品
展

示
も

行

う
。

参
加

者
数

【
目

標
】
2
0
0
人

【
実

績
】
0
（
中

止
）

広
報

、
H

P
、

チ
ラ

シ
等

に
よ

る

告
知

を
行

う
。

コ
ロ

ナ
禍

で
も

開
催

で
き

る
よ

う
、

感
染

症
対

策
を

徹
底

す
る

。

　
　
⑥
　
顕
彰
の
実
施

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

5
7

子
ど

も
文

化
芸

術
賞

文
化

観
光

課

受
賞

候
補

者
及

び
受

賞
候

補
団

体
の

公
募

を
行

い
、

受
賞

者
を

決
定

し
、

表
彰

式
で

表
彰

す
る

。

今
回

、
コ

ロ
ナ

禍
で

成
果

発
表

や
作

品
展

示
が

で

き
な

い
代

替
策

と
し

て
ス

ラ
イ

ド
シ

ョ
ー

を
作

成
し

、

表
彰

式
や

市
の

公
式

Y
o
u
T

u
b
eで

受
賞

者
お

よ

び
活

動
・
作

品
紹

介
を

行
い

、
当

賞
の

Ｐ
Ｒ

を
行

っ

た
。

①
応

募
者

数
、

②
受

賞
者

数 【
目

標
】
①

8
、

②
6
以

上

【
実

績
】
①

1
6
、

②
1
5

子
ど

も
の

文
化

芸
術

活
動

へ
の

意
欲

を
高

め
る

こ
と

を
目

的
に

、

今
後

も
継

続
実

施
。

賞
の

創
立

か
ら

1
0
年

が
経

過
し

た
こ

と
か

ら
、

過
去

の
受

賞
者

や

団
体

で
、

そ
の

後
文

化
芸

術
分

野
へ

進
み

、
さ

ら
な

る
飛

躍
を

遂

げ
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
と

し
て

活
躍

し

て
い

る
人

の
有

無
な

ど
、

追
跡

調
査

の
可

能
性

も
探

っ
て

い
き

た
い

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

子
ど

も
た

ち
の

豊
か

な
心

と
感

性
を

育
む

上
で

、
文

化
芸

術
活

動
の

推

進
は

極
め

て
重

要
で

あ
り

、
様

々
な

文
化

芸
術

活
動

に
励

む
子

ど
も

た
ち

を
応

援
し

、
文

化
芸

術
活

動
へ

の
意

欲
を

高
め

る
こ

と
を

目
的

に
顕

彰
事

業
を

行
う

。

対
象

は
1
8
歳

以
下

の
市

内
在

住
、

通
学

者
、

ま
た

は
そ

れ
ら

の

者
を

主
に

有
す

る
団

体
。

各
学

校
や

地
域

、
市

広
報

・
H

P
で

応

募
を

呼
び

か
け

、
応

募
件

数
は

年
々

増
加

傾
向

で
あ

り
、

当
賞

の

認
知

度
は

少
し

ず
つ

増
し

て
い

る
。

ま
た

、
表

彰
式

直
後

、
子

ど

も
た

ち
の

活
動

発
表

の
場

と
し

て
、

日
ご

ろ
の

活
動

の
成

果
を

式

典
出

席
者

の
前

で
披

露
し

た
り

、
作

品
づ

く
り

に
対

す
る

思
い

な

ど
を

語
る

機
会

を
作

っ
て

い
る

。
（
令

和
2
年

度
は

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
活

動
発

表
は

無
し

）

高
齢

者
や

障
が

い
者

の
団

体
や

サ
ー

ク
ル

等
の

活
動

の
場

の
提

供
。

・
参

加
人

数
3
2
名

（
男

性
5
名

、
女

性
2
7
名

）

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、

講
座

の
延

期
や

中
止

を
し

た
こ

と
に

よ
り

、
前

年
比

講
座

開
催

数
約

9
5
％

、

参
加

人
数

約
8
9
％

減
少

し
た

。

障
が

い
を

個
性

と
し

て
捉

え
、

障
が

い
者

や
高

齢
者

な
ど

地
域

に
住

む

す
べ

て
の

市
民

が
互

い
に

人
権

を

認
め

合
い

、
共

に
生

き
、

共
に

支
え

合
う

市
民

社
会

づ
く

り
に

向
け

て
、

フ
ェ

ス
タ

を
開

催
。

以
前

は
「
は

つ
ら

つ
の

つ
ど

い
」
と

し
て

、
市

民
共

生
セ

ン
タ

ー
内

で
単

独
開

催
さ

れ
た

が
、

令
和

2
年

度
よ

り
、

「
ふ

く
ふ

く
フ

ェ
ス

タ
」
と

し
て

、
市

文
化

会
館

に
て

障
が

い
福

祉
課

と
共

催
す

る
形

と
な

っ

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

中
止

と
な

っ

た
。

障
が

い
者

の
文

化
的

活
動

を
通

じ

て
、

障
が

い
者

本
人

が
文

化
に

参
加

し
、

親
し

み
、

ま
た

障
が

い
者

以
外

の
市

民
へ

の
障

が
い

へ
の

理
解

を

深
め

る
た

め
、

後
援

等
を

行
う

こ
と

に

よ
り

こ
れ

を
支

援
す

る
。

・
平

成
２

９
年

度
：
後

援
７

件
、

広
報

掲
載

１
２

件
、

Ｈ
Ｐ

掲
載

６
件

・
平

成
３

０
年

度
：
後

援
８

件
、

広
報

掲
載

１
２

件
、

Ｈ
Ｐ

掲
載

３
件

・
平

成
３

１
年

度
：
後

援
１

２
件

、
広

報
・
Ｈ

Ｐ
に

つ
い

て
は

、
毎

月

ス
ポ

ー
ツ

大
会

や
養

成
講

座
、

相
談

会
、

各
種

講
演

会
等

の
開

催
に

つ
い

て
掲

載
し

て
い

る
。

・
令

和
２

年
度

：
後

援
３

件
、

広
報

・
Ｈ

Ｐ
に

つ
い

て
は

、
毎

月
ス

ポ
ー

ツ
大

会
や

養
成

講
座

、
相

談
会

、
各

種
講

演
会

等
の

開
催

に
つ

い
て

掲
載

し
て

い
る

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果
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⑦
　
文
化
会
館
の
積
極
的
な
利
用

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

文
化

会
館

自
主

文
化

事
業

文
化

会
館

　
２
　
文
化
の
情
報
の
収
集
と
発
信

　
　
①
　
文
化
情
報
の
収
集
・
発
信

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

5
8

広
報

事
業

秘
書

広
報

課
広

報
紙

、
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

、
S
N

S
等

を
活

用
し

た

情
報

発
信

お
よ

び
報

道
機

関
へ

の
情

報
提

供
。

①
広

報
紙

発
行

1
2
回

、
②

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
放

送
5
2

週
、

③
S
N

S
発

信
1
4
0
回

【
実

績
】
①

1
2
回

、
②

5
2

週
、

③
3
8
回

広
報

紙
に

お
い

て
は

、
紙

面
や

締
め

切
り

等
に

よ
り

す
べ

て
の

情
報

を
扱

う
こ

と
は

困
難

。

事
業

継
続

。
よ

り
多

く
の

市
民

に

周
知

で
き

る
よ

う
な

媒
体

を
検

討
す

る
。

5
9

読
書

活
動

推
進

事
業

（
館

報
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
図

書
館

図
書

館
報

の
発

行
や

司
書

お
す

す
め

図
書

案
内

の
作

成
を

行
う

。

図
書

館
ホ

ー
ム

―
ペ

ー
ジ

上
で

、
行

事
案

内
や

月
替

わ
り

の
コ

ー
ナ

ー
展

示
の

紹
介

を
行

う
。

①
館

報
発

行
回

数
　

月
1

回
、

②
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

情
報

発
信

回
数

　
月

1

回
以

上

【
目

標
】
①

1
2
回

、
②

1
2
以

上 【
実

績
】
①

1
2
回

、
②

約
6
0

回

継
続

実
施

す
る

。

館
報

に
つ

い
て

は
、

よ
り

親
し

み

や
す

く
、

図
書

館
利

用
に

つ
な

が
る

魅
力

あ
る

紙
面

づ
く

り
に

努

め
る

。

中
高

生
向

け
の

働
き

か
け

を
強

化
す

る
。

6
0

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築
文

化
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

文
化

観
光

課

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築
所

有
者

、
研

究
者

を
中

心
と

し

た
全

国
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

組
織

（
平

成
1
9
年

度
発

足
）

に
加

盟
す

る
こ

と
で

、
広

域
的

で
効

率
的

な
普

及

啓
発

活
動

を
行

う
。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
（
H

P
、

fa
ce

b
o
o
k、

Ｔ
w

it
te

r）
で

の
啓

発
活

動
。

・
講

演
会

開
催

（
令

和
2
年

度
は

、
豊

郷
町

で
開

催
の

予
定

で
あ

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
で

中
止

。
）

・
見

学
会

開
催

（
令

和
2
年

度
は

、
豊

郷
町

及
び

本
市

で
開

催
の

予
定

で
あ

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

で
中

止
。

）

・
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

建
築

マ
ッ

プ
の

頒
布

。
（
令

和
2
年

度

に
改

訂
版

を
作

成
・
配

布
。

）
　

他

－

継
続

実
施

。
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

加
盟

団
体

で
、

情
報

交
換

等
を

行

い
、

各
種

普
及

啓
発

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
で

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

3
9
参

照
）

一
人

で
も

多
く

の
市

民
が

図
書

館
を

利
用

し
、

活
字

文
化

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
生

涯
学

習
の

普
及

へ
つ

な
げ

る
。

・
大

人
向

け
、

児
童

向
け

の
館

報
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

毎
月

発

行 ・
Ｙ

Ａ
向

け
（
ヤ

ン
グ

ア
ダ

ル
ト
：
中

高
生

向
け

）
の

館
報

発
行

（
１

回
）

・
「
司

書
オ

ス
ス

メ
図

書
案

内
」
の

発
行

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

行
事

案
内

、
コ

ー
ナ

ー
展

示
紹

介
（
随

時
）

・
Z
T

V
に

よ
る

図
書

案
内

（
毎

週
）

上
記

活
動

に
よ

り
、

図
書

館
の

利
用

促
進

を
行

っ
た

。

ウ
ィ

リ
ア

ム
・
メ

レ
ル

・
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

や

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築
事

務
所

が
携

わ
っ

た
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

建
築

は
日

本
各

地
に

点
在

し
、

そ
の

多
く

は
保

存
、

活
用

が
行

わ
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

そ
れ

ぞ

れ
の

連
携

が
十

分
で

な
く

、
ヴ

ォ
ー

リ

ズ
建

築
を

よ
り

広
く

発
信

し
、

啓
発

す

る
た

め
に

は
全

国
に

広
が

る
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

建
築

所
有

者
を

中
心

と
す

る
広

域
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成
す

る
こ

と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

組
織

に
よ

り
、

各
種

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
広

域
的

な
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

建
築

の
普

及
啓

発
活

動
に

繋
げ

る
こ

と
が

で

き
た

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

広
報

紙
や

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
等

を
通

じ
て

、
市

内
各

施
設

や
民

間
が

行
う

情
報

の
発

信
を

行
い

、
市

民
へ

の
啓

発
を

図
る

。

広
報

紙
の

読
者

か
ら

は
、

内
容

や
見

や
す

さ
に

つ
い

て
良

好
な

評
価

を
得

て
い

る
。

滋
賀

県
広

報
コ

ン
ク

ー
ル

に
お

い
て

、
広

報

紙
の

部
で

知
事

賞
を

、
広

報
写

真
の

部
で

協
会

長
賞

を
受

賞
し

た
。



44 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

6
1

マ
ナ

ビ
ィ

通
信

生
涯

学
習

課

生
涯

学
習

の
情

報
を

収
集

し
、

市
民

へ
提

供
す

る

た
め

、
市

及
び

市
関

連
施

設
の

行
事

・
講

座
・
教

室
の

予
定

一
覧

を
上

・
下

半
期

ご
と

に
分

け
て

作

成
し

、
各

コ
ミ

セ
ン

や
関

係
施

設
に

配
布

す
る

。
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

も
掲

載
す

る
。

発
行

回
数

【
目

標
】
2
回

【
実

績
】
2
回

本
通

信
の

市
民

へ
の

周
知

、
市

民
の

学
習

ニ
ー

ズ
と

提
供

情
報

の
マ

ッ
チ

ン
グ

、
情

報
提

供
数

が
限

ら
れ

て
お

り
市

全
体

の
学

習
機

会
を

網
羅

で
き

て
い

る
か

と
い

う
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

ま

た
、

学
習

成
果

を
生

か
す

場
に

つ
い

て
情

報
提

供
で

き
て

い
な

い
点

も
課

題
で

あ
る

。
今

後
も

継

続
し

て
市

及
び

市
関

連
施

設
の

行
事

・
講

座
等

を
ま

と
め

て
発

行
し

、
市

民
の

学
習

機
会

の
充

実
を

図
る

。

　
　
②
　
文
化
団
体
に
関
す
る
情
報
の
発
信

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

6
2

広
報

活
動

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協

議
会

（
ま

ち
づ

く
り

協

働
課

）

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
が

取
り

組
み

、
実

施
し

て
い

る
事

業
や

そ
の

実
績

報
告

を
主

に
学

区
民

を

対
象

に
周

知
に

努
め

、
各

学
区

に
お

け
る

広
報

紙

を
発

行
し

、
地

域
活

動
の

活
性

化
を

図
る

。

す
べ

て
の

学
区

で
ま

ち
協

だ
よ

り
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

学
区

民
へ

の
情

報
提

供
・
発

信
が

行

わ
れ

る
こ

と
。

【
目

標
】
1
1
学

区

【
実

績
】
1
1
学

区

現
在

6
学

区
の

み
Ｈ

Ｐ
・
ブ

ロ
グ

が
開

設
さ

れ
て

い
る

た
め

、
全

学
区

の
開

設
に

向
け

て
取

り
組

む
。

6
3

文
化

団
体

機
関

紙
発

行

（
文

化
団

体
活

動
支

援
事

業
）

文
化

観
光

課

補
助

金
を

活
用

し
て

機
関

紙
を

発
行

し
、

近
江

八

幡
市

文
化

団
体

連
合

会
の

活
動

内
容

の
報

告
や

参
加

の
呼

び
か

け
等

を
行

い
、

広
く

市
民

に
周

知

す
る

。
そ

の
他

、
各

種
事

業
に

お
い

て
は

チ
ラ

シ

等
を

作
成

し
、

配
布

す
る

。

機
関

誌
の

発
行

回
数

【
目

標
】
各

1
回

【
実

績
】
各

1
回

継
続

。
旧

市
町

の
団

体
そ

れ
ぞ

れ
で

活
動

形
態

が
異

な
る

た

め
、

安
土

地
域

で
の

活
動

は
市

内
全

域
に

発
信

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

が
あ

る
。

　
　
③
　
文
化
団
体
の
交
流
の
場
の
確
保

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

市
民

文
化

祭
共

催
事

業
文

化
会

館

文
化

芸
術

に
か

か
る

活
動

を
団

体

自
ら

が
発

信
す

る
こ

と
は

、
事

業
内

容
の

周
知

や
参

加
者

募
集

な
ど

、
団

体
活

動
の

活
性

化
へ

と
つ

な
が

り
、

市
の

文
化

芸
術

の
発

展
に

寄
与

す

る
た

め
、

補
助

金
交

付
（
事

業
№

 1
０

に
含

む
）
に

よ
り

文
化

団
体

の
活

動

を
支

援
す

る
。

機
関

紙
の

発
行

　
「
文

化
の

な
か

ま
」
第

７
５

号
（
近

江
八

幡
市

文
化

協
会

が
発

行
・
市

内
全

域
に

全
戸

配
付

）

　
「
塔

映
」
第

４
７

号
（
安

土
町

文
化

協
会

が
発

行
、

安
土

地
域

で

各
戸

配
布

）

　
そ

の
他

、
各

実
施

事
業

の
案

内
チ

ラ
シ

を
発

行
し

、
文

化
団

体

連
合

会
の

事
業

や
活

動
に

つ
い

て
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

市
及

び
関

連
施

設
の

行
事

・
講

座

等
を

専
門

的
に

ま
と

め
て

広
く

周
知

す
る

も
の

が
不

足
し

て
い

た
た

め
、

市
民

へ
の

学
習

機
会

の
提

供
と

充

実
及

び
学

習
成

果
が

生
か

せ
る

「
生

涯
学

習
社

会
」
の

創
出

に
開

始
し

た
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

等
に

配
置

し
周

知
に

努
め

て
い

る
が

、
自

治
会

に
回

覧
し

て
も

ら
う

な
ど

し
て

よ
り

幅
広

い
層

に
情

報
提

供

す
る

必
要

が
あ

る
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

3
1
参

照
）

各
学

区
に

お
け

る
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
の

存
在

や
地

域
文

化
活

動
の

内

容
を

広
く

周
知

し
、

地
域

活
動

の
活

性
化

を
図

る
。

各
学

区
内

で
「
ま

ち
協

だ
よ

り
」
な

ど
を

発
行

し
、

情
報

が
発

信
が

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
６

学
区

に
お

い
て

Ｈ
Ｐ

・
ブ

ロ
グ

が
開

設
さ

れ

て
お

り
、

学
区

内
に

お
け

る
行

事
、

情
報

や
、

予
定

が
学

区
民

に

周
知

さ
れ

て
い

る
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果
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④
　
文
化
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

各
学

区
文

化
祭

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協

議
会

（
ま

ち
づ

く
り

協

働
課

）

再
掲

観
光

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
事

業
文

化
観

光
課

　
　
⑤
　
近
江
八
幡
市
出
身
文
化
人
・
芸
術
家
の
把
握
と
連
携

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

人
生

伝
承

塾
生

涯
学

習
課

　
　
⑥
　
図
書
館
資
料
と
専
門
職
員
の
充
実

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

6
4

読
書

活
動

推
進

事
業

（
資

料
収

集
）

図
書

館
図

書
館

資
料

の
収

集
、

読
書

環
境

の
充

実
。

①
市

民
一

人
当

た
り

の
資

料
費

、
②

総
貸

出
冊

数

【
目

標
】
①

前
年

度
よ

り
増

額
、

②
前

年
度

比
1
0
0
％

以
上

【
実

績
】
①

2
4
7
円

（
前

年

度
　

2
5
3
円

）
、

②
5
4
7
,0

4
9

冊
（
前

年
度

6
0
1
,9

9
7
冊

）

資
料

費
増

額
に

向
け

て
、

市
に

働
き

か
け

る
一

方
で

、
魅

力
あ

る
本

棚
を

構
築

す
る

こ
と

に
よ

り
、

貸
出

冊
数

の
増

加
を

図
る

。

6
5

読
書

活
動

推
進

事
業

（
雑

誌
ス

ポ
ン

サ
ー

）
図

書
館

図
書

館
資

料
の

充
実

を
は

か
る

た
め

、
雑

誌
購

入

代
金

を
ス

ポ
ン

サ
ー

（
企

業
・
団

体
・
個

人
）
に

負

担
し

て
い

た
だ

く
代

わ
り

に
、

提
供

誌
の

最
新

号
カ

バ
ー

に
広

告
を

掲
載

し
広

報
宣

伝
と

し
て

活
用

し

て
も

ら
う

。

ス
ポ

ン
サ

ー
雑

誌
タ

イ
ト
ル

数 【
目

標
】
前

年
度

誌
数

以

上 【
実

績
】
1
7
誌

（
増

減
な

し
）

新
規

ス
ポ

ン
サ

ー
の

開
拓

と
、

継
続

し
て

提
供

し
て

も
ら

え
る

よ

う
、

働
き

か
け

を
行

う
。

「
誰

で
も

な
ん

で
も

聞
け

る
・
調

べ
ら

れ
る

」
図

書
館

を
め

ざ
し

、
市

民
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
資

料
、

新
鮮

で
魅

力
的

な
資

料
を

計
画

的
に

収
集

・
保

存
す

る
。

月
替

わ
り

の
コ

ー
ナ

ー
展

示
や

、
市

民
ニ

ー
ズ

に
即

し
た

資
料

購
入

に
努

め
、

市
民

の
読

書
活

動
の

推
進

及
び

読
書

環
境

の
充

実
を

図
っ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

の
も

と
で

、
前

年
度

比
９

０
．

９
％

の
貸

出

冊
数

を
維

持
し

た
。

（
県

平
均

前
年

度
比

8
7
％

）

ス
ポ

ン
サ

ー
の

ご
協

力
を

得
な

が

ら
、

市
民

に
幅

広
く

新
鮮

な
情

報
を

少
し

で
も

多
く

提
供

す
る

。

雑
誌

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
、

ス
ポ

ン
サ

ー
と

な
っ

て
い

た
だ

く
企

業
・
団

体
・
個

人
の

図
書

館
運

営
へ

の
関

心
を

高
め

る
こ

と

が
で

き
た

。

（
№

1
1
参

照
）

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

2
7
参

照
）

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

3
2
参

照
）
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 Ⅴ
　
文
化
活
動
の
担
い
手
の
育
成

　
１
　
文
化
を
創
造
す
る
人
材
の
育
成

　
　
①
　
後
継
者
育
成
の
仕
組
み
づ
く
り
と
指
導
者
の
育
成

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

6
6

い
き

い
き

職
員

育
成

事
業

総
務

課

人
材

育
成

基
本

方
針

に
基

づ
き

、
O

JT
研

修
や

仕

事
の

進
め

方
研

修
な

ど
の

内
部

研
修

を
実

施
し

、

派
遣

研
修

と
し

て
、

滋
賀

県
市

町
村

職
員

研
修

セ

ン
タ

ー
の

階
層

別
研

修
等

へ
派

遣
を

行
っ

た
。

人

事
評

価
制

度
に

お
い

て
は

、
能

力
評

価
の

評
価

者
訓

練
と

し
て

研
修

を
実

施
し

た
。

職
員

派
遣

に

つ
い

て
は

、
文

化
庁

、
滋

賀
県

等
へ

派
遣

し
た

。

①
独

自
研

修
（
内

部
研

修
）
の

開
催

（
講

座
開

催
回

数
）
、

②
派

遣
研

修
の

実

施
、

③
国

等
へ

の
派

遣
の

実
施

【
目

標
】
①

1
7
回

、
②

2
9
0

人
、

③
2
人

【
実

績
】
①

1
1
回

、
②

1
9
4

人
、

③
2
人

市
民

と
の

協
働

に
よ

り
、

持
続

可

能
な

特
色

あ
る

ま
ち

づ
く

り
を

進

め
て

い
く

た
め

、
職

員
に

は
、

環

境
変

化
へ

の
迅

速
か

つ
的

確

な
対

応
と

と
も

に
、

こ
れ

ま
で

以

上
に

、
限

ら
れ

た
予

算
や

人
員

の
中

で
、

よ
り

現
場

主
義

を
進

め
、

市
民

と
の

協
働

を
念

頭
に

地
域

課
題

に
対

す
る

実
質

（
効

果
）
を

伴
う

政
策

・
施

策
を

創
り

実
行

す
る

能
力

が
求

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
政

策
形

成
能

力
等

の
開

発
と

向
上

を
よ

り
効

果
的

に
進

め
る

た
め

の
実

施
方

法
や

内
容

の
工

夫
等

研
修

の
充

実

が
必

要
で

あ
る

。
令

和
３

年
度

に
人

材
育

成
基

本
方

針
の

改

定
を

行
い

、
そ

の
方

針
に

基
づ

き
、

め
ざ

す
べ

き
職

員
・
組

織
像

の
実

現
に

向
け

、
研

修
内

容
等

の
検

証
と

一
層

の
充

実
を

図

る
。

6
7

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
奏

者
育

成
事

業
（
安

土
文

芸
の

郷

指
定

管
理

事
業

）

文
化

観
光

課
（
安

土

町
文

芸
の

郷
振

興
事

業
団

）

『
オ

ル
ガ

ン
教

室
』
３

年
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
オ

ル
ガ

ン
演

奏
の

習
得

に
努

め
て

い
た

だ
く

。
月

２
回

の
個

人
指

導
で

、
年

に
２

回
成

果
発

表
の

場
を

設
け

て

い
る

。
(新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
予

防

の
為

、
６

月
の

発
表

会
は

中
止

）

『
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

ホ
ー

ル
レ

ッ
ス

ン
』
ホ

ー
ル

の

空
き

日
に

１
時

間
単

位
で

個
人

練
習

や
レ

ッ
ス

ン

を
行

う
。

『
オ

ル
ガ

ン
見

学
会

・
総

合
学

習
』
ホ

ー
ル

の
空

き

日
に

、
３

０
分

程
度

の
見

学
会

を
開

催
。

学
校

の
総

合
学

習
で

は
専

属
オ

ル
ガ

ニ
ス

ト
が

対
応

し
、

一

般
の

見
学

会
で

は
「
オ

ル
ガ

ン
教

室
」
卒

業
生

（
市

内
在

住
）
が

演
奏

と
説

明
を

行
う

。
希

望
者

に

は
オ

ル
ガ

ン
に

触
る

機
会

を
積

極
的

に
提

供
す

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

満
足

度

「
大

変
良

か
っ

た
」
「
良

か
っ

た
」
の

割
合

【
目

標
】
8
0
％

【
実

績
】
8
5
％

継
続

実
施

滋
賀

県
内

ホ
ー

ル
で

唯
一

パ
イ

プ

オ
ル

ガ
ン

を
設

置
し

て
い

る
文

芸
セ

ミ
ナ

リ
ヨ

で
、

オ
ル

ガ
ン

を
使

っ
た

事

業
を

積
極

的
に

開
催

し
活

用
す

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
よ

り
（
回

収
率

２
３

％
）

１
．

参
加

者
属

性
　

：
8
0
%
が

女
性

２
．

満
足

度
　

　
　

　
：
8
5
%
が

大
変

良
い

、
良

い
と

回
答

。
そ

の
他

は
未

記
入

。

３
．

参
加

頻
度

　
 　

：
3
5
%
初

来
館

、
6
0
%
が

６
回

以
上

来
館

４
．

情
報

収
集

先
　

：
3
5
%
知

人
の

紹
介

、
そ

の
他

文
芸

の
郷

会

報
、

新
聞

、
れ

い
か

る
等

少
数

回
答

多
数

５
．

そ
の

他
　

　
　

　
：
発

表
会

等
、

オ
ル

ガ
ン

受
講

生
卒

業
生

の

発
表

の
場

、
講

座
の

た
め

知
人

の
紹

介
が

多
い

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

社
会

情
勢

の
変

化
に

柔
軟

に
対

応

し
な

が
ら

、
市

民
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

把
握

し
、

豊
か

な
想

像
力

と
斬

新
な

発
想

か
ら

効
果

的
な

施
策

の
推

進

が
で

き
る

職
員

の
育

成
を

目
指

し
、

専
門

的
か

つ
広

域
的

な
行

政
課

題

に
つ

い
て

研
鑽

を
深

め
る

こ
と

で
職

員
の

能
力

開
発

を
図

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

に
係

り
、

上
半

期
の

派

遣
研

修
が

中
止

と
な

り
、

内
部

研
修

に
つ

い
て

も
、

人
事

評
価

制

度
研

修
の

一
部

や
新

規
採

用
職

員
の

福
祉

体
験

研
修

等
体

験

型
の

研
修

、
人

権
問

題
啓

発
講

座
等

大
人

数
の

集
合

研
修

を
中

止
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

で
あ

っ
た

。
し

か
し

、
e-

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

活
用

等
実

施
方

法
の

工
夫

や
議

会
対

応
研

修
や

S
o
ci

et
y5

.0

研
修

等
新

た
な

テ
ー

マ
に

よ
る

研
修

を
実

施
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

検
証

結
果

　
理

解
度

約
8
7
.9

％
　

平
成

3
1
（
令

和

元
）
年

度
(理

解
度

約
9
8
%
)よ

り
低

下
し

た
も

の
の

、
S
o
ci

et
y5

.0

研
修

等
新

た
な

テ
ー

マ
で

の
研

修
実

施
に

よ
る

も
の

と
推

察
で

き

る
。
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②
　
子
ど
も
た
ち
の
文
化
創
造
体
験
の
拡
充

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

6
8

青
少

年
美

術
展

覧
会

学
校

教
育

課

小
中

教
育

研
究

会
と

共
催

で
、

平
面

・
立

体
・
書

写
の

３
部

門
に

お
い

て
各

審
査

員
に

よ
る

審
査

後
、

特
選

（
県

小
中

教
育

研
究

会
優

秀
賞

含
む

）

を
決

定
す

る
。

ま
た

、
入

選
作

品
を

３
日

間
文

化
会

館
で

展
示

す

る
。

令
和

２
年

度
は

各
校

園
所

で
展

示
し

鑑
賞

し

た
。

開
催

日
数

【
目

標
】
3
日

間

【
実

績
】
一

斉
の

展
覧

会
は

０
日

事
業

の
継

続
。

昨
年

度
は

コ
ロ

ナ
の

た
め

各
校

園
所

で
の

開
催

と
な

っ
た

が
、

今
年

度
は

市
内

の
す

ぐ
れ

た
作

品
を

展
示

し
て

お
互

い
の

作
品

を
鑑

賞
し

あ
う

機
会

を
作

り
、

子
ど

も
た

ち
の

芸

術
性

の
向

上
や

想
像

力
を

育
め

る
よ

う
に

す
る

。

再
掲

音
楽

振
興

事
業

文
化

観
光

課

　
　
③
　
地
域
文
化
振
興
の
担
い
手
の
育
成

　
２
　
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
①
　
市
民
の
企
画
・
立
案
・
運
営
に
よ
る
文
化
芸
術
の
振
興

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

図
書

館
運

営
事

業
（
貸

館
）

図
書

館

再
掲

文
化

会
館

管
理

事
業

（
貸

館
）

文
化

会
館

再
掲

文
化

団
体

活
動

支
援

事
業

文
化

観
光

課

　
　
②
　
地
域
の
文
化
団
体
に
よ
る
文
化
活
動
の
推
進

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

文
化

団
体

活
動

支
援

事
業

文
化

観
光

課

再
掲

各
学

区
文

化
祭

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協

議
会

（
ま

ち
づ

く
り

協

働
課

）

（
№

1
0
参

照
）

（
№

3
2
参

照
）

（
№

1
0
参

照
）

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

5
2
参

照
）

（
№

5
3
参

照
）

（
№

3
3
参

照
）

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

市
内

の
幼

児
・
児

童
生

徒
の

作
品

を

展
示

し
、

子
ど

も
の

豊
か

な
心

情
を

育
む

と
と

も
に

、
市

内
校

園
所

に
お

け
る

図
工

・
美

術
・
書

写
教

育
の

振

興
と

文
化

の
向

上
を

図
る

。

各
校

園
所

の
子

ど
も

た
ち

の
す

ば
ら

し
い

作
品

を
審

査
員

の
先

生
方

に
見

て
い

た
だ

き
、

教
員

は
審

査
員

の
先

生
方

か
ら

ご
指

導
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

た
。

講
評

を
各

校
園

所
に

伝
え

る
こ

と

で
、

２
学

期
以

降
の

学
習

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
た

。

子
ど

も
た

ち
は

、
異

学
年

の
作

品
を

鑑
賞

す
る

こ
と

で
、

意
欲

や

学
び

に
つ

な
が

っ
た

。
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③
　
学
校
教
育
に
お
け
る
文
化
活
動
の
充
実

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

人
生

伝
承

塾
生

涯
学

習
課

再
掲

図
書

館
運

営
事

業
（
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
）

図
書

館

6
9

図
書

館
運

営
事

業
（
学

校

図
書

館
活

用
支

援
事

業
）

図
書

館
授

業
で

使
う

資
料

や
、

学
級

文
庫

と
し

て
使

う
資

料
を

、
求

め
に

応
じ

て
団

体
名

義
で

貸
出

を
行

う
。

団
体

貸
出

冊
数

の
前

年
度

比 【
目

標
】
1
0
0
％

以
上

【
実

績
】
9
5
％

引
き

続
き

、
求

め
に

応
じ

て
団

体
貸

出
を

行
う

、
ま

た
学

校
司

書
の

相
談

に
応

じ
る

。

再
掲

音
楽

振
興

事
業

文
化

観
光

課

　
　
④
　
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
等
と
の
連
携

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

や
よ

い
コ

ン
サ

ー
ト

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

総
務

課

再
掲

絵
画

展
示

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

総
務

課

7
0

市
民

共
生

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

障
が

い
福

祉
課

（
市

民

共
生

セ
ン

タ
ー

）

セ
ン

タ
ー

の
貸

館
事

業
や

自
主

事
業

講
座

の
開

催
お

よ
び

、
絵

画
や

書
道

等
の

作
品

展
示

。

①
年

間
利

用
者

数
、

②
講

座
実

施
数

、
③

施
設

稼
働

率 【
目

標
】
①

3
0
,0

0
0
人

、
②

7
0
事

業
、

③
9
5
％

【
実

績
】
①

1
6
,0

5
3
人

、
②

3
事

業
、

③
8
5
％

・
築

1
0
年

が
過

ぎ
、

設
備

の
老

朽
箇

所
が

増
加

し
て

い
る

た

め
、

利
用

者
が

安
全

・
安

心
し

て
利

用
で

き
る

施
設

の
維

持
管

理
が

課
題

。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症

拡
大

防
止

の
た

め
、

利
用

者
の

減
少

や
施

設
稼

働
率

の
低

下

が
見

込
ま

れ
る

中
、

安
全

・
安

心
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

、
入

館

時
の

手
指

消
毒

や
、

セ
ン

タ
ー

内
で

換
気

を
行

う
等

、
感

染
症

対
策

を
徹

底
す

る
。

　
　
⑤
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た
取
り
組
み事

業
の

目
的

事
業

の
効

果

（
№

4
2
参

照
）

（
№

4
3
参

照
）

高
齢

者
や

障
が

い
者

の
団

体
や

サ
ー

ク
ル

等
の

活
動

の
場

の
提

供

月
平

均
利

用
人

数
：
1
3
3
7
.8

人

前
年

比
：
-
3
6
.8

％

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
4
月

9
日

か

ら
5
月

3
1
日

ま
で

の
間

、
貸

館
事

業
を

停
止

し
た

。

・
上

記
に

よ
り

、
利

用
の

あ
っ

た
日

で
も

、
い

わ
ゆ

る
「
三

密
」
の

回

避
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
確

保
を

徹
底

し
た

こ
と

に
よ

り
、

1

日
あ

た
り

の
利

用
者

数
が

減
少

し
た

。

（
№

1
1
参

照
）

（
№

3
6
参

照
）

市
内

の
小

中
学

校
の

図
書

館
活

動

を
支

援
す

る
。

小
中

学
校

へ
の

団
体

貸
出

冊
数

平
成

3
0
年

度
・
・
・
1
,9

3
2
冊

平
成

3
1
（
令

和
元

）
年

度
・
・
・
1
,3

8
2
冊

令
和

2
年

度
・
・
・
1
,3

1
3
冊

（
№

3
3
参

照
）

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果
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Ⅵ
　
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り

　
１
　
文
化
施
設
の
有
効
活
用

　
　
①
　
文
化
会
館
の
利
用
促
進

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

市
民

文
化

祭
共

催
事

業
文

化
会

館

　
　
②
　
行
政
の
文
化
振
興
体
制
の
明
確
化
と
連
携
体
制
の
整
備

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

7
1

近
江

八
幡

市
文

化
振

興
審

議
会

文
化

観
光

課

・
市

長
か

ら
の

諮
問

に
対

し
、

会
議

を
開

催
し

答
申

を
出

す
。

・
会

議
は

年
２

～
３

回
程

度
。

審
議

員
は

、
学

識
経

験
者

の
ほ

か
、

公
募

に
よ

る
市

民
委

員
で

構
成

さ

れ
て

い
る

。

（
令

和
2
年

度
の

内
容

）

　
・
文

化
振

興
基

本
計

画
進

捗
状

況
に

対
す

る
意

見
。

令
和

3
年

度
ま

ち
づ

く
り

芸
術

振
興

事
業

補

助
金

の
交

付
に

か
か

る
意

見
。

会
議

開
催

回
数

【
目

標
】
3
回

【
実

績
】
2
回

事
業

継
続

。
本

市
に

お
け

る
文

化
・
芸

術
の

充
実

化
を

図
る

た

め
、

よ
り

積
極

的
に

議
案

を
提

示
し

審
議

い
た

だ
く

。

7
2

文
化

振
興

基
本

計
画

進
捗

管
理

文
化

観
光

課

庁
内

の
文

化
関

連
事

業
を

実
施

す
る

所
管

課
に

対
し

調
査

シ
ー

ト
を

配
付

し
、

前
年

度
に

行
っ

た
事

業
に

つ
い

て
の

振
り

返
り

を
行

う
。

各
課

か
ら

の
調

査
シ

ー
ト
の

中
か

ら
抜

粋
し

た
事

業
を

、
庁

内
で

組

織
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
委

員
会

と
文

化
振

興
審

議

会
で

点
検

評
価

を
行

い
、

出
た

意
見

を
各

課
へ

返

す
。

①
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
委

員
会

お

よ
び

文
化

振
興

審
議

会
で

の
点

検
評

価
の

回
数

、
②

点
検

調
査

す
る

抜
粋

事
業

の
数

【
目

標
】
①

各
1
回

以
上

、

②
プ

1
0
事

業
、

審
3
事

業

【
実

績
】
①

プ
1
回

、
審

1

回
、

②
プ

2
0
事

業
、

審
5
事

業

事
業

継
続

。

文
化

振
興

基
本

計
画

の
計

画

期
間

は
平

成
2
8
年

度
か

ら
令

和
7
年

（
2
0
2
5
年

）
度

ま
で

の
1
0

年
間

で
あ

り
、

そ
の

間
社

会
情

勢
の

変
革

等
に

合
わ

せ
随

時

計
画

を
見

直
し

な
が

ら
、

文
化

芸
術

の
振

興
を

図
っ

て
い

く
。

　
　
③
　
施
設
・
設
備
の
充
実
等

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

7
3

図
書

館
施

設
維

持
管

理
事

業
図

書
館

施
設

お
よ

び
設

備
の

維
持

管
理

。

修
繕

件
数

【
目

標
】
計

画
的

各
迅

速
な

営
繕

を
行

う
。

【
実

績
】
8
件

長
期

的
な

施
設

の
利

用
の

た

め
、

適
切

な
修

繕
計

画
に

基
づ

い
た

予
算

確
保

と
維

持
管

理
に

努
め

て
い

く
。

市
の

文
化

振
興

政
策

を
総

合
的

か

つ
計

画
的

に
推

進
し

、
個

性
及

び

活
力

の
豊

か
な

地
域

の
文

化
生

活

の
実

現
に

寄
与

す
る

た
め

、
市

に
お

け
る

文
化

関
連

施
策

に
つ

い
て

定

期
的

な
進

捗
管

理
を

行
う

。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
委

員
会

の
実

施
（
７

月
）

・
文

化
振

興
審

議
会

で
の

点
検

評
価

（
１

０
月

）

・
進

捗
状

況
を

ま
と

め
た

冊
子

「
近

江
八

幡
の

文
化

振
興

」
を

作

成
し

、
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し
た

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

　
市

の
文

化
振

興
政

策
を

総
合

的
か

つ
計

画
的

に
推

進
し

、
も

っ
て

個
性

及
び

活
力

の
豊

か
な

地
域

の
文

化

生
活

の
実

現
に

寄
与

す
る

た
め

、
市

に
お

け
る

文
化

振
興

に
関

す
る

調

査
・
審

議
を

行
う

。

会
議

で
頂

い
た

意
見

や
提

言
を

基
に

文
化

振
興

政
策

に
対

し
て

の
進

捗
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
一

層
の

文
化

振
興

政
策

の
推

進

を
図

る
。

　
会

議
開

催
回

数

・
平

成
2
9
年

度
　

2
回

　
、

　
平

成
3
0
年

度
　

3
回

・
平

成
3
1
（
令

和
元

）
年

度
　

3
回

　
、

令
和

2
年

度
　

2
回

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

3
1
参

照
）

利
用

者
に

と
っ

て
安

全
・
安

心
な

施

設
で

あ
る

た
め

、
施

設
・
設

備
の

適

切
な

維
持

管
理

を
行

う
。

施
設

及
び

設
備

の
経

年
劣

化
に

よ
る

老
朽

化
が

進
み

、
計

画
的

な
修

繕
が

必
要

と
な

っ
た

。

煙
感

知
器

の
取

替
、

非
常

用
照

明
器

具
の

取
替

工
事

、
高

天
井

照
明

器
具

の
L
E

D
化

、
電

話
改

修
工

事
、

ト
イ

レ
詰

ま
り

の
修

繕
、

消
防

設
備

の
不

具
合

の
修

繕
等
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 番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

7
4

市
民

共
生

セ
ン

タ
ー

維
持

管
理

事
業

障
が

い
福

祉
課

（
市

民

共
生

セ
ン

タ
ー

）

高
齢

者
や

障
が

い
者

等
の

団
体

・
サ

ー
ク

ル
が

安

心
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

施
設

・
設

備
の

維
持

管

理
を

行
う

。

－

経
年

劣
化

に
よ

る
施

設
・
設

備

の
修

繕
計

画
を

ま
と

め
、

予
算

確
保

に
努

め
る

。

7
5

文
化

関
連

施
設

維
持

管
理

（
指

定
管

理
施

設
）

文
化

観
光

課

施
設

ご
と

に
有

効
か

つ
安

全
に

利
用

で
き

る
よ

う

維
持

管
理

と
運

営
を

指
定

管
理

者
に

業
務

委
託

し
、

連
携

し
て

適
切

な
維

持
管

理
を

行
う

。

【
施

設
】

安
土

城
郭

資
料

館
、

特
別

史
跡

安
土

城
跡

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
、

資
料

館
、

重
要

文
化

財
西

川
家

住

宅
、

か
わ

ら
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
、

安
土

文
芸

の
郷

公
園

①
利

便
性

を
図

る
た

め
の

施
設

・
設

備
の

改
修

件

数
、

②
天

災
等

に
よ

る
破

損
に

対
す

る
修

繕
件

数

【
実

績
】
①

0
件

、
②

1
0
件

現
状

維
持

。
長

寿
命

化
計

画
等

に
基

づ
き

、
緊

急
度

の
高

い
箇

所
か

ら
順

次
改

修
を

行
う

。
ま

た
、

天
災

等
に

よ
る

緊
急

修
繕

に
対

応
す

る
。

7
6

文
化

関
連

施
設

修
繕

（
文

化
会

館
）

文
化

会
館

キ
ュ

ー
ビ

ク
ル

（
高

圧
受

変
電

設
備

）
お

よ
び

、
高

圧
引

込
ケ

ー
ブ

ル
改

修
工

事
の

実
施

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
と

し
て

、
消

毒
液

・
体

表
面

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

機
器

の
設

置
。

ー

築
4
1
年

を
過

ぎ
、

施
設

や
設

備

の
経

年
劣

化
が

激
し

い
た

め
、

順
次

改
修

等
を

行
い

、
利

用
者

が
安

心
・
安

全
に

施
設

を
利

用

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

。
ま

た
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
入

館
時

の
手

指
消

毒
や

マ
ス

ク
の

着

用
、

体
温

計
測

等
を

依
頼

し
、

換
気

等
を

行
う

な
ど

、
感

染
症

対
策

を
徹

底
す

る
。

　
　
④
　
県
・
近
隣
市
町
と
の
交
流
・
連
携

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

7
7

信
長

サ
ミ

ッ
ト

文
化

観
光

課

織
田

信
長

に
ゆ

か
り

の
あ

る
市

町
と

の
交

流
を

進

め
、

歴
史

、
観

光
、

文
化

、
産

業
の

振
興

を
推

進

す
る

。

具
体

的
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
市

町
の

観
光

部
局

の
担

当
者

会
議

及
び

サ
ミ

ッ
ト
を

開
催

し
て

い
る

。

（
担

当
者

会
議

、
サ

ミ
ッ

ト
と

も
に

２
年

に
１

度
）

本
市

へ
の

観
光

入
込

客
数

の
増

減
率

【
目

標
】
観

光
客

の
前

年
比

3
％

増

【
実

績
】
前

年
比

3
2
％

減

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

り
、

観
光

の
あ

り
方

が
変

化

し
て

お
り

、
そ

の
変

化
に

対
応

し

た
形

で
本

市
の

観
光

資
源

を

P
R

す
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。

ま
た

、
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
河

ド
ラ

マ
「
麒

麟
が

く
る

」
の

放
送

が
終

了
し

た

が
、

サ
ミ

ッ
ト
の

継
続

に
よ

り
、

加

盟
市

町
の

連
携

強
化

、
歴

史
、

観
光

、
文

化
、

産
業

の
振

興
を

一
層

図
る

。

織
田

信
長

と
の

関
わ

り
を

大
切

に

し
、

魅
力

あ
る

ま
ち

づ
く

り
を

目
指

す

こ
と

を
目

的
と

し
、

加
盟

市
町

と
の

交

流
を

深
め

る
と

共
に

、
サ

ミ
ッ

ト
会

場

に
お

い
て

、
加

盟
市

町
か

ら
自

治
体

の
Ｐ

Ｒ
を

行
う

。

令
和

２
年

１
１

月
に

第
２

９
回

　
担

当
者

会
議

が
実

施
さ

れ
た

。

（
※

当
市

は
感

染
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

欠
席

、
後

日
事

務
局

の
越

前
町

担
当

職
員

よ
り

電
話

に
て

説
明

を
受

け
た

）
担

当
者

会
議

で
は

、
越

前
町

に
お

け
る

信
長

公
ゆ

か
り

の
地

を
巡

り
、

各

市
の

情
報

交
換

会
が

開
始

さ
れ

た
。

市
民

の
文

化
芸

術
や

文
化

団
体

等

の
活

動
の

場
を

提
供

し
、

安
全

で
快

適
に

利
用

で
き

る
よ

う
施

設
の

管
理

運
営

を
行

う
。

キ
ュ

ー
ビ

ク
ル

及
び

、
高

圧
引

込
ケ

ー
ブ

ル
を

更
新

し
た

こ
と

に

よ
り

、
老

朽
化

し
た

設
備

の
利

用
に

よ
る

危
険

を
回

避
で

き
た

。
ま

た
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
を

行
う

こ
と

で
、

施
設

使
用

者
の

安
心

・
安

全
な

利
用

に
つ

な
が

っ
た

。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

利
用

者
の

利
便

性
を

図
る

た
め

、
施

設
・
設

備
の

修
繕

を
行

う
。

・
ふ

れ
あ

い
ホ

ー
ル

エ
ア

コ
ン

室
外

機
防

護
柵

の
修

繕

・
男

女
ト
イ

レ
手

洗
場

自
動

水
栓

の
修

繕

・
点

字
プ

リ
ン

タ
ー

の
修

繕

市
民

や
観

光
客

に
対

し
、

文
化

芸

術
的

活
動

の
拠

点
と

な
る

施
設

を
適

正
に

維
持

管
理

及
び

運
営

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
文

化
関

連

施
設

の
適

正
な

維
持

管
理

と
利

用

者
の

満
足

度
向

上
の

た
め

の
設

備

等
の

充
実

に
努

め
る

。

設
計

通
り

修
繕

が
行

え
た

。

【
か

わ
ら

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

】
非

常
用

照
明

機
器

取
替

修
繕

（
1
,1

7
4
）
、

高
圧

ケ
ー

ブ
ル

取
替

（
3
9
6
）
、

自
動

火
災

報
知

設

備
受

信
機

取
替

（
4
9
5
）
、

照
明

制
御

盤
修

繕
（
2
5
4
）
、

常
設

展

示
室

ワ
イ

ヤ
ー

照
明

用
ダ

ウ
ン

ト
ラ

ン
ス

取
替

（
1
1
6
）
、

中
庭

腰

壁
修

繕
（
2
6
5
）
、

漆
喰

及
び

土
壁

剥
落

修
繕

（
2
1
8
4
）

【
文

芸
の

郷
公

園
】
文

芸
セ

ミ
ナ

リ
ヨ

舞
台

音
響

設
備

修
繕

（
1
6
6
1
）
、

引
込

高
圧

ケ
ー

ブ
ル

取
替

（
7
6
2
）
、

非
常

用
照

明
等

取
替

（
2
6
3
0
）

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果
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④
　
県
・
近
隣
市
町
と
の
交
流
・
連
携

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

7
8

広
域

観
光

お
よ

び
友

好
都

市
交

流
事

業
文

化
観

光
課

広
域

の
観

光
協

議
会

等
に

加
入

し
、

県
域

及
び

広
域

的
な

観
光

振
興

を
推

進
し

、
効

果
的

な
事

業

及
び

情
報

宣
伝

活
動

を
展

開
す

る
。

（
公

社
）
び

わ
こ

ビ
ジ

タ
ー

ズ
ビ

ュ
ー

ロ
ー

（
県

域
）
、

歴
史

街

道
推

進
協

議
会

（
近

畿
圏

域
）
、

信
長

公
居

城
連

携
協

議
会

（
岐

阜
市

、
小

牧
市

、
清

須
市

）
、

東
近

江
観

光
振

興
協

議
会

（
東

近
江

地
域

）
、

滋
賀

ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
オ

フ
ィ

ス
（
県

域
）
と

の
相

互
協

力
に

よ

り
、

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
や

各
種

Ｗ
ｅ
ｂ
掲

載
等

の
観

光
情

報
の

発
信

を
行

う
。

滋
賀

県
域

に
お

け
る

観
光

入
込

客
数

の
増

減
率

【
目

標
】
日

帰
り

客
3
％

増
、

宿
泊

客
3
％

増

【
実

績
】
日

帰
り

客
3
1
.9

％

減
、

宿
泊

客
4
0
.8

％
減

参
画

市
町

と
密

に
連

携
を

と
り

、

新
し

い
生

活
様

式
に

即
し

た
観

光
商

品
の

企
画

や
、

感
染

症
収

束
後

を
見

据
え

た
取

組
み

を
実

施
す

る
。

再
掲

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築
文

化
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

文
化

観
光

課

　
２
　
市
民
と
の
協
働

　
　
①
　
市
民
文
化
活
動
へ
の
支
援
の
拡
充

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

図
書

館
運

営
事

業
（
貸

館
）

図
書

館

再
掲

文
化

団
体

活
動

支
援

事
業

文
化

観
光

課

7
9

文
化

関
連

事
業

に
対

す
る

後
援

文
化

観
光

課

事
業

等
の

実
施

に
よ

り
、

市
政

の
発

展
と

向
上

に

大
き

く
寄

与
す

る
と

見
込

ま
れ

る
内

容
に

対
し

、
後

援
及

び
賞

状
交

付
の

基
準

に
合

致
す

る
事

業
に

つ
い

て
、

後
援

名
義

の
使

用
承

認
及

び
市

長
賞

の
交

付
を

行
う

。

承
認

件
数

【
目

標
】
2
0
件

【
実

績
】
1
3
件

文
化

観
光

課
で

後
援

名
義

使

用
を

承
認

・
非

承
認

を
審

査
す

る
文

化
事

業
及

び
観

光
事

業

等
に

つ
い

て
は

、
件

数
が

市
民

の
文

化
活

動
等

の
活

発
化

を
推

し
計

る
指

標
に

も
な

る
。

継
続

し

て
業

務
を

行
う

。

　
　
②
　
市
民
が
主
役
の
文
化
振
興
の
仕
組
み
づ
く
り

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

再
掲

図
書

館
運

営
事

業
（
貸

館
）

図
書

館

再
掲

文
化

団
体

活
動

支
援

事
業

文
化

観
光

課
（
№

1
0
参

照
）

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

5
2
参

照
）

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果

（
№

5
2
参

照
）

（
№

1
0
参

照
）

団
体

等
が

主
催

す
る

各
種

の
事

業

や
行

事
等

に
対

し
、

市
が

そ
の

趣
旨

に
賛

同
し

奨
励

の
意

を
表

し
て

後
援

名
義

を
使

用
承

認
す

る
こ

と
で

支
援

し
、

当
市

の
推

進
す

る
施

策
と

関
連

し
た

事
業

の
顕

在
化

を
図

り
、

文
化

振
興

の
目

的
達

成
を

目
指

す
。

　
令

和
２

年
度

に
お

い
て

、
文

化
観

光
課

で
事

務
手

続
き

を
行

っ

た
件

数
は

計
1
3
件

。
各

主
催

団
体

に
お

い
て

、
本

市
の

後
援

名

義
使

用
承

認
を

受
け

た
事

業
に

つ
い

て
は

、
信

頼
性

を
高

く
得

ら

れ
る

結
果

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

周
辺

市
町

・
関

連
自

治
体

の
観

光

施
策

と
連

携
し

、
宿

泊
型

・
滞

在
型

観
光

を
促

す
と

と
も

に
広

域
連

携
に

よ
る

他
団

体
が

も
つ

観
光

資
源

を
活

用
し

て
効

果
的

な
観

光
振

興
を

図

る
。

広
域

の
観

光
協

議
会

等
に

加
入

す
る

こ
と

で
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル

ス
感

染
症

に
よ

る
影

響
を

受
け

な
が

ら
も

広
域

的
な

情
報

収
集

及

び
情

報
発

信
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

（
№

6
0
参

照
）

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果
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③
　
市
民
参
画
・
協
働
型
事
業
の
充
実

番
号

事
業

名
担

当
課

（
連

携
団

体
等

）
事

業
内

容
成

果
指

標
課

題
・
今

後
の

方
向

性

8
0

広
聴

事
業

　
未

来
を

築
く

提

言
秘

書
広

報
課

市
長

と
は

ち
ま

ん
夢

ト
ー

ク
の

開
催

や
、

市
長

へ
の

手
紙

等
の

対
応

。

①
市

長
と

は
ち

ま
ん

夢
ト
ー

ク
の

実
施

回
数

、
②

市
長

へ
の

メ
ー

ル
、

手
紙

等
の

う

ち
、

回
答

が
必

要
な

も
の

に

対
す

る
回

答
率

【
目

標
】
①

－
、

②
1
0
0
％

【
実

績
】
①

1
回

、
②

1
0
0
％

事
業

継
続

。
市

長
と

は
ち

ま
ん

夢
ト
ー

ク
に

つ
い

て
は

、
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

参
加

し
や

す
い

開
催

方
法

を
検

討
す

る
。

市
民

の
市

政
へ

の
ア

イ
デ

ア
や

提

言
を

聴
き

、
市

政
に

反
映

さ
せ

る
。

「
１

０
年

後
の

私
と

近
江

八
幡

」
を

テ
ー

マ
に

開
催

し
た

夢
ト
ー

ク

で
は

、
小

学
生

か
ら

職
場

体
験

の
実

施
や

筆
記

用
具

の
無

料
配

布
な

ど
が

提
案

さ
れ

た
。

事
業

の
目

的
事

業
の

効
果



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 参 考 資 料 ） 
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１．近江八幡市文化振興条例 

平成２６年３月２５日 

条例第３号 

（前文） 

近江八幡市は、世界有数の古代湖である琵琶湖とその内湖、水路などに象徴される景観と多

様な動植物の生態がみられる豊かな自然に抱かれている。 

歴史文化に目を向ければ、古来よりの歌どころである老蘇の森、県内では最古最大級の瓢箪

山古墳、戦国の雄たちの居城であった観音寺城、安土城、八幡山城など、著名な史跡に恵まれ、

中山道、朝鮮人街道、八風街道などの陸路と湖上水運の要所として人と物資の往来が絶えず、

いつの時代にあっても豊かな生産力が維持されていた。 

このような豊かさを背景に持つわたしたち近江八幡市民は、自然や風俗・習慣・歴史などの

文化の恵みを、市民共有の財産としている。社会をめぐる諸条件の変化により、伝統的な文化

や価値観の継承が困難となりつつある今日、次の世代に引き継ぐこと、また様々な新しい文化

を理解し調和させていくことなど、意識的な取組みが必要となっている。そのために、私たち

は地域の歴史と風土に学び、地域の良さをあらためて認識することに努め、それらを活かした

多彩な文化活動の振興を図るものとする。 

（目的） 

第１条 この条例は、文化の振興に関し、基本理念を定め、市及び市民の役割を明らかにする

とともに、文化の振興に関する施策（以下「文化振興施策」という。）の基本となる事項を

定めることにより、文化振興施策を総合的かつ計画的に推進し、もって個性及び活力の豊か

な地域の文化生活の実現に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（１） 文化 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊、メディア芸術（映画、漫画、アニメ

ーション及び電子機器等を利用したもの。）等の芸術、地域において継承されてきた文化

的資産（有形及び無形の文化財、生活文化等）、人々の生活とともに形成されてきた魅力

ある風景等をいう。 

（２） 文化活動 文化を創造し、若しくは享受し、又はこれらを支える活動をいう。 

（基本理念） 

第３条 文化の振興に当たっては、次に掲げる事項を基本理念として取り組むこととする。 

（１） 文化活動を行うことが市民の権利であることに鑑み、市民が等しく文化活動に参加

できる環境の整備が図られなければならない。 

（２） 市民一人ひとりの自主性及び創造性が尊重されなければならない。 

（３） 文化の多様性が尊重されるとともに、地域における多様な文化の共生が図られるよ

う配慮されなければならない。 

（４） 先人たちの営みによって築かれた文化が市民共有の財産としてわかちあわれ、次代

に引き継がれるよう配慮されねばならない。 

（市民の役割） 

第４条 市民は、文化活動を担う主体であることに鑑み、様々な機会を通じ相互に理解し、尊
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重し、交流を深めることにより文化の振興に寄与するよう努めるものとする。 

（市の役割） 

第５条 市は、第３条に定める基本理念に基づき、文化振興施策を総合的に策定し、及び実施

するものとする。 

２ 前項の規定による文化振興施策の策定及び実施に当たっては、次に掲げる事項について十

分に配慮しなければならない。 

（１） 広く市民の意見が反映されるようにすること。 

（２） 文化活動を行う団体及び個人（以下「団体等」という。）では実施が困難なものに

取り組むこと。 

３ 市は、文化振興施策の策定及び実施のために必要な体制の整備、財政上の措置に努めるも

のとする。 

４ 市は、市が実施する各種の施策において、文化振興を図る視点を取り入れるよう努めるも

のとする。 

５ 市は、団体等の自主性及び団体等が行う文化活動の多様性に十分に配慮しながら、当該文

化活動及びその相互の連携が促進されるよう、助言、環境の整備その他の支援を行うものと

する。 

（文化振興基本計画） 

第６条 市長は、文化振興施策の総合的かつ効果的な推進を図るため、文化の振興に関する基

本的な計画（以下「文化振興基本計画」という。）を定めるものとする。 

２ 文化振興基本計画は、文化振興施策の大綱その他文化の振興に関し必要な事項について定

めるものとする。 

３ 市長は、文化振興基本計画を定めるに当たっては、文化振興施策と産業、まちづくり、教

育、福祉その他の分野における施策との連携が図られるよう配慮するものとする。 

４ 市長は、文化振興基本計画を定めるに当たっては、あらかじめ、広く市民の意見を聴くと

ともに、第１６条に定める近江八幡市文化振興審議会に意見を求めるものとする。 

（多様な文化資源の把握等） 

第７条 市は、独創的で優れた地域文化の形成等を図るため、地域に根ざした伝統文化、新た

に創造された地域文化その他の多様な文化資源の把握、保存、継承及び活用の促進、当該文

化資源に関する情報の収集及び発信その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（協働の仕組みづくり） 

第８条 市は、市民が自主的かつ主体的に行う文化活動の充実を図るため、市民、芸術家等、

事業者、教育機関等及び市との間における様々な協働が活発に行われるように、協働の仕組

みづくり及び場の整備等を行うものとする。 

（子ども、高齢者、障がい者等の文化活動の充実） 

第９条 市は、全ての市民の文化活動への参加を実現するため、文化活動の範囲を制約されが

ちな子ども、高齢者、障がい者等が文化に親しみ、これに参加し、又は自主的な文化活動が

活発に行われるよう施設の整備、支援その他の必要な措置を講ずるものとする。 

（交流） 

第１０条 市は、文化の向上を図るため、国内及び海外との文化の交流の促進に必要な施策を
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講ずるものとする。 

（歴史的文化遺産） 

第１１条 市は、地域の文化財、伝統的な行事等の歴史的文化遺産の保存及び活用並びに伝統

的な芸能の継承及び発展を図るため、歴史的文化遺産の調査、維持管理、修復、整備及び公

開に努めるとともに、伝統的な芸能の活動の場及び鑑賞の機会の提供その他必要な措置を講

ずるものとする。 

（地域産業の振興） 

第１２条 市は、市民の文化活動の促進に資する地域産業の振興を図るとともに、当該地域産

業による地域文化の形成を促進するため、これらに関する情報の提供その他の必要な施策を

講ずるものとする。 

（文化活動の担い手の育成） 

第１３条 市は、文化活動を担う人材及び団体を育成するために必要な施策を講ずるものとす

る。 

（文化的都市景観の形成） 

第１４条 市は、文化及び自然に配慮し、周囲の自然環境及び地域の歴史的景観と調和のとれ

た都市景観の形成に努めるものとする。 

（顕彰） 

第１５条 市は、文化の振興に関し功績のあった団体等の顕彰に努めるものとする。 

（審議会） 

第１６条 市における文化振興に関する事項について調査及び審議するため、近江八幡市文化

振興審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査及び審議する。 

（１） 文化振興基本計画の策定に関する事項 

（２） その他文化の振興に関する重要事項 

３ 審議会は、文化の振興に関する事項について、市長に意見を述べることができる。 

４ 審議会は、委員１０人以内をもって組織し、市長が次に掲げる者のうちから委嘱する。 

（１） 学識経験を有する者（文化に関し識見を有する者を含む） 

（２） 公募による市民 

（３） その他市長が必要と認める者 

５ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

６ 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定める。 

（委任） 

第１７条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

付 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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２．令和３年度近江八幡市文化振興審議会委員名簿  

 

  （敬称略、順不同） 

 氏名 所属等 

会 長 中 川  幾 郎 帝塚山大学名誉教授 

副会長 辻  喜 代 治 成安造形大学名誉教授 

 安 達  静 栄 近江八幡市文化団体連合会会長 

 田 邉  佳 伸 安土町文芸の郷振興事業団理事長 

 前出 みずほ 近江八幡商工会議所 

 坂 野  典 子 安土町商工会 

 中 嶋  俊 明 近江八幡青年会議所 

 上田 雄三郎 公募委員 

 川嶋 冨美子 公募委員 

 大喜多 悦子 近江八幡市教育長 
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３．令和３年度近江八幡市文化振興基本計画進捗管理プロジェクト委員名簿  

 

  （敬称略、順不同） 

所属 職名 氏名 

子ども健康部 幼児課 主幹 西 本  俊 子 

教育委員会 学校教育課 課長補佐 包 吉  洋 之 

教育委員会 生涯学習課 指導主事 岡 本  賢 治 

教育委員会 図書館 副主幹 村田 なおみ 

文化会館 副主幹 中 村  肇 

総合政策部 文化観光課（文化財保護Ｇ） 主査 森 山  宗 保 

 

事務局：総合政策部 文化観光課（文化振興Ｇ） 


